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紀美野町第１回定例会会議録 

 令和７年２月２６日（水曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 令和７年２月２６日（水）午前９時００分開議 

 第 １         会議録署名議員の指名 

 第 ２         会期決定の件 

 第 ３         諸般の報告 

 第 ４         仮議長の選任を議長に委任する件 

 第 ５ 議案第  ２号 紀美野町移住定住推進空き家活用住宅条例の制定について 

 第 ６ 議案第  ８号 紀美野町短期滞在施設条例の一部を改正する条例について 

 第 ７ 議案第  ３号 紀美野町学校給食センター条例の制定について 

 第 ８ 議案第 １２号 紀美野町心身障害児就学指導委員会条例の一部を改正する条 

             例について 

 第 ９ 議案第  ４号 紀美野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を 

             定める条例の制定について 

 第１０ 議案第 １４号 紀美野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定 

             める条例の全部を改正する条例について 

 第１１ 議案第  ５号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に 

             に関する条例の制定について 

 第１２ 議案第  ６号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等 

             に関する法律の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制 

             定について 

 第１３ 議案第  ７号 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉 

             に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の 

             整備に関する条例の制定について 

 第１４ 議案第 １０号 紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例について 

 第１５ 議案第 １１号 紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に 

             に関する条例の一部を改正する条例について 

 第１６ 議案第  ９号 紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条 



－２－ 

             例の一部を改正する条例について 

 第１７ 議案第 １３号 紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例につい 

             て 

 第１８ 議案第 １５号 紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 第１９ 議案第 １６号 紀美野町消防本部及び消防署の設置等に関する条例及び紀美 

             野町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ 

             いて 

 第２０ 議案第 １７号 紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

             について 

 第２１ 議案第 １８号 紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

             について 

 第２２ 議案第 １９号 紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条 

             例について 

 第２３ 議案第 ２０号 辺地総合整備計画の策定について 

 第２４ 議案第 ２１号 紀美野町道路線の認定について 

 第２５ 議案第 ２２号 紀美野町道路線の認定について 

 第２６ 議案第 ２３号 教育委員会委員の任命の同意について 

 第２７ 議案第 ２４号 令和６年度紀美野町一般会計補正予算（第６号）について 

 第２８ 議案第 ２５号 令和６年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             ４号）について 

 第２９ 議案第 ２６号 令和６年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

             算（第３号）について 

 第３０ 議案第 ２７号 令和６年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３ 

             号）について 

 第３１ 議案第 ２８号 令和６年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

             について 

 第３２ 議案第 ２９号 令和６年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補 

             正予算（第３号）について 

 第３３ 議案第 ３０号 令和６年度紀美野町農業集落排水事業会計補正予算（第３号） 

             について 
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 第３４ 議案第 ３１号 令和６年度紀美野町東部簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

             について 

 第３５ 議案第 ３２号 令和６年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

             について 

 第３６ 議案第 ３３号 令和７年度紀美野町一般会計予算について 

 第３７ 議案第 ３４号 令和７年度紀美野町町国民健康保険事業特別会計予算につい 

             て 

 第３８ 議案第 ３５号 令和７年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算に 

             ついて 

 第３９ 議案第 ３６号 令和７年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について 

 第４０ 議案第 ３７号 令和７年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

 第４１ 議案第 ３８号 令和７年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予 

             算について 

 第４２ 議案第 ３９号 令和７年度紀美野町農業集落排水事業会計予算について 

 第４３ 議案第 ４０号 令和７年度紀美野町東部簡易水道事業会計予算について 

 第４４ 議案第 ４１号 令和７年度紀美野町西部簡易水道事業会計予算について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第４４まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １２名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 德 田 拓 嗣 

               ２番 中 原 和 也 

               ３番 桐 山 尚 己 

               ４番 藤 井 基 彰 

               ５番 上 柏 睆 亮 

               ６番 埴 谷 高 夫 

               ７番 七良浴   光 
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               ９番 向井中 洋 二 

              １０番 伊 都 堅 仁 

              １１番 美 濃 良 和（９時１１分より出席） 

              １２番 美 野 勝 男 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

               ８番 北 道 勝 彦 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名   氏   名 

            町 長 小 川 裕 康 

            副 町 長 細 峪 康 則 

            教 育 長 東 中 啓 吉 

            総 務 課 長 曲 里 充 司 

            企画管財課長 髙 田 真 孝 

            住 民 課 長 森 谷 克 美 

            税 務 課 長 調 月 克 久 

            保健福祉課長 森 谷 善 彦 

            子育て推進課長 黒 﨑 智 帆 

            産 業 課 長 吉 見 將 人 

            建 設 課 長 中 前 貴 康 

            まちづくり課長 米 田 和 弘 

            水 道 課 長 長 生 正 信 

            美 里 支 所 長（米  田  和  弘） 

            消 防 長 家 本   宏 

            会 計 管 理 者 太 田 具 文 

            教 育 次 長 東 浦 功 三 

            代表監査委員 菊 本 邦 夫 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 
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             な し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 井戸向 朋 紀 

            事 務 局 書 記 西 本 貴 哉  
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 開 会 

○議長（美野勝男）    皆さん、おはようございます。 

  北道議員から欠席届が出ていますので報告します。伊都議員から少し遅れるとの報告

をいただいています。 

  ただいまから、令和７年第１回紀美野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（美野勝男）    これから、本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（美野勝男）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、６番、埴谷高夫

議員、７番、七良浴光議員を指名します。 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（美野勝男）    日程第２、会期決定の件を議題とします。 

  議会運営委員会から調査結果を報告願います。 

  桐山尚己副委員長。 

（議会運営委員会副委員長 桐山尚己 登壇） 

○議会運営委員会副委員長（桐山尚己）    去る２月２０日、議会運営委員会を開催

しましたので、その結果について御報告いたします。 

  会期は、本日から３月２１日までの２４日間と決定しました。 

  会期中の会議予定につきましては、お手元に配付の会期日程表のとおりであります。 

  以上で報告を終わります。 

（議会運営委員会副委員長 桐山尚己 降壇） 

○議長（美野勝男）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から３月２１日までの２４日間とし

たいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男）    異議なしと認めます。 
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  したがって、本定例会の会期は本日から３月２１日までの２４日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（美野勝男）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告書が提出されています。お手元に配付

のとおりであります。御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申出がありましたので、これを許します。 

  小川町長。 

（町長 小川裕康 登壇） 

○町長（小川裕康）    皆さん、おはようございます。 

  議長のお許しをいただきましたので、開会に当たりまして、一言御挨拶並びにその後

の行政報告を申し上げます。 

  本日、令和７年第１回紀美野町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位をは

じめ、関係者の皆様方には何かと御多忙中にもかかわりませず、御出席を賜り、誠にあ

りがとうございます。厚く御礼申し上げます。 

  初めに、昨年１０月１９日発生した消防職員の暴行事案について、１月３０日開催の

議員全員協議会で御報告させていただきましたが、その後の御報告を申し上げます。 

  全体の奉仕者たるにふさわしくない非行であり、地方公務員法第２９条第１項第１号

及び第３号並びに紀美野町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の規定により、２月

５日付で消防長から同職員に対し、減給１０分の１、４か月の懲戒処分が言い渡され、

管理監督する立場である消防署長にも厳重注意がなされました。また、消防長に対して

は、私から厳重注意を言い渡しました。 

  町民の生命、財産を守る消防職員であり、さらに管理職でありながら、多くの方々の

信頼を裏切った責任は大変重いものであります。 

  このたびの消防職員が起こした事案について、議員の皆様をはじめ、町民の皆様の信

頼を損ねましたことに対し、衷心より深くおわび申し上げます。 

  今後、公務員倫理の確立、法令遵守の徹底など職員の綱紀粛正に努め、町民の皆様の

信頼回復に向けて取り組んでまいる所存でございます。誠に申し訳ございませんでした。 

  次に、去る２月９日に第２４回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開催され

ました。 
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  紀美野町チームは、緑色のたすきをかけた小学生、中学生の選手１０人が元気に走り

切りました。私たちも選手の皆さんに大きな声援と拍手を送ってまいりました。 

  今年は、２９の市町が参加した中で２１位と、大いに健闘してくれました。監督・コ

ーチをはじめ、関係者の皆様に心から御礼を申し上げたいと思います。 

  さて、令和７年４月１日に紀美野中学校が開校となります。これにより、令和７年３

月末をもって、野上中学校は６７年間、美里中学校は４２年間のそれぞれの長い歴史の

幕を閉じることになります。 

  つきましては、閉校式典を３月２２日午前１０時から野上中学校で、午後２時から美

里中学校で挙行いたします。議員の皆様方には何かと御多忙のことと存じますが、御臨

席賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  また、継続事業で進めてまいりました大型事業である消防庁舎建設事業や下佐々浄水

場施設更新事業、そして、学校給食センターがそれぞれ完成を迎え、竣工式を執り行う

こととなりました。議員の皆様方には何かと御多忙の事ことと存じますが、御臨席賜り

ますよう併せてお願い申し上げます。 

  さて、令和７年度予算は、先ほど申し上げました大型事業の完成により、大きく減額

となっております。 

  継続事業で進めてまいりました町道釜滝柴目線整備事業も、今年度で最終年度となり

ます。 

  また、昨年度から取り組んでおりますスポーツ公園リニューアル事業も、引き続き関

係経費を盛り込み、新年度の一般会計予算は対前年度比７.９％減の９５億３,９００万

円となっております。 

  今期定例会に上程しております案件は、議案第２号から議案第４１号までの４０件で

あります。 

  紀美野町移住定住推進空き家活用住宅条例をはじめ、条例の制定案件が６件、条例の

全部を改正する案件が１件、条例の一部を改正する案件が１１件、辺地総合整備計画の

策定に関する案件、紀美野町道路線の認定に関する案件が２件、教育委員会委員の任命

の同意に関する案件が１件、令和６年度一般会計及び特別会計の補正予算に関する案件

が９件、そして、令和７年度一般会計及び特別会計予算等に関する案件が９件でありま

す。 

  令和７年度一般会計予算につきましては、少し主な事業を説明させていただきます。 
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  平成１８年１月１日に合併し、今年度は町制２０周年の節目の年を迎えます。これに

当たり、これまで本町が積み重ねてきた歴史を振り返り、今後のさらなる発展を目指す

ための記念式典を開催いたします。 

  また、令和９年度からの１０か年を見据えた第３次長期総合計画を策定する経費も盛

り込んでおります。 

  また、新規事業として、移動販売を実施する事業者への支援や要援護者の在宅支援の

ため、ごみの戸別収集などの予算も盛り込んでおります。 

  また、地域の消防力向上のため、消防団第１３分団（国吉地区）の分団庫の整備や毛

原簡易水道施設の水源地移設整備に係る予算も盛り込んでおります。 

  また、物価高騰対策重点支援地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰による住民の負

担軽減のため、水道の基本料金を３か月減免いたします。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、原案どおり

御可決、御同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げまして、御挨拶並びに行政報告

とさせていただきます。ありがとうございました。 

（町長 小川裕康 降壇） 

○議長（美野勝男）    次に、一般質問の通告書は明日２７日、午後２時までに提出

願います。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 仮議長の選任を議長に委任する件 

○議長（美野勝男）    日程第４、仮議長の選任を議長に委任する件を議題とします。 

  お諮りします。 

  地方自治法第１０６条第３項の規定により、この会期中における仮議長の選任を議長

に委任願いたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男）    異議なしと認めます。 

  したがって、この会期中における仮議長の選任を議長に委任することに決定しました。 

  この会期中における仮議長に、９番、向井中洋二議員を指名します。 

◎日程第５ 議案第２号 紀美野町移住定住推進空き家活用住宅条例の制定について 

◎日程第６ 議案第８号 紀美野町短期滞在施設条例の一部を改正する条例について 
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○議長（美野勝男）    日程第５、議案第２号、紀美野町移住定住推進空き家活用住

宅条例の制定について及び日程第６、議案第８号、紀美野町短期滞在施設条例の一部を

改正する条例について、一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  米田まちづくり課長。 

（まちづくり課長 米田和弘 登壇） 

○まちづくり課長（米田和弘）    おはようございます。 

  それでは、議案書の１ページをお開きください。 

  議案第２号、紀美野町移住定住推進空き家活用住宅条例の制定について。 

  紀美野町移住定住推進空き家活用住宅条例を次のとおり制定したいので、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございますが、紀美野への移住希望者を確実に確保するため、町が空き家

を借り上げて整備することにより、町への移住・定住を推進するため、移住定住推進空

き家活用住宅条例の制定を行うものでございます。 

  これは、町内の空き家を、町が所有者から無償でおおむね１０年借り受け、改修し、

移住・定住の推進のため、移住希望者がすぐに住める空き家を整備、貸出しを行うこと

で、移住希望者の受皿づくりと地域資源である空き家を有効活用し、地域の活性化等を

促そうとするものでございます。 

  次の２ページを御覧ください。 

  紀美野町移住定住推進空き家活用住宅条例でございます。 

  第１条では、設置ということで、町が集落における空き家を借り上げて整備すること

により町への移住・定住を推進するため、紀美野町移住定住推進空き家活用住宅を設置

する旨を定めてございます。 

  第２条は、条例における用語の定義を定め、第３条では、空き家活用住宅の名称及び

所在地等ということで、７ページの別表のとおり、名称は動木１、所在地は動木１４０

８番地３、構造、面積、使用料等を定めております。 

  第４条では、空き家活用住宅の入居者の公募の方法を。 

  第５条では、空き家活用住宅入居者の資格。 

  ３ページに移りまして、第６条では、入居の申込み及び決定。 
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  第７条では、夫婦いずれかが４０歳未満の世帯や中学生までの子を扶養している世帯

などを優先することとする入居者の選考についてなどを。 

  第８条では、空き家活用住宅へ入居が決定した者と、町とが賃貸借契約を締結する旨

を。 

  第９条では、町と入居者の賃貸借期間は、町と所有者との使用貸借契約期間内とする

賃貸借期間を。 

  第１０条では、別表による空き家活用住宅の使用料２万７,０００円を定め、第１１

条では、月払いとする使用料の納付について。 

  第１２条では、使用料の還付についてを定めております。 

  ４ページに移りまして、第１３条では、督促及び延滞金の徴収について。 

  第１４条では、保証金として、入居時における二月分の使用料に相当する金額の範囲

内において保証金を徴収する旨を定めてございます。 

  また、第１５条では、空き家活用住宅の維持管理上必要な修繕に要する費用の町及び

入居者の修繕費用の負担についてを定めております。 

  第１６条では、入居者が使用する電気、ガス及び水道など、入居者の費用負担につい

て。 

  第１７条では、入居者の保管義務等を定めています。 

  ５ページに移りまして、第１８条では、転貸等の禁止としまして、空き家活用住宅を

他の者に転貸し、その入居の権利を他の者に譲渡してはならない旨を。 

  第１９条では、用途外使用の禁止ということで、入居者は、空き家活用住宅を移住・

定住のために自ら居住する住宅以外の用途に使用してはならない旨を規定しています。 

  第２０条では、管理上必要な場合の立入調査。 

  第２１条では、入居者に対し、不正の行為により使用や、使用料を滞納したりなどの

場合の明渡しの請求について。 

  ６ページに移りまして、第２２条は、退去として、入居者が空き家活用住宅を退去し

ようとするときの届出や検査等について。 

  第２３条では、入居者が詐欺、その他不正行為により使用料又は保証金の徴収を免れ

たときの過料について。 

  第２４条では、規則への委任について定めてございます。 

  なお、附則といたしまして、この条例は、令和７年４月１日から施行するものでござ
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います。 

  以上、簡単ではございますが、議案第２号、紀美野町移住定住推進空き家活用住宅条

例の制定についての説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議案書の３３ページをお開きください。 

  議案第８号、紀美野町短期滞在施設条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町短期滞在施設条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。移住定住に資する空き家改修工事の遅延等、やむを得ない事

情による短期滞在施設の入居期間の延長を認めることにより、移住希望者を確実に定住

に繋げるため、紀美野町短期滞在施設条例の改正を行うものでございます。 

  次の３４ページを御覧ください。 

  紀美野町短期滞在施設条例の一部を改正する条例でございます。 

  紀美野町短期滞在施設条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次の表

中下線の部分である。 

  今回の改正内容につきましては、第５条にただし書として、「ただし、やむを得ない

事情があるものとして町長が認めた場合は、必要最小限の範囲内で入居期間を延長する

ことができる。」を加えることで、移住者の短期滞在施設利用期間については、「１か

月以上１年以内」の運用としつつ、入居者の当初予期していなかった、やむを得ない事

情、例えば、社会情勢の変化や、資材調達、着手中の改修工事の遅延などが生じたこと

など、町長が認める場合に限って、必要最小限の範囲内で入居期間を延長することがで

きるとすることにより、移住者をより確実に町への定住につなげられるようにする改正

を行うものでございます。 

  なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８号の説明とさせていただきます。どうかよろ

しくお願い申し上げます。 

（まちづくり課長 米田和弘 降壇） 

◎日程第７ 議案第 ３号 紀美野町学校給食センター条例の制定について 

◎日程第８ 議案第１２号 紀美野町心身障害児就学指導委員会条例の一部を改正する条 

             例について 
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○議長（美野勝男）    日程第７、議案第３号、紀美野町学校給食センター条例の制

定について及び日程第８、議案第１２号、紀美野町心身障害児就学指導委員会条例の一

部を改正する条例について、一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  東浦教育次長。 

（教育次長 東浦功三 登壇） 

○教育次長（東浦功三）    おはようございます。 

  私からは、議案第３号及び第１２号について、御説明をさせていただきます。 

  恐れ入ります。議案書の８ページを御覧ください。 

  議案第３号、紀美野町学校給食センター条例の制定について。 

  紀美野町学校給食センター条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第

１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由といたしまして、紀美野町立小学校及び中学校の安心安全な学校給食調理の

一元化を目的とした学校給食センターが完成することに伴い、紀美野町学校給食センタ

ー条例を新たに制定するものでございます。 

  議案書の９ページを御覧ください。 

  紀美野町学校給食センター条例。 

第１条は、学校給食センターの設置規定でございます。 

  第２条につきましては、名称及び位置について規定しています。名称は、紀美野町学

校給食センター。位置は、紀美野町下佐々９２２番地でございます。 

  第３条は、学校給食センターの業務について規定をしています。 

  第４条では、学校給食センター職員について規定をしています。 

  第５条は、教育委員会規則等への委任規定でございます。 

附則でございますが、施行日は来年度２学期が始まる８月２５日としています。 

  以上、簡単ですが、議案第３号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

  続きまして、議案書の７８ページを御覧ください。 

  議案第１２号、紀美野町心身障害児就学指導委員会条例の一部を改正する条例につい

て。 
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  紀美野町心身障害児就学指導委員会条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由です。 

  障害のあるこどもの就学に関する相談や助言を行う、心身障害児就学指導委員会の業

務内容を踏まえ、委員会の名称及び条文中の字句を改正するものでございます。 

  具体的に申しますと、「指導」という字句を「支援」に改正をいたします。 

  ７９ページを御覧ください。 

  紀美野町心身障害児就学指導委員会条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町心身障害児就学指導委員会条例の一部を次のように改正する。なお、改正部

分は、次の表中下線の部分である。 

  改正につきましては、題名、第１条及び第２条第１号中の「指導」を「支援」に改め

るものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第１２号の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

（教育次長 東浦功三 降壇） 

◎日程第９ 議案第 ４号 紀美野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を 

             定める条例の制定について 

◎日程第１０ 議案第１４号 紀美野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を 

              定める条例の全部を改正する条例について 

○議長（美野勝男）    日程第９、議案４号、紀美野町乳児等通園支援事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の制定について及び日程第１０、議案１４号、紀美野

町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を改正する条例に

ついて、一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  黒﨑子育て推進課長。 

（子育て推進課長 黒﨑智帆 登壇） 

○子育て推進課長（黒﨑智帆）    おはようございます。 

  私のほうからは、議案第４号及び議案第１４号について説明のほうをさせていただき

ます。 



－１５－ 

  それでは、議案書１０ページをお開きください。 

  議案第４号、紀美野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の制定について。 

  紀美野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について、次

のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由です。 

  児童福祉法の改正に伴い、紀美野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準

を定めるものです。 

  乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）は、保護者が就労していなくてもこど

もをこども園などに預けることができる制度です。児童福祉法において、市町村による

認可事業として位置づけられています。 

  子育て家庭の多くが不安や悩みを抱えており、支援の強化を求める意見がある中、全

てのこどもの育ちを応援し、良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に

対する支援を強化するものです。 

  乳児等通園支援事業の設備及び運営について、市町村は内閣府令で定める基準に従い、

設備運営基準を参酌して定めるものとされており、それに基づいて、当町の条例を制定

致します。 

  紀美野町においても、令和６年度から試行的事業として、きみのこども園にて実施し

ているところでございます。 

  続きまして、１１ページをお願いいたします。 

  紀美野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定につい

て。 

  第１条は、本条例の趣旨。 

  第２条は、定義。 

  第３条は、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準について、「基準布令の

規定の例による」としていますが、これは、利用する部屋の面積などの設備基準や従事

者に関するもの等を定めたものとなります。 

  第４条は、この条例の定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定めることを規

定した委任規定でございます。 
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  附則でございます。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行いたします。 

  以上、誠に簡単ですが、議案第４号の説明とさせていただきます。 

  引き続きまして、第１４号の議案のほうを説明させていただきます。 

  議案書８２ページをお開きください。 

  議案第１４号、紀美野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の全部を改正する条例について。 

  紀美野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を改正す

る条例について、次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により

議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由です。 

  厚生労働省令の改正に伴い、紀美野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

の改正を行うものです。 

  家庭的保育事業とは、０～２歳のこどもを安全面で十分配慮された保育者の自宅など

で保育する認可事業です。 

  保育の質や安全性を確保するための設備及び運営に関する基準が厚生労働省令で定め

られており、町においても、省令に従い、条例を定めております。 

  今回、施設の運営等に関する基準として、栄養士の指導等を求められていたところ、

令和６年６月の栄養士法の改正により、栄養士免許を有しない管理栄養士である場合に

おいても、当該基準を満たすことができるよう厚生労働省令の改正が行われ、それに伴

い、当町の条例においても改正するものであります。 

  設備及び運営に関する基準においては、厚生労働省令に従うべき基準とされており、

今後の弾力的な運用も見据え、当町の当条例については省令に定めるところによるもの

とし、全部改正とします。 

  続きまして、８３ページをお願いいたします。 

  紀美野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例。 

  第１条は、本条例の趣旨。 

  第２条は、定義。 

  第３条を設備及び運営に関する基準について、「省令に定めるところによる」として
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いますが、これは保育室の面積等の設備基準や従事者に関するもの等を定めたものとな

ります。 

  第４条は、この条例の規定以外の施行に関して必要な事項を、町長が別に定めること

を規定した委任規定でございます。 

  附則でございます。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行いたします。 

  以上、議案１４号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

（子育て推進課長 黒﨑智帆 降壇） 

◎日程第１１ 第 ５号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関 

            する条例の制定について 

◎日程第１２ 第 ６号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に 

            関する法律の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に 

            ついて 

◎日程第１３ 第 ７号 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に 

            関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備 

            に関する条例の制定について 

◎日程第１４ 第１０号 紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例について 

◎日程第１５ 第１１号 紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に関 

            する条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男）    日程第１１、議案第５号、刑法等の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてから、日程第１５、議案第１１号、

紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正す

る条例についてまで５議案を一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  曲里総務課長。 

（総務課長 曲里充司 登壇） 

○総務課長（曲里充司）    議案書の１２ページをお開きください。 

  議案第５号、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定について。 

  刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を次のとおり
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制定したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  懲役及び禁錮が廃止され、拘禁刑に一本化される刑法等の一部を改正する法律が、公

布の日から起算して３年を超えない範囲内において、政令で定める日から施行すること

となっており、施行期日を定める政令により令和７年６月１日から施行となるため、関

係条例の整理を行うものでございます。 

  １３ページをお開きください。 

  刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例。 

  紀美野町個人情報保護法施行条例の一部改正。 

  第１条、紀美野町個人情報保護法施行条例の一部を次のように改正する。なお、改正

部分は、次の表中下線の部分である。附則、経過措置で第５条第５項及び第６項におい

て、「懲役」を「拘禁刑」に改めるものでございます。 

  続きまして、１４ページから１６ページで、紀美野町職員給与条例の一部改正。 

  第２条、紀美野町職員給与条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次

の表中下線の部分である。第２２条の２第１項第３号及び第４号、第２２条の３第１項

第１号及び第５項第１号中、「禁錮」を「拘禁刑」に改めるものでございます。 

  １６ページから１７ページでは、紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部改正。 

  第３条、紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を次のように改正する。なお、

改正部分は、次の表中下線の部分である。第５条第１項第１号中、「禁錮」を「拘禁刑」

に改めるものでございます。 

  紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正。 

  第４条、紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を次の

ように改正する。なお、改正部分は、次の表中下線の部分である。第６条第１項第１号

中、「禁錮」を「拘禁刑」に改めるものでございます。 

  １８ページにわたりまして、紀美野町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条

例の一部改正。 

  第５条、紀美野町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部を次のよう

に改正する。なお、改正部分は、次の表中下線の部分である。第１９条第１項中、「懲

役又は禁錮」を「拘禁刑」に改めるものでございます。 
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  附則でございます。 

  第１条におきましては、施行期日について定めるもので、令和７年６月１日から施行

するものでございます。 

  第２条におきましては、罰則の適用等に関する経過措置を定めるものでございます。 

  第３条におきましては、人の資格に関する経過措置を定めるものでございます。 

  第４条におきましては、職員の給与に関する条例の一部改正に伴う経過措置を定める

ものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第５号の説明とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

  議案書の２０ページをお開きください。 

  議案第６号、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について。 

  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴

う関係条例の整理に関する条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴

い、関係条例の整理を行うものでございます。 

  ２１ページをお開きください。 

  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴

う関係条例の整理に関する条例。 

  紀美野町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例。 

  第１条、紀美野町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を次の

ように改正する。なお、改正部分は、次の表中下線の部分である。 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正によ

り第２条第８項が新設されたことにより、項ずれが発生するため、改正を行うものです。 

  第２条第１項第２号中「法第２条第８項」を「法第２条第９項」に、第３号中「法第

２条第１２項」を「法第２条第１３項」に、第４号中「法第２条第１４項」を「法第２

条第１５項」に改めるものでございます。 
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  ２２ページから２５ページになります。 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例。 

  第２条紀美野町税条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次の表中下

線の部分である。 

  こちらも、先ほどと同じく項ずれが発生するため、改正を行うものでございます。 

  第３６条の２第９項中「第２条第１５項」を「第２条第１６項」に、第６３条の２第

１項第１号中「同条第１５項」を「同法第２条第１６項」に、第８９条第２項第２号中

「同法第２条第１５項」を「同法第２条第１６項」に、第１３９条の３第２項第１号中

「第２条第１５項」を「第２条第１６項」に、第１４９条第１項第１号中「同条第１５

項」を「同法第２条第１６項」に改めるものでございます。 

  附則でございます。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第６号の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の２６ページをお開きください。 

  議案第７号、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法

律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について。 

  育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を次のとおり制定したいので、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正によ

り、仕事と育児・介護を両立できるようにするため関係条例の整備を行うものでござい

ます。 

  ２７ページになります。 

  育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例。 

  紀美野町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正。 

  第１条、紀美野町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を次のように改正する。

なお、改正部分は、次の表中下線の部分である。 
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  深夜勤務、時間外勤務の制限の対象となる職員の範囲を、小学校就学前の子を養育す

る職員に拡充するため、第８条の２第２項中「３歳に満たない子」を「小学校就学の始

期に達するまでの子」に、第４項中「第２項中、「３歳に満たない子のある職員が、規

則で定めるところにより、当該子を養育」とあり、」を「並びに第２項」に改めるもの

でございます。 

  ２９ページでは、第１５条では、「配偶者等」を「配偶者、父母、子、配偶者の父母

その他規則で定める者」に改めるものでございます。 

  ３０ページにわたりまして、介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制度強化の

ため、職員が家族の介護に直面した旨を申し出たときに、両立支援制度等について個別

の周知・意向調査を行うこと。また、職員への両立支援制度等に関する早期の情報提供

や職員への研修等を行うため、第１５条の３、第１５条の４を新設するものでございま

す。 

  ３１ページになります。 

  紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部改正。 

  第２条、紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を次のように改正する。なお、

改正部分は、次の表中下線の部分である。 

  引用する条項ずれを改めるもので、第２０条第３項中「第６１条第３２項において読

み替えて準用する同条第２９項」を「第６１条の２第２０項」に改めるものでございま

す。 

  附則でございます。 

  第１条におきましては、施行期日を定めるものであります。この条例は、令和７年４

月１日から施行するもので、ただし、次条の規定は公布の日から施行するものとなって

おります。 

  第２条におきましては、経過措置を定めるものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第７号の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の４２ページをお開きください。 

  議案第１０号、紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町職員給与条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 
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  提案理由でございます。 

  一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、紀美野町職員

給与条例の改正を行うものでございます。 

  ４３ページになります。 

  紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町職員給与条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次の表中下

線または太線の部分である。 

  ４３ページから４６ページ下段まで、第１４条、第１４条の２、それから第１５条の

２につきましては、配偶者に対する扶養手当を廃止し、子に係る扶養手当を増額し、１

万３,０００円とするものでございます。 

  第２４条では、管理職員特別勤務手当について、管理職員の平日・休日の深夜勤務に

対する手当の対象時間帯を、「午前０時から」を「午後１０時から」に２時間拡大する

ものでございます。 

  ４７ページでは、定年前再任用短時間勤務職員に新たに住居手当を支給するため、第

３０条の２中「及び第１４条から」を「、第１４条及び」に改正するものでございます。 

  ５９ページにわたりまして、昇格時の俸給上昇幅を拡大するため、別表第１、別表第

２、別表第３の改正を行うものでございます。 

  附則でございます。 

  第１条におきましては、施行期日を定めるものでございます。この条例は、令和７年

４月１日から施行するものでございます。 

  第２条では、号給の切換えを定めるものでございます。 

  第３条では、切替日前の異動者の号給の調整を定めるものでございます。 

  第４条では、令和８年３月３１日までの間における扶養手当に関する経過措置で、配

偶者に対する扶養手当を令和７年度は３,０００円に。子に係る扶養手当を令和７年度

は１万１,５００円とするものでございます。 

  第５条では、暫定再任用職員に対し、新たに住宅手当を支給する定めでございます。 

  第６条では、規則委任について定めるものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第１０号の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の７５ページをお開きください。 

  議案第１１号、紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に関する条
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例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に関する条例の一部を次の

とおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  寄附金の一部を事務及び返礼品に要する経費に充当することで、寄附金の効果的な活

用とふるさと納税制度の円滑な運営を図るため、紀美野町ふるさとまちづくり応援基金

設置、管理及び処分に関する条例を改正するものでございます。 

  ７６ページをお開きください。 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正

する条例。 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に関する条例の一部を次の

ように改正する。なお、改正部分は、次の表中下線の部分である。 

  第２条では、積立てについて、寄附された寄附金から、寄附者への地元特産品等の贈

呈に要する経費及びふるさと納税制度の運用に要する経費を控除し、基金へ積み立てる

額とするものでございます。 

  ７７ページにわたりまして、第４条及び第５条では、「一般会計歳入歳出予算」を

「予算」に文言を統一するものでございます。 

  附則でございます。 

  この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第１１号の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします 

（総務課長 曲里充司 降壇） 

◎日程第１６ 議案第 ９号 紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償 

              条例の一部を改正する条例について 

◎日程第１７ 議案第１３号 紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例につ 

              いて 

○議長（美野勝男）    日程第１６号、議案第９号、紀美野町特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について及び日程第１７、議案第

１３号、紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例について、一括議題とし
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ます。 

  説明を求めます。 

  森谷保健福祉課長。 

（保健福祉課長 森谷善彦 登壇） 

○保健福祉課長（森谷善彦）    それでは、議案書の３５ページを御覧ください。 

  議案第９号、紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を

改正する条例について。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を次のとおり改

正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由につきましては、委員会の機能強化等に伴い、紀美野町特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正するものでございます。 

  議案書の３６ページを御覧ください。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を次のように改

正する。なお、改正部分は、次の表中下線の部分でございます。 

  ３８ページの中段を御覧ください。 

  別表に、「要保護児童対策地域協議会委員」及びその下の「高齢者・障害者権利擁護

推進ネットワーク委員会委員」を追加し、様々なケースに対応できる法律、福祉に関す

る専門職を構成員として要保護児童及び高齢者・障害者の権利擁護、支援を図るもので

す。 

  次に、その下の現行の「心身障害児就学指導委員会委員」を「心身障害児就学支援委

員会委員」に改正するものです。これは、委員会の業務内容を踏まえ、「指導」を「支

援」に改正するものです。 

  ４１ページの附則でございます。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行するものです。 

  以上、簡単ではございますが、議案第９号の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の８０ページを御覧ください。 

  議案第１３号、紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町総合福祉センター条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９
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６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由につきましては、紀美野町総合福祉センター内の施設、トレーニング室の利

用対象者の拡大を図り、町民の福祉増進を図るため、紀美野町総合福祉センター条例の

改正を行うものでございます。 

  ８１ページを御覧ください。 

  紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町総合福祉センター条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次

の表中下線の部分でございます。 

  別表第１のトレーニング室の対象者を、現行の「高校生以上」から「中学生以上（中

学生は保護者同伴とする）」とするものでございます。 

  附則でございます。 

この条例は、令和７年４月１日から施行するものです。 

  以上、簡単ではございますが、議案第１３号の説明とさせていただきます 

（保健福祉課長 森谷善彦 降壇） 

◎日程第１８ 議案第１５号 紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい 

              て 

○議長（美野勝男）    日程第１８、議案第１５号、紀美野町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を求めます。 

  調月税務課長。 

（税務課長 調月克久 登壇） 

○税務課長（調月克久）    それでは、私のほうからは議案第１５号について御説明

させていただきます。 

  議案書の８４ページをお開きください。 

  議案第１５号、紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６

条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございますが、国民健康保険事業の安定化のため、紀美野町国民健康保険
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税条例の改正を行うものでございます。 

  国民健康保険は、平成３０年度から県が国保事業の財政運営の主体となり、毎年、事

業費納付金と標準保険税率が県から示されることとなり、それらを基に本町の税率も改

正しております。 

  令和７年度の国民健康保険税率でございますが、納付金が上がっているということと、

資産割を下げたことによる減少分を、均等割と平等割で引き上げさせていただく改正と

なっております。 

  次に８５ページを御覧ください。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次の

表中下線の部分である。 

  それでは、条文に従って御説明申し上げます。 

  第４条につきましては、医療費分の資産割を１００分の１０から１００分の５に引き

下げる改正でございます。 

  次に、第５条につきましては、医療費分の均等割を２万５,５００円から２万７,５０

０円に引き上げる改正でございます。 

  次に、第５条の２につきましては、医療費分の平等割について、第１号は特定世帯及

び特定継続世帯以外の世帯について２万１,３００円から２万２,３００円に、第２号の

特定世帯は１万６５０円から１万１,１５０円に、特定継続世帯は１万５,９７５円から

１万６,７２５円にそれぞれ引き上げる改正でございます。 

  次に、第７条につきましては、後期高齢者支援金分の資産割を１００分の２から１０

０分の１に引き下げる改正でございます。 

  次に、第９条につきましては、介護納付金分の資産割を１００分の２から１００分の

１に引き下げる改正でございます。 

  次に８７ページ上段の第２３条につきましては、第５条及び第５条の２の改正に伴い、

減額についても同様に改正するものでございます。 

  ８７ページ中段から８８ページ中段の第２３条第１項第１号は、７割軽減額について

の改正で、医療費分の均等割が１万７,８５０円から１万９,２５０円に、医療費分の平

等割が特定世帯及び特定継続世帯以外の世帯について１万４,９１０円から１万５,６１

０円に、特定世帯は７,４５５円から７,８０５円に、特定継続世帯は１万１,１８３円
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から１万１,７０８円にそれぞれ引き上げる改正でございます。 

  ８９ページ上段からの第２号は、５割軽減についての改正で、医療費分の均等割が１

万２,７５０円から１万３,７５０円に、医療費分の平等割が特定世帯及び特定継続世帯

以外の世帯について１万６５０円から１万１,１５０円に、特定世帯は５,３２５円から

５,５７５円に、特定継続世帯は７,９８８円から８,３６３円にそれぞれ引き上げる改

正でございます。 

  ８９ページ下段からの第３号は、２割軽減についての改正で、医療費分の均等割が５,

１００円から５,５００円に、医療費分の平等割が特定世帯及び特定継続世帯以外の世

帯について４,２６０円から４,４６０円に、特定世帯は２,１３０円から２,２３０円に、

特定継続世帯は３,１９５円から３,３４５円にそれぞれ引き上げる改正でございます。 

  次に、９０ページの下段からの第２３条第２項につきましては、未就学児均等割の減

額を規定したものでございまして、医療費分の均等割について、第１号中、アは７割軽

減を、３，８２５円から４,１２５円。イは５割軽減を、６,３７５円から６,８７５円

に。ウは２割軽減を、１０,２００円から１１,０００円。エは平等割の軽減なしで１万

２,７５０円から１万３,７５０円に、それぞれ引き上げる改正でございます。 

  次に９１ページ下段からの第２３条第３項は、妊産婦の産前産後期間に係る保険税の

軽減を規定したもので、９２ページ上段の第２号は医療費分の均等割について、アの第

１項第１号アに規定するのは７割軽減を。イの第１項第２号アに規定するのは５割軽減

を。ウの第１項第３号アに規定するのは２割軽減額を。エはアからウまでに掲げる以外

の世帯をそれぞれ引き上げる改正でございます。 

  最後に、９３ページ上段の附則といたしまして、本条例は、令和７年４月１日から施

行するものでございますが、改正後の紀美野町国民健康保険税条例の規定は、令和７年

度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税

については、なお従前の例によるものでございます、 

  以上、議案第１５号の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

（税務課長 調月克久 降壇） 

◎日程第１９ 議案第１６号 紀美野町消防本部及び消防署の設置等に関する条例及び紀 

              美野町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

              について 

◎日程第２０ 議案第１７号 紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条 
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              例について 

◎日程第２１ 議案第１８号 紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条 

              例について 

◎日程第２２ 議案第１９号 紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する 

              条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男）    日程第１９、議案第１６号、紀美野町消防本部及び消防署の

設置等に関する条例及び紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例に

ついてから日程第２２、議案第１９号、紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支

給に関する条例の一部を改正する条例についてまで、４議案を一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  家本消防長。 

（消防長 家本 宏 登壇） 

○消防長（家本 宏）    議案説明をさせていただく前に、一言おわびを申し上げま

す。 

  このたび、消防職員の不祥事によりまして、多くの方々の信頼を著しく失墜させる事

態となりましたこと、心から深くおわびを申し上げます。今後は、二度とこのようなこ

とが起こらぬよう、公務員倫理の確立や服務規律のさらなる徹底など、職員の綱紀粛正

に努め、町民の皆様の信頼回復に向け職員一丸となって全力で取り組んでまいる所存で

あります。 

  多大なる御迷惑をおかけし、本当に申し訳ございませんでした。 

  それでは、議案書の説明をさせていただきます。 

  議案書の９４ページをお開きください。 

  議案第１６号、紀美野町消防本部及び消防署の設置等に関する条例及び紀美野町消防

団の設置等に関する条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町消防本部及び消防署の設置等に関する条例及び紀美野町消防団の設置等に関

する条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により

議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  紀美野町消防庁舎移転に伴い、紀美野町消防本部及び消防署の設置等に関する条例及
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び紀美野町消防団の設置等に関する条例の改正を行うものでございます。 

  ９５ページを御覧ください。 

  紀美野町消防本部及び消防署の設置等に関する条例及び紀美野町消防団の設置等に関

する条例の一部を改正する条例。 

  第１条でございます。紀美野町消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を次

のように改正する。 

消防庁舎の移転に伴いまして、紀美野町消防本部及び消防署の位置を、紀美野町下

佐々８０３番地１から紀美野町下佐々１６０９番地２に改正するものでございます。 

  次に、第２条は紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部改正でございます。 

  第２条、紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を次のように改正する。なお、

改正部分は、次の表中下線の部分である。 

  同じく消防庁舎移転に伴いまして、紀美野町消防団の位置を、紀美野町下佐々８０３

番地１から紀美野町下佐々１６０９番地２に改正するものでございます。なお、この条

例は、令和７年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、第１６号の説明とさせていただきます。 

  次に、議案書の９７ページを御覧ください。 

  議案第１７号、紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  消防団員数の持続的な減少傾向から現団員数を考慮した消防団員の定数変更及び消防

団員の処遇改善を目的として報酬の引上げを行うため、紀美野町消防団の設置等に関す

る条例の改正を行うものでございます。 

  ９８ページをお開きください。 

  紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町消防団の設置等に関する条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分

は、次の表中下線の部分である。 

  第４条でございます。消防団員の定員で、先ほど提案理由でも申し上げましたとおり、

数年前から継続的に消防団員数が減少しておりまして、現行の定数５２０人との乖離が
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大きくなってきましたので、４７０人に改正するものでございます。 

  また、第１５条は、団員の報酬及び費用弁償で、消防団員の処遇改善を図るため、団

員から副分団長の区分において、それぞれの区分ごとに年額報酬を改正するものです。

なお、この条例は、令和７年４月１日から施行するものでございます。 

  何とぞ御審議の上、原案どおり御可決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

  引き続き、１００ページをお開きください。 

  議案第１８号、紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正により、補償基礎額及び

扶養に係る補償基礎額の加算額が改正されることに伴い、紀美野町消防団員等公務災害

補償条例の改正を行うものでございます。 

  １０１ページを御覧ください。 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分

は、次の表中下線及び太線の部分である。 

第５条第２項第２号では、消防作業従事者等が当該作業に従事したことにより、死亡

等した場合の補償基礎額の最低額を日額９,１００円から９,７００円に、また、最高額

を日額１万４,２００円から１万４,５００円に改正するものでございます。 

  １０２ページをお開き願いたいと思います。 

  第３項は、事故発生日において、扶養親族のある非常勤消防団員または消防作業従事

者等については、前項の金額に、配偶者にあっては１００円、２２歳に達する日以後の

最初の３月３１日までにある子供にあっては１人につき３８３円、同じく孫、弟妹、６

０歳以上の父母及び祖父母、重度心身障害者にあっては１人につき２１７円を加算して

得た額を補償基礎額とするものであります。 

  第４項は、語句の整理と変更を行うものです。なお、別表の補償基礎額表については、

階級と勤務年数による全区分において、金額の改正がされてございます。 

  なお、この条例は、令和７年４月１日から施行するものとし、併せて必要となる経過
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措置について定めてございます。 

  何とぞ御審議の上、原案どおり御可決を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  次に、１０５ページをお開き願いたいと思います。 

  議案第１９号、紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部

を改正する条例について。 

  紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を次のとおり改

正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の改正により、消防団員等

退職報償金の勤務年数区分に新たな区分が追加されることに伴い、紀美野町非常勤消防

団員に係る退職報償金に関する条例の改正を行うものでございます。 

  １０６ページをお開きください。 

  紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を次のように改

正する。 

なお、改正部分は、次の表中太線の部分である。 

  消防団におけるシニア層の活躍を推進する観点から、退職報償金支給額表に、勤務年

数３５年以上の区分を追加し、それぞれの階級における退職報償金支給額を定めるもの

でございます。 

なお、この条例は、令和７年４月１日から施行するものとし、併せて必要となる経過

措置について定めてございます。 

  何とぞ御審議の上、原案どおり御可決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

  以上、議案の説明とさせていただきます。 

（消防長 家本 宏 降壇） 

◎日程第２３ 議案第２０号 辺地総合整備計画の策定について 

○議長（美野勝男）    日程第２３、議案第２０号、辺地総合整備計画の策定につい

て、議題とします。 

  説明を求めます。 

  髙田企画管財課長。 



－３２－ 

（企画管財課長 髙田真孝 登壇） 

○企画管財課長（髙田真孝）    私のほうからは、辺地総合整備計画の策定について

御説明させていただきます。 

  議案書の１０８ページをお開きください。 

  議案第２０号、辺地総合整備計画の策定について。 

  辺地総合整備計画を別案のとおり策定したいので、辺地に係る公共的施設の総合整備

のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定により、議会の議決を求

める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由です。 

  辺地総合整備計画の策定を行いたいので、辺地に係る公共的施設の総合整備のための

財政上の特別措置等に関する法律の規定により提案するものでございます。 

  議案書１０９ページをお開きください。 

  紀美野町長谷毛原辺地の総合整備計画書です。 

  今回の策定事業につきましては、長谷毛原健康センター照明ＬＥＤ化改修事業となり

ます。 

  内容につきましては、事業主体は町、事業費は７８３万６,０００円。財源内訳につ

きましては、一般財源７８３万６,０００万円。なお、一般財源のうち、辺地対策事業

債の予定額が７８０万円。実施年度は、令和７年度となります。 

  続きまして、議案書１１０ページをお開きください。 

  紀美野町真国辺地の総合整備計画書です。 

  今回の策定事業につきましては、林道真国野田原線舗装事業となります。 

  事業内容といたしましては、事業主体は町、事業費は３００万円。財源内訳につきま

しては、一般財源３００万。なお、一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額が同額の

３００万となります。実施年度は、令和７年度の１年間となります。 

  以上、簡単ではございますが、辺地総合整備計画の策定に係る説明とさせていただき

ます。 

（企画管財課長 髙田真孝 降壇） 

◎日程第２４ 議案第２１号 紀美野町道路線の認定について 

◎日程第２５ 議案第２２号 紀美野町道路線の認定について 
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○議長（美野勝男）    日程第２４、議案第２１号、紀美野町道路線の認定について

及び日程第２５、議案第２２号、紀美野町道路線の認定について、一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  中前建設課長。 

（建設課長 中前貴康 登壇） 

○建設課長（中前貴康）    それでは、私のほうから議案第２１号、議案第２２号に

ついて御説明させていただきます。 

  議案書の１１１ページをお開きください。あわせて、議案参考資料１ページ、２ペー

ジも御覧ください。 

  議案第２１号、紀美野町道路線の認定について。 

  道路法第８条第１項の規定により、紀美野町道路線を下記のとおり認定したいので、

同法同条第２項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  路線名は日裏線でございます。 

  幅員・延長でございます。幅員は６.３メートルから１２.７メートル。延長は２１５.

２メートルでございます。 

  起点につきましては、鎌滝２８番３地先。終点につきましては、鎌滝１００番９地先

でございます。 

  提案理由につきましては、国道３７０号改修による鎌滝地内の供用に伴い、県から旧

国道の移管により、町道としての認定をお願いするものでございます。 

  詳細につきましては、議案参考資料１ページ、２ページのとおりでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第２１号の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の１１２ページをお開きください。あわせて、議案参考資料３ペ

ージ、４ページも御覧ください。 

  議案第２２号、紀美野町道路線の認定について。 

  道路法第８条第１項の規定により、紀美野町道路線を下記のとおり認定したいので、

同法同条第２項の規定により議会の議決を求める。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  路線名は井原下線でございます。 

  幅員・延長でございます。幅員は１５.１メートルから１６メートル。延長は１１０.
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８メートルでございます。 

  起点につきましては、赤木１１番５地先。終点につきましては、赤木１１番７地先で

ございます。 

  提案理由につきましては、国道３７０号改修による赤木地内の供用に伴い、県から旧

国道の移管により、町道としての認定をお願いするものでございます。 

  詳細につきましては、議案参考資料３ページ、４ページのとおりでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第２２号の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

（建設課長 中前貴康 降壇） 

◎日程第２６ 議案第２３号 教育委員会委員の任命の同意について 

○議長（美野勝男）    日程第２６、議案第２３号、教育委員会委員の任命の同意に

ついて、議題とします。 

  説明を求めます。 

  小川町長。 

（町長 小川裕康 登壇） 

○町長（小川裕康）    それでは、議案書の１１３ページをお願いいたします。 

  議案第２３号、教育委員会委員の任命の同意についてでございます。 

  下記の者を教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は上田保則。生年月日、住所は議案書に記載のとおりでございます。 

  提案理由でございますが、令和７年３月２３日をもって２期目の任期が満了となるた

め、再任いたしたく、提案を行うものでございます。なお、略歴等は議案参考資料の５

ページに記載のとおりでございます。 

  以上、議案第２３号の説明といたします。どうかよろしくお願いいたします。 

（町長 小川裕康 降壇） 

○議長（美野勝男）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午前１０時２９分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 
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○議長（美野勝男）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時４１分） 

◎日程第２７ 議案第２４号 令和６年度紀美野町一般会計補正予算（第６号）について 

○議長（美野勝男）    日程第２７、議案第２４号、令和６年度紀美野町一般会計補

正予算（第６号）について、議題とします。 

  説明を求めます。 

  曲里総務課長。 

（総務課長 曲里充司 登壇） 

○総務課長（曲里充司）    議案書の１１５ページをお開きください。 

  議案第２４号、令和６年度紀美野町一般会計補正予算（第６号）。 

  令和６年度紀美野町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３億７１５万３,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１０億４３万５,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費の補正） 

  第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書に沿って説明させていただきます。お配りしてございます予算説

明資料も併せて御覧いただきたく存じます。 

  それでは、予算に関する説明書の３ページをお開きください。 

  まず歳入でございます。 

  １１款地方交付税、１項１目地方交付税９,２０２万８,０００円の増額補正で、普通

交付税の再算定による増額でございます。 

  １３款分担金及び負担金、１項２目土木費分担金４２万５,０００円の増額補正で、

小規模がけ崩れ対策事業分担金３０万円、災害緊急がけ崩れ対策事業分担金７２万５,

０００円でございます。 
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  １５款国庫支出金１項１目民生費国庫負担金６７３万５,０００円の減額補正で、各

実績見込みによるものでございます。 

  ３目災害復旧費国庫負担金３,０４６万円の減額補正で、公共土木施設災害復旧費負

担金で、主に道路橋りょう・河川災害復旧事業の見込額に伴う減額でございます。 

  ４目消防費国庫負担金６２万９,０００円の皆増で、緊急消防援助隊活動費負担金で

ございます。 

  ２項１目総務費国庫補助金２,８１８万３,０００円の減額補正で、町道釜滝柴目線に

充当する地方創生道整備推進交付金２,７７６万３,０００円と結婚新生活支援事業に充

当する地域少子化対策重点推進交付金４２万円をそれぞれ減額するものでございます。 

  ２目民生費国庫補助金２２０万円の減額補正で、児童手当制度改正に伴うシステム改

修費の減により、子ども・子育て支援事業費補助金１５４万円と子育て世帯訪問支援事

業の見込額の減に伴う子育て支援対策臨時特例交付金６６万円のそれぞれ減額でござい

ます。 

  ４ページになります。 

  ３目衛生費国庫補助金６７４万円の減額補正で、住宅市街地総合整備事業補助金の額

の確定に伴う４００万円の減額と、合併処理浄化槽設置補助金の見込額の減に伴う循環

型社会形成推進交付金２７４万円の減額でございます。 

  ４目農林水産業費国庫補助金４００万円の減額補正で、改修物件数の減による空き家

対策総合支援事業補助金の減額でございます。 

  ５目土木費国庫補助金６７５万６,０００円の減額補正で、道路メンテナンス事業補

助金の額の確定によるものでございます。 

  ６目教育費国庫補助金３１０万円の減額補正で、へき地児童生徒援助費等補助金の額

の確定によるものでございます。 

  １６款県支出金、１項１目民生費県負担金６４万８,０００円の増額補正で、各実績

見込みによるものでございます。 

  ３目農林水産業費県負担金５５５万円の皆増で、地籍調査事業負担金でございます。 

  ２項２目民生費県補助金３３万円の減額補正で、子育て世帯訪問支援事業の見込額の

減に伴う子育て支援対策臨時特例交付金の減額でございます。 

  ３目衛生費県補助金２７４万円の減額補正で、合併処理浄化槽設置補助金の見込額の

減に伴うものでございます。 
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  ５ページになります。 

  ４目農林水産業費県補助金２６０万円の減額補正で、新規就農者育成総合対策事業補

助金の額の確定見込みによるものでございます。 

  １７款財産収入、１項２目利子及び配当金６０万５,０００円の増額補正で、各基金

預金利子の増によるものでございます。 

  １８款１項２目ふるさとまちづくり応援寄附金２,０００万円の増額補正で、寄附金

増収に伴うものでございます。 

  １９款繰入金１項１目財政調整基金繰入金で２億１,３４０万７,０００円の減額補正

から６ページにかけて、８目上芝貞夫文化・教育振興基金繰入金２,１９２万６,０００

円の減額補正まで、各基金繰入金の減額によるものでございます。 

  ２１款諸収入、３項１目雑入４,４６６万４,０００円の減額補正で、デジタル基盤改

革支援補助金及び新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金の減額によるものでござ

います。 

  ２２款町債、１項３目農林水産業債４００万円の減額補正で、大角地区農道新設事業

に充当する合併特例債の減額によるものです。 

  ５目土木債４,６９０万円の増額補正で、町道紀州サン・リゾートライン舗装補修事

業に充当する辺地対策事業債の増額、町道釜滝柴目線改良事業等に充当する過疎対策事

業債の増額及びロクロシ谷川改修事業に充当する緊急自然災害防止対策事業債の減額に

よるものでございます。 

  ６目消防債８,０３０万円の増額補正で、消防庁舎建設事業に充当する合併特例債の

増額によるものでございます。 

  ７目教育債７,０９０万円の減額補正で、給食調理場建築事業等に充当する過疎対策

事業債の増額、スクールバス購入事業及び給食調理場建築事業に充当する合併特例債の

減額及びスポーツ公園リニューアル事業に充当する公共施設等適正管理推進事業債の増

額によるものでございます。 

  ７ページをお開きください。 

  ８目災害復旧債４,０８０万円の減額補正で、現年補助災害復旧事業債で５３０万円、

過年補助災害復旧事業債で１９０万円、過年単独災害復旧事業債で３,３６０万円のそ

れぞれ減額でございます。 

  次に歳出でございます。 
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  歳出では全般的に減額している項目が多くなってございます。この理由としまして、

事業実施による実績額確定、または実績の見込額による不用額の減額を随所に計上して

ございますので、お含みおきくださいますようお願いいたします。 

  予算に関する説明書の８ページを御覧ください。 

  １款議会費、１項１目議会費１２７万４,０００円の減額補正で、旅費で１０２万６,

０００円の減額と使用料及び賃借料で２４万８,０００円の減額でございます。 

  ２款総務費、１項１目一般管理費３１万５,０００円の増額補正で、令和５年度物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金返還金によるものでございます。 

  ５目企画費４６３万４,０００円の減額補正で、ふるさと納税支援業務委託料で１,０

００万円の増額。結婚新生活支援事業補助金、民間賃貸住宅整備促進補助金及び定住促

進補助金の額の確定により、合わせて１,７７１万円の減額、町土地開発公社損失補て

ん金３０７万６,０００円の増額補正によるものでございます。 

  ６目電子計算費３,０５７万７,０００円の減額補正で、電算システム改修委託料２,

７７８万１,０００円、機器等借上料２,７９６,０００円のそれぞれ減額によるもので

ございます。 

  ８目自治振興費２８４万円の減額補正で、コミュニティバス運行委託料の減額による

ものでございます 

  ９ページでは、２項２目賦課徴収費７７万円の減額補正で、電算システム導入支援委

託料の減額によるものでございます。 

  ３款民生費、１項３目老人福祉費２００万円の減額補正で、緊急通報システム保守管

理委託料５０万円、老人保護措置費１５０万円のそれぞれ減額によるものでございます。 

  ４目障害者福祉費１,１６０万円の増額補正で、介護給付費・訓練等給付費７００万

円、障害児給付費４６０万円のそれぞれ増額によるものでございます。 

  １１目国民健康保険事業費２２９万４,０００円の減額補正、１２目介護保険事業費

７３７万５,０００円の減額補正で、それぞれ特別会計への繰出金の実績見込みによる

ものでございます。 

  ２項１目児童福祉総務費５４３万円の減額補正で、出産祝金、子育て世帯訪問支援業

務委託料、高校生世代応援手当及び在宅育児手当の実績見込みによるものでございます。 

  １０ページにわたりまして、７目児童手当費１,５４２万円の減額補正で、電算シス

テム改修委託料１５４万円、各児童手当合わせて１,３８８万円のそれぞれ減額による
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ものでございます。 

  ４款衛生費、１項１目保健衛生総務費２,０７３万２,０００円の増額補正で、野上厚

生病院への負担金の確定によるものでございます。 

  ２目予防費２,７００万円の減額補正で、各種予防接種委託料２,６００万円、予防接

種費用助成金１００万円のそれぞれ減額によるものでございます。 

  ４目環境衛生費１,３３８万５,０００円の減額補正で、老朽危険空家除却工事補助金

の確定による減額と、西部簡易水道事業会計補助金、東部簡易水道事業会計補助金及び

出資金の減額でございます。 

  ５目成人保健対策費６６０万円の減額補正で、各種健診委託料の実績見込みによるも

のでございます。 

  ７目診療諸費２１万７,０００円の増額補正で、特別会計への繰出金の増額でござい

ます。 

  １１ページでございます。 

  ２項１目清掃総務費１１万７,０００円の増額補正で、紀の海広域施設組合への負担

金の増額でございます。 

  ２目塵芥処理費１２７万３,０００円の減額補正で、雑草等刈取委託料の減額でござ

います。 

  ３目し尿処理費８２２万２,０００円の減額補正で、合併処理浄化槽設置補助金の実

績見込みによるものでございます。 

  ５款農林水産業費、１項３目農業振興費４４２万３,０００円の減額補正で、各事業

の実績見込みによるものでございます。 

  ６目地籍調査事業費９３７万円の増額補正で、国の補正予算により、事業の前倒しに

よる増額でございます。 

  １２ページにわたりまして、７目農業用施設整備事業費７２７万３,０００円の減額

補正で、各事業の実績見込みによるものでございます。 

  ２項１目林業総務費１,４２７万８,０００円の減額補正で、各事業の実績見込みによ

るものでございます。 

  ４項１目山村振興総務費１,６１２万円の減額補正で、地域おこし協力隊に係る経費

の減額と、他の項目につきましては実績に応じて減額するものでございます。 

  １３ページに移ります。 
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  ６款商工費、１項２目観光費３０１万３,０００円の増額補正で、今年度長く続いた

猛暑の影響等でパークゴルフ場の利用者が大きく減少し、売上が落ち込んだため、特別

会計への繰出金を増額を行うものでございます。 

  ７款土木費、１項１目土木総務費８５万円の増額補正で、小規模がけ崩れ対策事業マ

イナス６０万円、災害緊急がけ崩れ対策事業１４５万円でございます。 

  ２項１目道路橋りょう維持費２２７万１,０００円の減額補正で、パートタイム会計

年度任用職員に係る減額でございます。 

  １４ページにわたりまして、２目道路橋りょう新設改良費７,６５６万２,０００円の

減額補正で、それぞれ事業費の確定や確定見込みによる減額するものでございます。 

  ８款消防費、１項１目常備消防費で、財源変更を行うものでございます。 

  ２目非常備消防費１７８万６,０００円の減額補正で、事業費の確定によるものでご

ざいます。 

  ９款教育費、１項３目教育諸費１,３６７万１,０００円の減額補正で、それぞれ事業

費の確定や確定見込みによる減額を行うものでございます。 

  １５ページにわたりまして、２項２目教育振興費２３０万３,０００円の減額補正で、

事業費の確定見込みによる減額を行うものでございます。 

  ３項２目教育振興費１７８万７,０００円の減額補正で、事業費の確定見込みにより

減額を行うものでございます。 

  ４項７目星の動物園管理運営費３６２万２,０００円の減額補正で、各事業費の確定

見込みにより減額を行うものでございます。 

  ５項２目体育施設管理運営費は、財源変更によるものでございます。 

  １０款災害復旧費、１項１目道路橋りょう災害復旧費３,１４９万５,０００円の減額

補正で、各事業費の確定見込みにより減額を行うものでございます。 

  １６ページにわたりまして、２目河川災害復旧費６,５６０万円の減額補正で、各事

業費の確定見込みにより減額を行うものでございます。 

  ２項１目農地農業用施設災害復旧費４６６万６,０００円の減額補正で、事業費の確

定見込みによるものでございます。 

  ２目林業施設災害復旧費３００万円の減額補正で、こちらも事業費の確定見込みによ

るものです。 

  １２款諸支出金、１項１目財政調整基金費３２万９,０００円の増額補正から、１７
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ページにかけて、１０目公共施設等整備基金費２２万４,０００円の増額補正まで、各

基金の積立金の増額補正によるものでございます。 

  恐れ入りますが、議案書の１１９ページをお開きください。 

  第２表、繰越明許費補正でございます。追加する事業が１０事業ございまして、個々

の事業名、事業費につきましては、表記載のとおりでございます。 

  次に、議案書の１２０ページをお開きください。 

  第３表、地方債補正でございます。 

  変更するものにつきましては、辺地対策事業債で限度額を１６０万円増額の３,４４

０万に。過疎対策事業債で限度額を１億１,２９０万円増額の１０億４,７７０万円に。

一般単独事業債で限度額を６,２２０万円減額の１０億６,５００万円に。災害復旧事業

債４,０８０万円減額の９,６９０万円に。臨時財政対策債では、限度額は変わらず９０

４万３,０００円でございます。 

  補正後の利率につきましては、５.０％以内に変更するものでございます。起債の方

法、償還の方法には、変更はございません。 

  以上、議案第２４号、令和６年度紀美野町一般会計補正予算（第６号）の説明といた

します。よろしくお願いいたします。 

（総務課長 曲里充司 降壇） 

◎日程第２８ 議案第２５号 令和６年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第４号）について 

◎日程第２９ 議案第２６号 令和６年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正 

              予算（第３号）について 

◎日程第３０ 議案第２７号 令和６年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

              ３号）について 

○議長（美野勝男）    日程第２８、議案第２５号、令和６年度紀美野町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第４号）についてから、日程第３０、議案第２７号、令和６

年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）についてまで、３議案を一括

議題とします。 

  説明を求めます。 

  森谷住民課長。 

（住民課長 森谷克美 登壇） 
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○住民課長（森谷克美）    それでは、私からは議案第２５号から議案第２７号の特

別会計補正予算について御説明させていただきます。 

  議案書の１２１ページをお開きください。 

  議案第２５号、令和６年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）。 

  令和６年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２１万７,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億５,６１４万８,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書２０ページをお開きください。予算説明資料は１９ページからと

なります。 

  歳入でございます。 

  １款国民健康保険税、１項１目一般被保険者国民健康保険税で、１節医療給付費分現

年課税分２１０万４,０００円の減額。２節後期高齢者支援金分現年課税分６８万１,０

００円の減額。３節介護納付金分現年課税分２１万６,０００円の減額です。いずれも

被保険者数の減が主な要因です。 

  ３款県支出金、１項１目保険給付費等交付金で、２節特別交付金２１万７,０００円

の減額です。国民健康保険診療所の運営に係る特別調整交付金の額の確定によるもので

す。 

  ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金で、１節保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）

１６８万２,０００円の減額。２節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）６２万円の減

額。６節未就学児均等割減額繰入金９万６,０００円の増額。７節産前産後保険料繰入

金８万８,０００円の減額です。国民健康保険基盤安定負担金等の額の確定によるもの

です。 

  次のページで、５款繰入金、２項１目財政調整基金繰入金で、１節財政調整基金繰入

金５２９万５,０００円の増額です。歳入予算減額の補塡を行うため、繰入れを行うも

のです。 
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  次のページで、歳出でございます。 

  ６款諸支出費、２項１目繰出金で、２７節繰出金２１万７,０００円の減額です。国

民健康保険診療所事業特別会計へ繰り出す、特別調整交付金の額の確定に伴う減額です。 

  続きまして、議案書の１２５ページをお開きください。 

  議案第２６号、令和６年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３

号）。 

  令和６年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）は、次に

定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億５０万７,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書２４ページをお開きください。予算説明資料は２１ページからと

なります。 

  歳入でございます。 

  ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金で、１節一般会計繰入金２１万７,０００円の

増額です。 

  ２目国民健康保険事業特別会計繰入金で、１節国民健康保険事業特別会計繰入金２１

万７,０００円の減額です。国民健康保険事業特別会計補正予算で御説明させていただ

きました特別調整交付金の額の確定に伴うものです。 

  歳出補正はございません。 

  続きまして、議案書の１２９ページをお開きください。 

  議案第２７号、令和６年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）。 

  令和６年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３００万１,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億２,４０２万６,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳
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入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書２８ページをお開きください。予算説明資料は２２ページからと

なります。 

  歳入でございます。 

  １款保険料、１項１目後期高齢者医療保険料で、１節現年度分３００万１,０００円

の増額です。現年度分の保険料の増収が見込まれることによるものです。 

  次のページで、歳出でございます。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納付金で、１

８節負担金、補助及び交付金、同じく３００万１,０００円の増額です。歳入で増額と

なった保険料を、後期高齢者医療広域連合へ納付するための増額です。 

  以上、簡単ではございますが、議案第２５号から議案第２７号までの特別会計補正予

算に係る御説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします 

（住民課長 森谷克美 降壇） 

◎日程第３１ 議案第２８号 令和６年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ４号）について 

○議長（美野勝男）    日程第３１、議案第２８号、令和６年度紀美野町介護保険事

業特別会計補正予算（第４号）について、議題とします。 

  説明を求めます。 

  森谷保健福祉課長。 

（保健福祉課長 森谷善彦 登壇） 

○保健福祉課長（森谷善彦）    それでは、議案書の１３３ページをお願いします。 

  議案第２８号、令和６年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）。 

  令和６年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５,８２６万５,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億６,０２８万６,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  それでは、予算に関する説明書の３３ページをお開きください。また、予算説明資料

は２４ページからとなりますので、併せて御覧ください。 

  歳入でございます。 

  保険給付費等の減額に伴い、国、県等の負担分の減額補正をしております。 

  ３款国庫支出金、１項１目介護給付費負担金は、１,０３１万５,０００円の減額。２

項１目調整交付金は５９０万円の減額。２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活

支援総合事業）は、６０万円の減額補正です。 

  ４款支払基金交付金、１項１目介護給付費交付金は１,５１２万円の減額。２目地域

支援事業支援交付金は、８１万円の減額補正です。 

  ５款県支出金、１項１目介護給付費負担金は７８８万５,０００円の減額。２項１目

地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）は、３７万５,０００円の減

額補正です。 

  ３４ページの７款繰入金、１項１目介護給付費繰入金は７００万円の減額。２目地域

支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）は、３７万５,０００円の減額。

２項１目介護給付費準備基金繰入金は、９８８万５,０００円の減額補正となっており

ます。 

  ３５ページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費は、計５,３００万円の減額補正です。給

付実績見込みにより各科目で減額しております。 

  １目居宅介護サービス給付費は、主に訪問介護、通所介護の利用実績が少ないため、

３,２００万円の減額。２目地域密着型介護サービス給付費では、小規模多機能型居宅

介護の利用が少ないため、２００万円の減額。３目施設介護サービス給付費では、特別

養護老人ホームの施設利用が少ないため、１,５００万円の減額。６目居宅介護サービ

ス計画給付費で、４００万円の減額補正です。 

  次に、６項１目特定入所者介護サービス等費は、３００万円の減額補正です。介護保

険施設利用者の食費や居住費の軽減の対象となる低所得者の方の利用が少ないため、減

額するものでございます。 

  ３６ページにかけての、３款地域支援事業費、１項１目介護予防・生活支援サービス
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事業費は、２００万円の減額補正、２目介護予防ケアマネジメント事業費は１００万円

の減額補正です。要支援者区分の方の訪問及び通所サービスの給付実績見込みにより減

額するものでございます。 

  ４款基金積立金、１項１目介護給付費準備基金積立金は、７３万５,０００円の増額

補正で、給付費の減額に伴い積立てするものでございます。 

  以上、簡単ですが、議案第２８号の説明といたします。よろしくお願いします。 

（保健福祉課長 森谷善彦 降壇） 

◎日程第３２ 議案第２９号 令和６年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計 

              補正予算（第３号）について 

○議長（美野勝男）    日程第３２、議案第２９号、令和６年度紀美野町のかみふれ

あい公園運営事業特別会計補正予算（第３号）について、議題とします。 

  説明を求めます。 

  吉見産業課長。 

（産業課長 吉見將人 登壇） 

○産業課長（吉見將人）    それでは、議案書の１３７ページをお開きください。 

  議案第２９号、令和６年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算

（第３号）。 

  令和６年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第３号）は、

次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１４８万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ４,５７３万７,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  申し訳ございませんが、予算に関する説明書の４０ページをお開きください。説明資

料は２８ページとなりますので、併せて御覧ください。 

  歳入でございます。 

  １款１項１目観光施設等使用料、１節のふれあい公園施設使用料で４４１万３,００

０円の減額としてございます。理由でございますが、昨年度に続き、長期間の猛暑によ



－４７－ 

る利用控えでございまして、キャンプ場利用者とパークゴルフ利用者が大きく減少して

ございます。 

  また、別の理由としまして、昨年度にかつらぎ町でパークゴルフ場が増設されたこと

に加え、令和６年８月に岩出市でもパークゴルフ場がオープンしたことにより、分散し

ているためと考えてございます。 

  これらの要因により、１２月末までの累計の対前年度比のパークゴルフ場の利用者は

１,２００人程度減少してございます。同じく、猛暑によるキャンプ場の利用者も約２

００人程度減少してございます。それに伴い、使用料金の収入が落ち込んでございます。 

  続きまして、２目の農林業施設使用料で８万円を減額してございます。こちらも猛暑

により、ふれあい館への来客者数が減少したことにより、売上が落ち込んだことによる

ものでございます。 

  続きまして、２款１項１目一般会計繰入金で３０１万３,０００円の増額でございま

す。これは、売上減少により、一般会計から繰入金を受けるものでございます。 

  続きまして、４１ページを御覧ください。 

  ３、歳出でございます。 

  １款１項１目一般管理費、１２節の委託料で１４８万円の減額で、ふれあい公園の施

設清掃委託料の事業の実績見込みにより減額するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第２９号、令和６年度紀美野町のかみふれあい公

園運営事業特別会計補正予算（第３号）の説明とさせていただきます。どうかよろしく

お願いいたします。 

（産業課長 吉見將人 降壇） 

◎日程第３３ 議案第３０号 令和６年度紀美野町農業集落排水事業会計補正予算（第３ 

              号）について 

◎日程第３４ 議案第３１号 令和６年度紀美野町東部簡易水道事業会計補正予算（第３ 

              号）について 

◎日程第３５ 議案第３２号 令和６年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３ 

              号）について 

○議長（美野勝男）    日程第３３、議案第３０号、令和６年度紀美野町農業集落排

水事業会計補正予算（第３号）についてから、日程第３５、議案第３２号、令和６年度

紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号）についてまで、３議案を一括議題と



－４８－ 

します。 

  説明を求めます。 

  長生水道課長。 

（水道課長 長生正信 登壇） 

○水道課長（長生正信）    それでは、農業集落排水事業会計補正予算（第３号）に

ついて、御説明させていただきます。 

  議案書の１４１ページをお開きください。お手数ですが、予算に関する説明書の４４

ページ、実施計画明細書を併せて御覧いただきたく存じます。説明資料は３０ページで

ございます。 

  議案第３０号、令和６年度紀美野町農業集落排水事業会計補正予算（第３号）。 

  第１条は総則でございます。 

  第２条、収益的収入及び支出の補正。 

収入でございます。 

  第１款、農業集落排水事業収益の総額を３０９万３,０００円減額し、２,２０４万８,

０００円と定めるもので、第２項営業外収益で３０９万３,０００円減額し、１,３６３

万８,０００円とするものでございます。 

  また、支出の第１款農業集落排水事業費用の総額を６０万２,０００円減額し、２,９

８３万９,０００円と定めるもので、第１項営業費用を６０万２,０００円減額し、２,

８２９万７,０００円とするものでございます。 

  補正内容につきましては、収入では長期前受金戻入、支出では減価償却費の補正とな

っており、どちらも現金を伴う補正ではございません。 

  補正の理由といたしましては、本年４月から公営企業会計が適用され、水道課に業務

移管が行われたことにより、業務内容について確認していたところ、当初予算において、

開始貸借対照表に誤りがございました。 

  固定資産の内容につきましては、資産の計上漏れや二重計上等の誤りがあり、修正し、

再計算したものでございます。 

  財務諸表の予定開始貸借対照表の取得資産の修正に伴い、７年度予定貸借対照表にも

変更が生じてございます。大変申し訳ございませんでした。 

  第３条は、企業債の借入れについて定めたもので、補正内容につきましては、企業債

の利率の上昇に伴い、借人利率の上限を３％から５％に補正するもので、限度額、起債
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の方法、償還の方法には変更はございません。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  以上、簡単ではございますが、令和６年度紀美野町農業集落排水事業会計補正予算

（第３号）の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします 

  続きまして、東部簡易水道事業会計補正予算（第３号）について、御説明させていた

だきます。 

  議案書の１４３ページをお開きください。また、予算に関する説明書の５４ページ、

実施計画明細書を併せて御覧いただきたく存じます。説明資料は３２ページでございま

す。 

  議案第３１号、令和６年度紀美野町東部簡易水道事業会計補正予算（第３号）。 

  第１条は総則でございます。 

  第２条は６年度予算での主な業務予定量を定めており、建設改良事業について、精算

により県道岩出野上線老朽管布設替工事で１,１００万円減額し、４,０００万円に、神

野市場仕切弁更新工事で１３０万円減額し、５００万円とするものでございます。 

  第３条、収益的収入及び支出の補正。 

収入でございます。 

  第１款水道事業収益の総額を４,５４６万３,０００円増額し、２億５,８３３万２,０

００円と定めるものでございます。 

  第２項、営業外収益で４,５４６万３,０００円増額し、１億７,０２３万９,０００円

とするものでございます。 

  収入の増額となった理由でございますが、まず、３目の一般会計補助金では１００万

円の減額でございます。仮決算の見込みにより、当初は消費税の納付を予定しておりま

したが、還付が見込まれることになったことより、減額となったものでございます。 

  ４目の長期前受金戻入でございますが、こちらは現金の収入はございません。 

  減価償却費と連動するもので、後ほど説明させていただきます。 

  ５目雑収益で、仮決算により消費税の還付が見込まれ、５０万円の増額でございます。 

  次に支出でございます。 

  第１款水道事業費用の総額を、５,０９１万９,０００円増額し、２億８,８２１万４,

０００円と定めるものでございます。 

  第１項営業費用は５,１４１万９,０００円増額し、２億７,２１５万円とするもので、
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５目減価償却費で５,１１０万２,０００円の増額でございます。こちらも現金の支出は

ございません。 

  東部簡易水道は、本年度から法適用を受け、企業会計により予算を作成しております。

昭和の時代から取得した資産を現時点の資産価値を算定し、償却年数が残っている物は

引き続き、残りの償却年数で減価償却を行っていくものでございます。 

  年間の償却額は取得額の１０％を残存価格と設定し、償却年数で割って算定するもの

でございますが、この残存価格の設定を法適用開始時の現在価値の１０％と設定すべき

でございましたが、当初の取得額の１０％と、そのままになっていたことが原因で、修

正し、再計算したところ、東部簡水は資産規模が大きいため大幅な増額となってしまい、

大変申し訳ございません。 

  収入の長期前受金も同様の理由で、増加したものでございます。 

  ６目資産減耗費についても、今年度布設替工事によって、既設配管の除却費の残存価

格にもずれが生じた結果、３１万７,０００円の増額となっております。 

  第２項営業外費用は５０万円減額の１,０６６万３,０００円で、消費税の納付予定が

還付となったためでございます。 

  第４条資本的収入及び支出の収入でございます。 

  第１款資本的収入は１,２３０万円を減額し、７,８０７万５,０００円と定めるもの

でございます。 

  第１項企業債の１,０３０万円の減額は、建設改良工事費の減によるものでございま

す。 

  第２項他会計出資金２００万円の減額につきましては、起債対象外の工事費の減額に

よるものでございます。 

  次に、支出で第１款資本的支出は１,２３０万円を減額し、７,８０７万５,０００円

と定めるものでございます。 

  第１項建設改良費の１,２３０万円の減額につきましても、工事費の減によるもので

ございます。 

  第５条は企業債の借入に関し定めたもので、今回の企業債の対象事業費が１,０３０

万円の減額に伴い、起債の限度額を補正するものでございます。 

  また、当初は県道岩出野上線の工事のみ過疎債の対象となっておりましたが、神野市

場工事も過疎債が適用されることにより、企業債の組替えでございます。 
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  また、起債の利率の上昇が懸念されており、起債の借入利率を３％から５％に補正す

るもので、起債の方法、償還の方法には変更はございません。 

  第６条は、一般会計からの補助金額を定めるもので、先ほど御説明させていただきま

したとおり１００万円を減額し、４,３５６万１,０００円と定めるものでございます。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  以上、簡単ではございますが、令和６年度紀美野町東部簡易水道事業会計補正予算

（第３号）の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

  続きまして、西部簡易水道事業会計補正予算（第３号）について、説明させていただ

きます。 

  議案書の１４５ページをお開きください。 

  予算に関する説明書の６３ページ実施計画明細書を併せて御覧いただきたく存じます。 

  説明資料は３６ページでございます。 

  議案第３２号、令和６年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号）。 

  第１条は総則でございます。 

  第２条は、本年度予算で主な業務予定量を定めており、建設改良工事の精算に伴い、

事業費を１８６万２,０００円減額し、１６３万８,０００円とするものでございます。 

  第３条、収益的収入及び支出の補正。 

  収入でございます。 

  第１款、水道事業収益の総額を１,２６８万７,０００円減額し、１億３,０２４万４,

０００円と定めるものでございます。 

  第２項営業外収益で１,２６８万７,０００円の減額で、４,１０４万４,０００円でご

ざいます。 

  減額の理由といたしまして、３目の一般会計補助金が２３８万５,０００円の減額と

なっており、令和５年度末と令和６年度当初に借り入れた起債利率の確定により、支払

利息が減少したことで、利息に対する交付税算入分が減ったためでございます。 

  ５目雑収益では、１,０３０万２,０００円の減額で、こちらは主に建設改良工事費の

下佐々浄水場更新工事の額の確定に伴い、消費税の還付額が減少したものでございます。 

  次に支出でございます。 

  第１款水道事業費用の総額を５６４万円減額し、２億９５９万６,０００円と定める

ものでございます。 
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  第１項営業費用は１３０万５,０００円減額し、１億８,３３７万１,０００円とする

もので、５目減価償却費で１万円の減額、６目固定資産除却費で１２９万５,０００円

の減額につきましては、現金の支出はございません。国道３７０号関連工事で県の工事

進捗に合わせて布設替えを行うものですが、当初予定していたよりも延長が短くなった

ため、その差額分を再計算し、減額となったものでございます。 

  第２項営業外費用は、４３３万５,０００円減額し、１,８６７万５,０００円とする

もので、１目企業債利息において、先ほど申し上げましたように、企業債の借入利率の

確定による減額となってございます。 

  第４条は資本的収入及び支出の補正です。 

  予算第４条の本文の括弧書きにおいて、不足する額の補塡財源の金額１,４７０万５,

０００円を１,４７４万３,０００円に改め、予定額も補正するものでございます。 

  収入です。 

  第１款資本的収入の総額を１９０万円減額し、１６０万円と定めるもので、第１項企

業債において、１９０万円減額し、１６０万円とするものでございます。建設改良費の

減額に伴うものでございます。 

  支出でございます。 

  第１款資本的支出の総額を１８６万２,０００円減額し、１,６３４万３,０００円と

定めるもので、第１項建設改良費において、施工延長の減により、工事費１８６万２,

０００円を減額し、１６３万８,０００円とするものでございます。 

  第５条は企業債の借入れに関し定めたもので、事業費の減額に伴い、公営企業債の借

入限度額を１９０万円減額し、１６０万円とし、借入利率につきましては、利率が上昇

していることから借入利率の上限３％を５％以内に改めるもので、起債の方法、償還の

方法の変更はございません。 

  第６条は、一般会計からの補助金額を定めるもので、企業債の利息の減により、交付

税額が減少したため、一般会計補助金を２３８万５,０００円減額し、９３４万７,００

０円とするものでございます。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  以上、簡単ではございますが、令和６年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算

（第３号）の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

（水道課長 長生正信 降壇） 



－５３－ 

○議長（美野勝男）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午前１１時３６分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ０時５８分） 

◎日程第３６ 議案第３３号 令和７年度紀美野町一般会計予算について 

○議長（美野勝男）    日程第３６、議案第３３号、令和７年度紀美野町一般会計予

算について、議題とします。 

  それでは、歳入全般及び歳出第１款から第２款について、説明を求めます。 

  曲里総務課長。 

（総務課長 曲里充司 登壇） 

○総務課長（曲里充司）    それでは、令和７年度紀美野町予算書の１ページをお開

きください。 

  議案第３３号、令和７年度紀美野町一般会計予算。 

  令和７年度紀美野町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９５億３,９００万円と定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

  （債務負担行為） 

  第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる

事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

  （地方債） 

  第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

  （一時借入金） 

  第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は１０億円と定める。 



－５４－ 

  （歳出予算の流用） 

  第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  令和７年度予算に関する説明書の３ページをお開きください。 

  まず、歳入でございますが、目を中心に説明を申し上げます。なお、金額の比較は、

前年度の当初予算額と比較した額を申し上げます。 

  また、予算説明資料も別冊で添付させていただいておりますので、御参照いただきた

いと存じます。それでは説明させていただきます。 

  １款町税、１項１目の個人では前年度の当初比較２,３７８万６,０００円増額の２億

５,３２６万４,０００円の計上で、定額減税の終了により所得税及び個人住民税の軽減

措置がなくなったため、所得割において、通常収入に戻ったことが主な要因でございま

す。 

  ２目の法人では、４６万円増額の２,０４８万１,０００円の計上でございます。 

  ２項１目の固定資産税では、１,１６１万８,０００円増額の３億７,８８４万７,００

０円の計上でございます。 

  ２目の国有資産等所在市町村交付金では、５万１,０００円減額の２１８万７,０００

円の計上でございます。 

  ３項軽自動車税、１目の種別割は６８万９,０００円増額の３,８３１万円を。２目の

環境性能割は１２万２,０００円減額の４０４万７,０００円を計上してございます。 

  ４ページを御覧ください。 

  ４項１目の市町村たばこ税は、３００万円減額の３,３００万円の計上でございます。 

  次に、２款地方譲与税、１項１目の地方揮発油譲与税は、前年度と同額の１,６００

万円の計上でございます。 

  ２項１目の自動車重量譲与税は、３００万円増額の４,８００万円の計上でございま

す。 

  ３項１目の森林環境譲与税は、９２３万４,０００円増額の４,６２５万４,０００円

の計上です。 



－５５－ 

  ３款利子割交付金、１項１目の利子割交付金は、前年度と同額の３０万円の計上です。 

  ４款配当割交付金、１項１目の配当割交付金は、前年度と同額の３００万円の計上で

す。 

  ５ページでは、５款株式等譲渡所得割交付金、１項１目の株式等譲渡所得割交付金は、

１００万円増額の３００万円の計上です。 

  ６款法人事業税交付金、１項１目の法人事業税交付金は、７２万２,０００円減額の

１,０９０万円の計上です。 

  ７款地方消費税交付金、１項１目の地方消費税交付金は、５００万円増額の１億８,

５００万円の計上です。 

  ８款ゴルフ場利用税交付金、１項１目のゴルフ場利用税交付金は、前年度と同額の３,

０００万円の計上です。 

  ９款環境性能割交付金、１項１目の環境性能割交付金は、８４万９,０００円増額の

１,２０２万９,０００円の計上です。 

  １０款地方特例交付金、１項１目の地方特例交付金は、２,６８８万５,０００円減額

の２５３万円の計上で、定額減税減収補塡特例交付金の減額によるものでございます。 

  ６ページでは、２項１目の新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金

は、５０万円減額の５０万円の計上です。 

  １１款地方交付税、１項１目地方交付税は１億３,０００万円増額の４０億３,０００

万円の計上です。 

  １２款交通安全対策特別交付金、１項１目の交通安全対策特別交付金は６,０００円

減額の６５万円の計上です。 

  １３款分担金及び負担金、１項１目の農林水産業費分担金は、前年度と同額の１０５

万円の計上です。 

  ２目の土木費分担金では、６２万５,０００円増額の９２万５,０００円の計上で、小

規模がけ崩れ対策事業分担金の増額によるものでございます。 

  ７ページでは、２項１目の総務費負担金では、地上デジタル放送難視聴対策事業加入

金で、前年度と同額の１５万円の計上です。 

  ２目の民生費負担金は、４６万８,０００円減額の５８５万６,０００円の計上です。 

  １４款使用料及び手数料、１項１目の民生使用料は、１０万３,０００円増額の２２

万５,０００円の計上です。 



－５６－ 

  ２目の農林水産業使用料は、１６万２,０００円増額の１８７万４,０００円の計上で

す。 

  ３目の土木使用料は、３４万４,０００円減額の３,４７２万６,０００円の計上です。 

  ８ページにわたりまして、４目の教育使用料は、５１万円減額の６４８万円の計上で

す。 

  ２項１目の総務手数料は、３１万９,０００円減額の３０５万８,０００円の計上です。 

  ２目の衛生手数料は、１万円増額の１,３３６万１,０００円の計上です。 

  ３目の土木手数料は、２,０００万円減額の５,０１８万４,０００円の計上です。 

  ４目の消防手数料は、前年度と同額の１万円の計上です。 

  ９ページでは、１５款国庫支出金、１項１目の民生費国庫負担金では、３,０２１万

円増額の２億７,８２０万５,０００円の計上で、障害者自立支援給付費負担金で１,４

５５万円、児童手当負担金１,１１８万２,０００円の増によるものです。 

  ２目の衛生費国庫負担金は、前年度と同額の２４万円の計上です。 

  ３目の災害復旧費国庫負担金は、８,９１３万円増額の１億４,９１６万円の計上です。 

  ２項１目の総務費国庫補助金は、７,８０８万１,０００円増額の４億９,３１９万円

の計上で、地方創生道整備推進交付金３,０１６万３,０００円と物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金４,５７１万６,０００円の増が主な要因です。 

  １０ページにわたりまして、２目民生費国庫補助金では、６８７万６,０００円増額

で３,４７９万２,０００円の計上で、主にこども家庭センター事業運営費に係るもので、

子ども・子育て支援事業費補助金の増額によるものでございます。 

  ３目の衛生費国庫補助金は、２１４万２,０００円増額の１,４８９万６,０００円の

計上です。 

  ４目の農林水産業費国庫補助金は、３６０万円増額の１,１６０万円の計上です。 

  ５目の土木費国庫補助金では、１,０２１万４,０００円増額の４,１２１万４,０００

円の計上です。 

  ６目の教育費国庫補助金では、７,７１０万２,０００円減額の２億２,５４７万８,０

００円の計上で、紀美野中学校改修事業と給食調理場建築事業に充当する学校施設環境

改善交付金１億４,３４２万１,０００円、スクールバス購入のためのへき地児童生徒援

助費等補助金８６８万円が減額となる一方、スポーツ公園リニューアル事業に充当する

社会資本整備総合交付金７,５００万円が増となることが主な要因です。 



－５７－ 

  災害復旧費国庫補助金につきましては、みさと天文台法面復旧工事に係る公立社会教

育施設災害復旧費補助金の皆減により、今年度、項目を廃止してございます。 

  １１ページにわたりまして、３項１目の総務費国庫委託金は、１,４５２万２,０００

円増額の１,４７１万６,０００円の計上で、参議院議員通常選挙執行委託による増でご

ざいます。 

  ２目の民生費国庫委託金は、８万５,０００円減額の２７６万２,０００円の計上です。 

  ３目の消防費国庫委託金は、１６５万円の皆増で、消防団の力向上モデル事業委託金

でございます。 

  ４目の教育費国庫委託金は、３３６万２,０００円の皆増で、部活動の地域移行に向

けた実証事業委託金でございます。 

  １６款県支出金、１項１目の民生費県負担金は、７０２万５,０００円増額の１億８,

７０８万３,０００円の計上で、主なものとしては、居宅介護などのサービス給付の増

加により障害者自立支援給付費負担金７２７万５,０００円、障害児入所給付費等負担

金２４７万３,０００円が増となることが主な要因です。 

  ２目の衛生費県負担金は、前年度と同額の１２万円を計上しております。 

  １２ページにわたりまして、３目の農林水産業費県負担金は、６,７２０万円の皆増

で地籍調査事業負担金によるものでございます。 

  ２項１目の総務費県補助金は、１８１万３,０００円減額の３９４万１,０００円の計

上で、わかやま防災カパワーアップ補助金の減が主な要因でございます。 

  ２目の民生費県補助金では、４３２万６,０００円増額の５,３９０万円の計上で、居

宅介護などのサービス給付の増加により重度訪問介護利用促進市町村支援事業費補助金

の増が主な要因でございます。 

  １３ページにわたりまして、３目の衛生費県補助金では、４３万９,０００円増額の

７１１万７,０００円の計上で、新たに児童虐待防止対策等総合支援を計上してござい

ます。 

  ４目の農林水産業費県補助金では、５７６万２,０００円減額の３,７２２万４,００

０円の計上で、林道改良事業補助金の減が主な要因でございます。 

  ５目の商工費県補助金は、前年度と同額の１万９,０００円の計上です。 

  ６目の土木費県補助金は、１,０００円減額の４万１,０００円の計上です。 

  ７目の消防費県補助金は、１１万１,０００円増額の１８９万４,０００円の計上です。 



－５８－ 

  １４ページに移りまして、８目の教育費県補助金は、８７８万１,０００円減額の５

２３万８,０００円の計上で、公立学校情報機器整備事業費補助金３１１万７,０００円

の減が主な要因です。 

  ３項１目の総務費県委託金では、５７２万４,０００円増額の１,８９７万５,０００

円の計上で、指定統計調査委託金の増が主な要因です。 

  ２目の民生費県委託金は、２２万５,０００円減額の３万円の計上です。 

教育費県委託金については、人権啓発活動地方委託金を総務費県委託金に変更したた

め、今年度、項目を廃止してございます。 

  １７款財産収入、１項１目の財産貸付収入は、６２万円増額の１,３１４万９,０００

円の計上です。 

  １５ページにわたりまして、２目の利子及び配当金は、３０７万４,０００円増額の

４５０万３,０００円の計上です。 

  ２項１目の物品売払収入及び２目の不動産売払収入につきましては、前年度と同額の

それぞれ１,０００円の計上です。 

  １８款寄附金、１項１目の一般寄附金は前年度と同額の１,０００円の計上です。 

  ２目のふるさとまちづくり応援寄附金は、１億円増額の２億円を計上してございます。 

  ３目の企業版ふるさと納税寄附金は、２０万円減額の６０万円を計上してございます。 

  １９款繰入金、１項１目の財政調整基金繰入金は、３億３,０１１万円減額の４億７,

２３５万円の計上です。 

  ２目のふるさとまちづくり応援基金繰入金は、５,９０２万６,０００円増額の１億４,

８９４万５,０００円の計上で、高齢者タクシー等補助事業や小中学校給食費無償化事

業などに充てられます。 

  １６ページに移りまして、３目中山間ふるさと・水と土保全対策基金繰入金は、４０

万円減額の２００万円の計上です。 

  ４目福祉基金繰入金は、２４４万３,０００円減額の２１１万６,０００円の計上で、

出産祝金交付事業に充てられます。 

  ５目森林環境譲与税基金繰入金は、４５１万１,０００円減額の４,６８１万１,００

０円の計上です。 

  ６目公共施設等整備基金繰入金は、２６６万５,０００円減額の１億２,９９７万７,

０００円の計上で、町道補修及び舗装生活関連工事事業や総合福祉センター高圧受電設
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備更新事業などに充てられます。 

  ７目上芝貞夫文化・教育振興基金繰入金は、１,４９６万２,０００円減額の２,１９

６万４,０００円の計上です。 

  ８目減債基金繰入金は、７４２万６,０００円の皆増で、臨時財政対策債の償還に充

てられます。 

  合併振興基金繰入金は、４億８,４７０万円の皆減により、今年度、項目を廃止して

ございます。昨年度消防庁舎建設事業や給食調理場建築事業等に充てられていたもので

ございます。 

  ２０款繰越金、１項１目の繰越金は前年度と同額の５００万円を計上してございます。 

  ２１款諸収入、１項１目の延滞金は、前年度と同額の３０万円を計上してございます。 

  １７ページを御覧ください。 

  ２項１目の町預金利子は、７万円増額の１０万円の計上です。 

  次に１８ページにわたりまして、３項１目の雑入では、３,８１１万８,０００円増額

の８,７１０万１,０００円の計上で、デジタル基盤改革支援補助金の増が要因です。 

  ４項１目の民生費受託事業収入は、９４万円減額の１２２万円の計上です。 

  ５項１目の貸付金元利収入については、昨年度と同額の２４万円を計上してございま

す。 

  ２２款町債、１項１目の総務債は、７１０万円減額の５,５７０万円の計上で、集会

所ＬＥＤ化改修事業や定住促進補助金などに充てられます。 

  ２目の民生債は、６,１７０万円増額の７,８７０万円の計上で、高校世代応援手当支

給事業などに充てられます。 

  １９ページにわたりまして、３目の農林水産業債は、７,５３０万円増額の９,２２０

万円の計上で、大角地区農道新設事業等に充てられます。 

  ４目の商工債は、前年度と同額の５００万円の計上で、シルバー人材センター助成事

業に充てられます。 

  ５目の土木債は、１億９,０９０万円増額の６億６,６３０万円の計上で、町道釜滝柴

目線改良事業、町道紀州サン・リゾートライン舗装補修事業などに充てられます。 

  ６目の消防債は、４億３,３１０万円減額の１億９,５８０万円の計上で、消防救急無

線デジタル整備推進事業、消防団第１３分団庫整備事業などに充てられます。 

  ７目の教育債は、５億５,７５０万円減額の２億１,２５０万円の計上で、スポーツ公
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園リニューアル事業などに充てられます。 

  ８目の災害復旧債は、１億５,９２０万円増額の１億９,８３０万円の計上で、町道真

国宮津川線宮前橋災害復旧事業などに充てられます。 

  臨時財政対策債は、１,３００万円の皆減により、今年度、項目を廃止してございま

す。これは、国による臨時財政対策債の発行抑制によるものでございます。 

  以上、歳入の説明とさせていただきます。 

  続きまして、歳出の１款、２款で総務課関係の予算について説明させていただきます。 

  予算に関する説明書の２０ページをお開きください。予算説明資料は２８ページから

でございます。 

  それでは１款議会費、１項１目の議会費では、２０６万７,０００円増額の８,１７４

万４,０００円の計上でございます。この増額の主な要因は、人件費の増、議会だより

印刷製本費、会議録作成委託料の増によるものでございます。 

  予算に関する説明書の２１ページから２４ページにわたりまして、２款総務費、１項

１目の一般管理費では、２,１８２万７,０００円増額の３億３６４万７,０００円の計

上です。この予算につきましては、人件費と庁舎の維持管理関係の費用が主なものとな

ってございます。一般管理費で計上している会計年度任用職員の人件費の増によること

が主な増額の要因となってございます。 

  ２４ページの下段から、２５ページにかけて、２目の文書広報費では、１３３万５,

０００円増額の１,３４３万２,０００円を計上してございます。主な増額の要因は、Ｓ

ＮＳでのさらなる情報発信を行っていくための地域おこし協力隊１名の雇用期間を通年

とした上で、委託型に変更するための予算を計上したことによるものでございます。 

  ３目の会計管理費では、２３１万８,０００円増額の４４０万４,０００円を計上して

ございまして、口座振込手数料の増によることが主な増額の要因となってございます。 

  ２６ページの下段から２８ページにわたりまして、５目の企画費の中で、総務課関係

では地上デジタル放送に関連する経費１,０１１万９,０００円を計上してございます。 

  ２８ページ下段から２９ページにわたりまして、６目の電子計算費、３,３２３万９,

０００円増額の１億３,４４７万４,０００円の計上でございます。第五次ＬＧＷＡＮ及

びガバメントクラウドネットワーク構築に係る委託料による増額となっております。 

  ３０ページから３２ページにわたりまして、８目の自治振興費では、３８７万１,０

００円減額の９,２５６万４,０００円の計上です。総務課所管では、昨年度吉野集会所
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屋根張替工事を計上していたための減額が主な要因となってございます。 

  ３３ページにわたりまして、９目の交通安全対策費では、３０万９,０００円増額の

４６３万１,０００円を計上してございます。道路反射鏡設置工事や防犯灯設置及び修

理補助金などを計上してございます。 

  １０目の諸費では、１万９,０００円減額の１２７万７,０００円の計上です。 

  ３３ページ中段から３４ページにわたりまして、１１目の防災諸費では、２２０万６,

０００円減額の５,６５２万２,０００円を計上しております。減額要因といたしまして

は、自主防災組織の資機材を充実するため、令和６年度に限り１組織当たり２０万円の

自主防災組織活動補助金を計上していたためにより減額となっております。 

  ３５ページにわたりまして、１２目の人権推進費では、３９２万１,０００円の皆増

で、予算科目を整理し、人権問題に対する正しい理解と認識を深めていただくための経

費を計上してございます。 

  少し飛びまして、３８ページ下段から３９ページをお開きください。 

  ここからの４項選挙費は、選挙管理委員会書記長として説明させていただきます。 

  ４項選挙費、１目の選挙管理委員会費は、２,０００円増額の３２万８,０００円を計

上してございます。 

  ４０ページにわたりまして、２目の参議院議員通常選挙費は１,５１０万円の計上で

す。 

  ４１ページにわたりまして、３目の町長選挙費は１,３２０万円の計上です。 

  続きまして、４２ページ中段になります。 

６項１目の監査委員費につきましては、監査委員書記として説明させていただきます。

前年度と同額の２８万６,０００円の計上でございます。 

  以上、１款、２款の総務課関係での予算の説明とさせていただきます。 

（総務課長 曲里充司 降壇） 

○議長（美野勝男）    髙田企画管財課長。 

（企画管財課長 髙田真孝 登壇） 

○企画管財課長（髙田真孝）    それでは、私のほうから、２款総務費のうち、企画

管財課に関係する主な予算について、御説明をさせていただきます。 

  令和７年度予算に関する説明書の２２ページをお開きください。予算説明資料では、

３０ページからお開きください。 
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  ２款総務費、１項１目一般管理費です。ここでは、企画管財課の庶務に係る経費と役

場庁舎の施設維持管理に必要な経費を計上しています。 

  まず、２２ページを御覧ください。 

  １０節需用費の消耗品費２２３万円の中には、企画管財課が購入する、コピー用紙並

びに一般事務用品１２７万２,０００円が含まれております。 

  次に、燃料費２５１万６,０００円の中には、本庁舎の冷暖房用ＬＰガス２１４万６,

０００円が含まれています。 

  次に、印刷製本費３２３万４,０００円の中には、コピー料金及び業務に使用する封

筒等の印刷費として２９４万円が含まれています。 

  次に、電気料３１０万８,０００円につきましては、役場本庁舎にかかる使用料でご

ざいます。 

  次に２３ページをお開きください。 

  修繕料８４万２,０００円の中には、本庁舎及び庁舎備品の修繕料として、６０万円

が含まれています。 

  次に、１１節役務費、電話料１６２万円につきましては、本庁舎で使用する電話料金

となります。 

  それでは、次に１２節委託料です。ここには、役場本庁舎の設備機器等の維持管理に

係る各種委託料を計上しています。 

  続いて、２４ページをお開きください。 

  １３節使用料及び賃借料のうち、借地料４３２万１,０００円につきましては、役場

本庁舎及び中央公民館の敷地と駐車場の借地料となります。 

  次の機器等借上料２６９万８,０００円のうち、２５３万２,０００円が本庁舎照明器

具ＬＥＤのリース代となります。 

  続いて、２５ページ、２６ページをお開きください。 

  ４目財産管理費でございます。ここでは、町が管理する建物等の財産の維持管理に伴

う経費を計上しています。 

  ２６ページの１１節役務費のうち、火災保険料７１６万２,０００円につきましては、

役場庁舎、集会所、学校等の町が所有する２１０施設が保険の対象となっています。 

  続いて、自動車損害保険料３３７万４,０００円につきましては、町が所有する公用

車１４１台分に係る保険料となります。 
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  次に、１４節工事請負費です。かじか荘焼却炉解体撤去工事費３６６万１,０００円

につきましては、かじか荘の上段駐車場の山側奥に使用されていない焼却炉があります。

それを撤去するための費用として計上しています。 

  次に、１７節備品購入費、施設用備品１３２万円です。これにつきましては、かじか

荘の設備備品で老朽化している電話交換機を含む電話機器一式を交換する費用として計

上しています。 

  続いて、５目企画費です。 

  本年度２億３,５２６万５,０００円、前年度比５,３２８万５,０００円の増額となっ

てございます。これにつきまして、企画管財課に係る部分では、１節報酬は、長期総合

計画審議会委員、総合戦略審議会委員、道の駅検討委員会委員の報酬及びＤＸ推進関連

のＣＩＯ補佐官の報酬で合計１２７万２,０００円を計上しています。第３次長期総合

計画策定に伴う策定委員２７名の報酬が７年度新たな計上となります。 

  続いて、２節給料、３節職員手当等、４節共済費ですが、職員人件費として９名分と

なり、合計６,４３８万２,０００円となります。 

  次に、１２節委託料のうち、施設管理委託料９５７万円、これにつきましては、かじ

か荘の指定管理委託料です。 

  また、ふるさと納税支援業務委託料１億円、これにつきましては、ふるさと納税に関

する業務を委託するものでございます。 

  長期総合計画策定業務委託料４４５万２,０００円につきましては、現在の第２次長

期総合計画（後期計画）が令和９年３月末で終了となります。次の第３次計画整備に向

けて、本年度４４５万２,０００円、８年度で３５４万５,０００円の２年間で策定して

いく計画でございます。 

  また、令和８年度予算については、予算書７ページの第２表債務負担行為で計上して

おります。 

  １３節使用料及び賃借料のうち、システムソフト等使用料５６２万７,０００円のう

ち、主なものにつきましては、公共施設マネジメントシステム１０８万９,０００円、

ＬｏＧｏフォーム１０８万２,０００円、ＬｏＧｏチャットで１１０万８,０００円、Ｒ

ＰＡシステムで１４１万３,０００円となります。 

  続いて、２８ページをお開きください。 

  １８節負担金、補助及び交付金のうち、総合的な子育て支援対策として、結婚に伴う
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スタートアップ時の費用に対する補助として、結婚新生活支援事業補助金１２０万円、

民間資金を活用した賃貸住宅の整備を促進するために、建設工事費の一部を補助する民

間賃貸住宅整備促進補助金１２０万円、定住促進補助金１,４２０万円を計上しており

ます。 

  続いて、３１ページをお開きください。 

  ８目自治振興費でございます。 

  １２節委託料のうち、コミュニティバス運行委託料３,５７６万円。昨年度、ダイヤ

改正に伴い、対前年２５万円の減額となります。 

  １８節負担金、補助及び交付金のうち、路線バス運行支援事業補助金２７３万９,０

００円につきましては、大十オレンジバス海南線における運行支援となります。 

  高齢者タクシー等補助金１,２０９万６,０００円につきましては、１人１万８,００

０円分のタクシー・バス助成券を交付するためのものでございます。 

  続いて、３３ページをお開きください。 

  １０目諸費です。１１節役務費、賠償保険料７１万円、この保険につきましては、町

村等が所有、使用及び管理する施設の瑕疵及び業務遂行上の過失に起因する事項につい

て、町が法律上の賠償責任を負う場合の損害に対して保険金を支払う制度で、その保険

料でございます。 

  続いて、４１ページをお開きください。 

  ５項統計調査費、１目指定統計費です。これにつきましては、統計法に基づいて、令

和７年１０月１日現在の基準日で、令和７年度に実施する国勢調査等に係る報酬等必要

経費でございます。本年度、９９１万９,０００円となってございます。 

  以上、簡単ではございますが、２款の中の企画管財課の関係予算についての御説明と

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

（企画管財課長 髙田真孝 降壇） 

○議長（美野勝男）    調月税務課長。 

（税務課長 調月克久 登壇） 

○税務課長（調月克久）    それでは、私からは、２款総務費、２項徴税費、１目税

務総務費と２目賦課徴収費について御説明申し上げます。 

  予算に関する説明書の３５ページから３６ページを御覧ください。説明資料では、４

４ページから４５ページでございます。 



－６５－ 

  税務総務費は４,９２４万９,０００円で、昨年と比較いたしまして、４５８万２,０

００円の増額でございます。主な内訳についてですが、１節報酬、２節給料、３節職員

手当と４節共済費の人件費で、合計４１１万９,０００円の増。また、１８節負担金、

補助及び交付金の地方税共同機構負担金が５１万２,０００円の増となってございます。 

  続きまして、予算に関する説明書の３６ページから３７ページを御覧ください。説明

資料では、４５ページから４６ページでございます。 

  ２目賦課徴収費は５,０４５万４,０００円で、昨年度と比較いたしますと、１,４９

０万６,０００円の増額となってございます。主な内訳といたしましては、１２節委託

料の標準宅地鑑定業務委託料で７１２万８,０００円、固定資産路線価評価業務委託料

で１,１８９万１,０００円の増となっており、令和９年度の固定資産税の評価替えの準

備に伴う業務委託料でございます。 

  また、電算処理委託料で２３２万７,０００円の減となっており、令和６年度の評価

替えに、処理回数が２回であったものが１回に減ったことが理由でございます。 

  電算システム改修委託料も１６５万円の減となっており、定額減税に伴う住民税シス

テム改修及び森林環境税開始に伴うシステム改修が不要となったため減額となり、項目

削除となってございます。 

  以上、税務課に関連する当初予算の説明とさせていただきます。 

（税務課長 調月克久 降壇） 

○議長（美野勝男）    米田まちづくり課長。 

（まちづくり課長 米田和弘 登壇） 

○まちづくり課長（米田和弘）    それでは、２款のまちづくり課及び支所費関連の

予算について御説明させていただきます。 

  まず、予算に関する説明書の２７ページから、予算説明資料では３５ページからをお

願いいたします。 

  ２款１項５目企画費のうち、まちづくり課関連では、説明書２７ページ、１１節役務

費、郵便料７,０００円と、説明書２８ページ、１８節の負担金、補助及び交付金の下

から２行目、奨学金返還助成金３３２万６,０００円でございます。前年度より、奨学

金返還助成金に係る郵送料で３,０００円、奨学金返還助成金で６８万６,０００円の増

額となります。 

  増額理由は、令和５年、令和６年度の申請実績より奨学金返還対象者の増加を見込ん
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でおりまして、令和７年度では２９名分を計上してございます。 

  次に、美里支所として、７目支所費の説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書の２９ページから、予算説明資料は３８ページを御覧ください。 

  ２款１項７目支所費は、支所施設などの維持管理に係る経費を計上してございます。

本年度は１,２００万７,０００円を計上しており、前年度より３１７万９,０００円の減

額となっております。 

  減額の主な要因は、会計年度任用職員１名の１節報酬、３節職員手当等の期末勤勉手

当の減額、また、１０節需用費の施設修繕見込みによる修繕料の減額によるものでござ

います。 

  以上、２款のまちづくり課及び支所費関連の説明とさせていただきます。どうかよろ

しくお願い申し上げます。 

（まちづくり課長 米田和弘 降壇） 

○議長（美野勝男）    森谷住民課長。 

（住民課長 森谷克美 登壇） 

○住民課長（森谷克美）    それでは、私からは、２款総務費、３項１目戸籍住民基

本台帳費について御説明させていただきます。 

  予算に関する説明書の３７ページをお開きください。予算説明資料は４６ページから

となります。 

  本年度の予算額４,４１６万８,０００円で、６０６万８,０００円の増額となります。

人件費の増額、職権により戸籍に記載する予定の氏名の振り仮名を通知するために係る

費用、並びに住民基本台帳ネットワークシステムの機器更改に伴う委託料及びリース料

の増額が主な要因となります。 

  まず初めに、人件費として、１節から４節、次のページにわたり、４節共済費までは、

いずれも人件費の増額となります。 

  ３８ページ、１０節需用費の印刷製本費８１万９,０００円で７４万８,０００円の増

額、１１節役務費の郵便料１１７万４,０００円で、９０万５,０００円の増額です。戸

籍に記載する予定の氏名の振り仮名を通知するための費用が主なものとなります。 

  １２節委託料７６９万円で、１０４万１,０００円の増額です。住民基本台帳ネット

ワークシステムの機器更改に伴うハードウェア及び業務アプリケーションの保守委託料

の増額が主な要因となります。 
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  １３節使用料及び賃借料が９１１万１,０００円で、１４８万２,０００円の増額です。

住民基本台帳ネットワークシステム機器更改に伴う電算ハードウェアリース料の通年化

による増額が主な要因となります。 

  以上、簡単ではございますが、戸籍住民基本台帳費の説明といたします。よろしくお

願いいたします。 

（住民課長 森谷克美 降壇） 

○議長（美野勝男）    次に、第３款から第４款について説明を求めます。 

  森谷保健福祉課長。 

（保健福祉課長 森谷善彦 登壇） 

○保健福祉課長（森谷善彦）    それでは、保健福祉課関連の予算について御説明さ

せていただきます。 

  予算に関する説明書の４２ページをお願いします。なお、予算説明資料は５２ページ

からとなりますので、併せて御覧ください。 

  ３款民生費でございます。 

  ４３ページにかけての１項１目社会福祉総務費は６,８７８万７,０００円の計上で、

前年度より２０８万８,０００円の減額です。 

  ２節給料で、職員の異動に伴い１９９万５,０００円の減額、１８節負担金、補助及

び交付金の町社会福祉協議会補助金で職員の定年、それに伴う非常勤職員の雇用により、

人件費１４８万円の減額が主な要因となっております。 

  なお、１２節委託料では、権利擁護支援業務委託料１００万８ ,０００円を計上し、

認知機能の低下により財産管理や契約行為が困難な方の支援を行います。 

  次に、４４ページから４５ページにかけての３目老人福祉費は６,１９１万７,０００

円で、前年度より５２９万６,０００円の増額です。 

  １２節委託料で、新たに第１０期の高齢者福祉・介護事業計画策定のためのアンケー

ト調査業務委託で４０７万円、１８節負担金、補助及び交付金で食料品の買物にお困り

の方の支援のため、移動販売支援事業補助金９０万円を計上し、増額の主な要因となっ

ております。 

  次に、４５ページから４７ページにかけての４目障害者福祉費は４億４９１万１ ,０

００円で、前年度より４,６３４万円の増額です。 

  １９節扶助費で、介護給付費・訓練等給付費及び障害児給付費で、利用対象者が増え
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ており、３,８８９万円の増額になっていることが主な要因となっております。 

  続いて、５目老人医療費は、前年度と同額の２０万１,０００円の計上です。 

  ６目重度心身障害者医療費は４,９０１万５,０００円で、医療費扶助の実績を踏まえ、

前年度と比較し、１９３万４,０００円の減額です。 

  続いて、４８ページから４９ページにかけての９目総合福祉センター管理運営費は４,

４１２万５,０００円で、前年度より２,１１６万３,０００円の増額です。 

  １２節委託料で、当該センターの空調設備更新及び照明ＬＥＤ化改修工事設計業務委

託料を７２３万８,０００円、１４節工事請負費で、高圧受電設備更新工事費で１,３３

３万６,０００円を新たに計上しており、増額の主な要因となっております。 

  次に、５０ページにかけての１０目長谷毛原健康センター管理運営費は１,１２２万

８,０００円で、前年度より８６３万６,０００円の増額です。 

  １４節工事請負費で、照明ＬＥＤ化改修工事費７８３万６,０００円を計上しており、

増額の主な要因となっております。 

  １２目介護保険事業費は２億７,７８９万３,０００円で、前年度と比較し、１１７万

８,０００円の増額となっております。 

  次に、５１ページにかけての１４目定額減税補足給付金（不足額給付）給付事業費は

２,２４４万７,０００円です。令和７年度分の所得が前年度に比べ減少したり、扶養親

族が増えたことにより、令和６年度に実施した定額減税補足給付金に不足が生じる場合、

追加で給付するものでございます。 

  次に、少し飛んで５８ページの３項１目災害救助費は、４９万１ ,０００円の計上で

す。令和５年度に災害援護資金の貸付けを行いましたが、返済が始まったことにより、

２４万円の増額となっております。 

  次に、４款衛生費です。 

  ５９ページにかけての１項１目保健衛生総務費は７億２,９１５万６,０００円の計上

で、前年度より１,７７２万１,０００円の増額です。 

  職員の人件費で予算科目の入れ替えで１,２４７万８,０００円の減となっております

が、１８節負担金、補助及び交付金で、野上厚生病院の負担金が病院事業に対する交付

税措置で増額されているため、３,０１９万２,０００円の増額となっております。 

  続いて、６０ページにかけての２目予防費は４,０６２万５,０００円で、前年度より

１,４７１万８,０００円の増額となっております。 
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  １２節委託料で、各種予防接種委託料では、令和７年度から帯状疱疹の予防接種は定

期接種となることから、町独自で実施していた任意接種の帯状疱疹予防接種費用の助成

は、令和６年度末をもって終了します。定期接種化された帯状疱疹予防接種は、６５歳

以上の方を対象として９７８万６,０００円の計上、また、昨年６月補正で計上しまし

た新型コロナ予防接種の費用は９０７万６,０００円の計上で、当初予算比較で増額し

ていることが主な増額要因となっております。 

  次に、少し飛んで、６３ページから６４ページにかけての５目成人保健対策費は２ ,

５１９万１,０００円の計上で、前年度と比較して、１,０１４万９,０００円の減額です。 

  １節報酬、３節職員手当等で、会計年度任用職員の人件費が３目母子衛生費に移動し

たことにより、６１４万３,０００円の減額、また、１２節委託料の各種健診委託料で

は、健診の実績により４２８万５,０００円の減額が主な減額理由でございます。 

  以上、簡単ですが、３款、４款の保健福祉課関連の予算の説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 森谷善彦 降壇） 

○議長（美野勝男）    暫時休憩いたします。 

  休 憩 

（午後 １時５３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男）    休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 １時５７分） 

  黒﨑子育て推進課長。 

（子育て推進課長 黒﨑智帆 登壇） 

○子育て推進課長（黒﨑智帆）    それでは、子育て推進課関連の予算について御説

明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書の４８ページをお願いいたします。なお、予算説明資料は５８ペ

ージからとなりますので、併せて御覧ください。 

  ３款民生費でございます。 

  １項７目こども医療費は２,１３０万円の計上で、前年度より３万３,０００円の増額、

８目ひとり親家庭医療費は７１７万５,０００円の計上で、前年度より３,０００円の減

額となっています。 
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  ５１ページから５３ページにかけての２項１目児童福祉総務費は９,００２万６,００

０円の計上で、前年度と比較して、１,８０４万５,０００円の増額です。 

  これは、５名の職員の人件費を計上しており、前年度比較で、科目の組替えにより職

員２名の増に伴い、１,６６５万円の増額となっていることが主な要因となっておりま

す。 

  また、１２節委託料で、新たに医療的ケア児保育支援事業として、２５５万６,００

０円を計上しています。これは、こども園に入園する医療的ケアが必要なお子さんに対

し、訪問看護師による体調管理などを行うものでございます。 

  次に、５４ページの３目母子福祉費は、昨年度と同様、１２万１,０００円の計上で

す。 

  次に、５４ページから５６ページにかけての４目こども園費は、２億５,３４１万７,

０００円で、前年度と比較して、２,６６０万８,０００円の増額となっています。 

  主な増額理由として、職員１名の育児休暇後の復帰による人件費などによるものと、

１４節工事請負費、きみのこども園ＬＥＤ化改修工事に係る１,７６６万１,０００円の

計上によるものが主な要因です。 

  次に、５６ページから５７ページにかけての５目児童館運営費は７６８万９,０００

円で、前年度と比較して、４７万６,０００円の増額です。 

  次に、５７ページの６目学童保育費は２,９６０万１,０００円で、前年度より７７万

円の増額です。 

  １２節委託料では、行政事務等包括業務委託料が前年度と比較して８０万円増額して

いますが、これは、保護者の就労状況に即して、学童保育を１８時から１９時まで延長

する費用となります。 

  続いて、５７ページから５８ページにかけての７目児童手当費は９,６６２万６,００

０円で、前年度と比較し、５４３万７,０００円の増額となっております。 

  １２節電算システム改修委託料で３４１万円の減額ですが、１９節扶助費が９０９万

円の増加となります。これは、令和６年１０月から所得制限の撤廃、中学生までから、

中学生から高校生世代まで延長、多子世帯へ増額支給等、拡充されたことによるものと

なります。 

  次に、４款衛生費です。 

  ６０ページから６２ページにかけての４目母子衛生費は３,５１３万６,０００円の計
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上で、前年度と比較して、２,２６６万７,０００円の増額となっています。 

  主な増額理由として、パートタイム会計年度任用職員２人分の人件費、及び２人分の

人件費によるものです。昨年当初、担当課で計上していましたが、機構改革に伴い、当

課への移管となり、増額となっております。 

  また、パートタイム会計年度任用職員１人分の人件費は、こどもの発達相談などを通

し、よりきめ細かい子育て支援の充実を図るため、発達相談員を雇用し、発達相談体制

を整えるため増額しております。 

  以上、簡単ですが、３款、４款の子育て推進課関連予算の説明とさせていただきます。 

（子育て推進課長 黒﨑智帆 降壇） 

○議長（美野勝男）    森谷住民課長。 

（住民課長 森谷克美 登壇） 

○住民課長（森谷克美）    それでは、私からは、３款民生費、４款衛生費の住民課

関連の予算について御説明させていただきます。 

  予算に関する説明書の４３ページをお開きください。予算説明資料は５２ページから

となります。 

  ３款民生費、１項２目国民年金事務費です。国民年金の受付事務等の予算として、職

員１名の人件費と事務費用が主なものとなります。本年度の予算額３５３万３,０００

円で、１０４万６,０００円の減額です。職員の人事異動に伴うものとなります。 

  ５０ページをお開きください。 

  １１目国民健康保険事業費です。国民健康保険事業特別会計への繰出金でございます。

本年度の予算額１億１,４１９万５,０００円で、２０２万２,０００円の減額です。保

険基盤安定負担金の減額が主な要因となります。 

  続きまして、１３目後期高齢者医療費です。県後期高齢者医療広域連合への事務費分

賦金と後期高齢者医療特別会計への繰出金でございます。本年度の予算２億７,４０６

万３,０００円で、４３２万４,０００円の増額です。２７節繰出金の療養給付費負担金

の増額が主な要因となります。 

  ４款に移ります。 

  予算に関する説明書、５９ページをお開きください。説明資料は７２ページからとな

ります。 

  ４款衛生費、１項１目保健衛生総務費、１８節負担金、補助及び交付金のうち、海南
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海草食品衛生協会負担金につきましては、前年度と同額の３万６,０００円です。 

  ６２ページをお開きください。 

  １項４目環境衛生費です。 

  本年度の予算１億４,２３１万８,０００円で、５３万５,０００円の減額です。職員

２名及び会計年度任用職員１名の人件費や不法投棄ごみ対策に係る経費、五色台広域施

設組合負担金、住宅用省エネシステムに係る補助金、老朽危険空家除去工事費補助金、

簡易水道事業会計への補助金及び出資金が主なものとなります。 

  １節報酬から４節共済費までについては、人件費の増額となっております。 

  次のページで、１８節負担金、補助及び交付金は、五色台広域施設組合負担金１,１

１２万６,０００円で、６０万７,０００円の増額。五色台広域施設組合建設負担金は４

３万３,０００円で、１２万９,０００円の減額となります。増額については、使用割の

増加に伴う負担割合の増加、減額については、修繕費用の減額が主なものとなります。 

  住宅用省エネシステム普及推進事業補助金は８０万円の計上で、２４万円の減額です。 

  老朽危険空家除去工事補助金は、前年度と同額の１,０００万円です。 

  次のページで、７目診療所費です。予算説明資料は７７ページとなります。 

  国民健康保険診療所事業特別会計への繰出金でございます。本年度の予算４,６０３

万７,０００円で、２０４万３,０００円の増額です。人件費の増額が主な要因となりま

す。 

  続きまして、４款２項１目清掃総務費です。 

  １８節負担金、補助及び交付金が主なものとなります。本年度の予算１億３,１８２

万７,０００円で、３３１万８,０００円の増額です。海南海草環境衛生施設組合負担金

５,３１５万９,０００円で、２８１万３,０００円の増額。 

  次のページで、紀の海広域施設組合負担金７,７７３万６,０００円で、６３万１,０

００円の増額です。 

  続きまして、２目塵芥処理費です。ごみ収集に関連する予算でございます。 

  本年度の予算７,９０２万６,０００円で、３８７万７,０００円の増額です。 

  １２節委託料のごみ収集委託料３,８８８万円で６０万円の増額、戸別収集業務委託

料が新たに２８０万５,０００円計上していることが主な増額要因となります。 

  戸別収集業務委託料は、家庭から排出されるごみを所定の場所に排出することが困難

な高齢者、障害者等、要援護者に対し、町が戸別に家庭ごみを収集することにより、在
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宅生活を支援することを目的としております。 

  次のページ、６６ページで、３目し尿処理費です。新たに合併浄化槽を設置したり、

単独浄化槽からの転換をする者に対し、補助金を交付するものが主なものとなります。 

  １８節負担金、補助及び交付金１,４５９万７,０００円で、１,０００円の増額です。 

  以上、簡単ではございますが、３款、４款の住民課関連の予算の御説明とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（住民課長 森谷克美 降壇） 

○議長（美野勝男）    東浦教育次長。 

（教育次長 東浦功三 登壇） 

○教育次長（東浦功三）    それでは、３款民生費のうち、教育課関係の予算につい

て説明をさせていただきます。前年度当初予算と比較して、増減額の大きいものを中心

に説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書、５３ページからになります。予算説明資料では、６４ページか

らでございます。 

  ３款民生費、２項２目青少年対策費で、本年度予算額が１,４２７万円で、対前年度

比８３万５,０００円の増となっております。増額の主な要因は、人事異動により担当

職員１名分の給与が本年度３０６万３,０００円で、前年度比２１万３,０００円の増、

職員手当が今年度２６５万５,０００円で、３７万７,０００円の増によるものが主な要

因です。 

  なお、５４ページの１８節負担金、補助及び交付金に計上しておりました道徳教育推

進協議会補助金は、事業の性質上、９款の教育費において計上をしております。 

  また、昨年度まで項目としてございました町子ども見守り隊補助金、県青少年育成協

会負担金、海草地方青少年育成推進員等連絡協議会負担金は、青少年育成町民会議補助

金に含めて計上をしております。 

  以上で、３款民生費における教育課関連の予算の説明とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

（教育次長 東浦功三 降壇） 

○議長（美野勝男）    長生水道課長。 

（水道課長 長生正信 登壇） 

○水道課長（長生正信）    それでは、水道課関連の予算について御説明をさせてい



－７４－ 

ただきます。 

  予算に関する説明書、６３ページを御覧ください。 

  ４款衛生費、１項４目１８節負担金、補助及び交付金のうち、東部簡易水道事業会計

補助金４,２３２万５,０００円につきましては、収益的収支予算で交付金を活用した物

価高騰に対する住民支援策として、水道料金の基本料金を３か月減免を行う経費、９７

１万１,０００円を含む経常経費の不足額を補助金として計上してございます。 

  同じく、西部簡易水道事業会計補助金の２,３００万円につきましては、収益的収支

予算で、東部簡易水道同様に水道料金減免分９４３万８,０００円及び児童手当、企業

債利息の交付税算入分を計上してございます。 

  次に、２３節投資及び出資金で、東部簡易水道事業会計出資金３,３７０万９,０００

円につきましては、資本的収支予算において、企業債償還等の支出に対する不足額を出

資金として計上してございます。 

  以上、水道課関連の予算の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

（水道課長 長生正信 降壇） 

○議長（美野勝男）    次に、第５款から第６款について説明を求めます。 

  吉見産業課長。 

（産業課長 吉見將人 登壇） 

○産業課長（吉見將人）    それでは、私からは、５款農業水産業費と６款商工費の

産業課関係の予算について説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書の６６ページを御覧ください。予算説明資料は８１ページからと

なります。 

  ６６ページの下段から６７ページにかけて、５款１項１目農業委員会費で２,０５９

万３,０００円は、農業委員会及び農業者年金業務に係る経費でございます。前年度よ

り１１４万５,０００円の増額となってございまして、主な増減理由は、職員及びパー

トタイム会計年度任用職員の報酬の人件費の増によるものでございます。 

  続きまして、６７ページから６８ページにかけて、５款１項２目農業総務費１,６６

６万６,０００円は、人件費や農業関係団体に対する経費でございます。前年度より１

５万９,０００円の減額となってございまして、主な理由は、人事異動に伴う給料、職

員手当及び共済費の減額によるものでございます。 

  また、１８節で昨年度設立しましたきみの有機推進協議会に対する活動補助金としま



－７５－ 

して、１５万円を計上してございます。これは、国が全農地の２５％を有機栽培農地で

推進する目標を示してございまして、当町におきましても、今までの慣行農業と並行し

て有機農業を推進することを目的に設置したもので、その活動費でございます。 

  続きまして、６８ページから６９ページにかけて、５款１項３目農業振興費６,１６

４万８,０００円は農業の振興に係る経費で、産品加工所、雨山の郷公園の管理運営費

に係る経費並びに農業経営支援事業、中山間事業、農作物鳥獣害防止総合対策事業など

の経費でございます。前年度より１７万６,０００円増額となってございまして、主な

理由は、６９ページの１２節の委託料で、農業担い手の受入れを昨年度より２名追加し、

４名分として２８５万円を増額してございます。 

  次に、６９ページから７０ページにかけて、１８節負担金、補助及び交付金の２行目、

中山間地域等直接支払交付金は、対象面積の減少により１４４万６,０００円の減額、

５行目で、経営継承応援資金は、農業の親元就農に対する県の補助制度でございまして、

５０万円を計上してございます。７行目の農作物鳥獣害防止総合対策事業補助金は、実

績に基づきまして、２０４万９,０００円を減額してございます。 

  少し飛びまして、７３ページをお開きください。 

  ７３ページの中段で、５款２項１目林業総務費で９,９７２万３,０００円は林業関係

全般に係る経費で、職員給与、森林経営管理事業、森林関係団体への補助金などで、産

業課と建設課の予算が含まれてございます。 

  林業総務費は、前年度と比較しまして、１,０１５万６,０００円の増額となってござ

います。増減の理由につきましては、人事異動により、人件費の増額で５９５万８,０

００円の増額、７４ページの１０節の需用費で、重機等の修繕で６４万１,０００円の

増額、１２節の委託料の２行目、森林経営調査業務委託料で、授業料の減により７２８

万５,０００円の減額、６行目の地域活性化支援業務委託料は、地域おこし協力隊制度

を活用し、今年度も２名追加採用し、６名体制とするため、７６８万８,０００円の増

額をしてございます。 

  その下の自伐型林業普及推進支援業務委託料でございますが、昨年から業務の内容を

一部見直しましたので、８７万円を減額してございます。 

  ７４ページから７５ページにかけて、１８節負担金、補助及び交付金で、７５ページ

の上から１０行目、森林整備促進事業補助金は、実績に応じ、２４４万４,０００円を

減額してございます。 
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  １つ下の紀美野町自伐型林業推進協議会補助金の１００万円でございますが、当町で

は地域おこし協力隊制度を活用し、自伐型林業施業者を１０人育てる目標としてござい

ます。今後、この方々に永住して活動していただくためには、自伐型林業推進協議会を

立ち上げ、施業林の集積や契約、施業発注等の事務を行い、森林管理を推進するために

設置するものでございます。 

  続きまして、７６ページをお開きください。 

  中段の５款３項１目水産業振興費で、３００万円を計上してございます。貴志川活性

化に取り組んでいただくために、昨年度と同額としてございます。 

  次に、５款４項１目山村振興総務費は、産業課とまちづくり課の予算でございまして、

産業課は７７ページ、１８節負担金、補助及び交付金の２行目、県山村振興対策協議会

の６万５,０００円、次の７８ページの紀の国ふるさとづくり協議会の１万円、６行目

の町農林商工まつり実行委員会補助金としまして２５０万円は、各種団体への補助金で、

昨年度と変わりございません。 

  続きまして、６款でございます。 

  ６款１項１目商工振興費で３,３２４万６,０００円は、前年度より２２７万６,００

０円減額としてございます。主な理由は、人事異動に伴う人件費で１６３万９,０００

円の減額、７９ページにいきまして、１８節の負担金、補助及び交付金で、昨年度ござ

いましたプレミアム商品券発行事業補助金は、令和７年１月の臨時議会におきましてお

認めいただいてございますので、その事業が令和７年度で繰り越して実施するため、今

年度の当初からは減額としてございます。 

  次に、６行目の創業支援事業補助金は、現在６名の方が相談ございまして、現予算で

は、２４０万円を増額してございます。 

  続きまして、６款１項２目観光費は４,３６０万４,０００円で、４９４万７,０００

円の増額となってございます。主なものは、人事異動に伴う人件費の増額、それから、

１２節の委託料で昨年予算化していましたイメージキャラクターの着ぐるみ製作がござ

いましたが、今年はございませんので、７９万５,０００円の減額、１８節の負担金、

補助及び交付金で、８１ページの一番下の観光協会補助金は、関西万博における観光協

会の活動費及び出展事業者支援などの事業としまして、７０万円を増額してございます。 

  次に、２７節の繰出金２,０５４万１,０００円ですが、４６５万１,０００円の増額

となってございます。これは、のかみふれあい公園の繰出金でございまして、主な増減
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理由は、公園の施設使用料の収入で、実績に基づき２４０万円減額を見込んだことと、

歳出で、パートタイム任用職員の人件費が２０１万１,０００円増額となったためでご

ざいます。 

  以上、簡単ではございますが、産業課関連の予算の説明とさせていただきます。 

（産業課長 吉見將人 降壇） 

○議長（美野勝男）    中前建設課長。 

（建設課長 中前貴康 登壇） 

○建設課長（中前貴康）    それでは、私のほうからは、建設課関連の主な予算につ

いて御説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書、７０ページをお開きください。予算説明資料では８４ページを

お開きください。 

  ５款農林水産業費、１項４目耕地総務費でございます。 

  １８節負担金、補助及び交付金１,０８４万７,０００円の中には、土地改良事業団体

連合会などの負担金、補助及び交付金４３万３,０００円を計上しております。 

  次に、７１ページをお開きください。予算説明資料では、８５ページを御確認くださ

い。 

  １項５目農業用施設維持費でございます。農道や農地、用水路などの維持補修工事費

１,４００万円と、農道舗装の生コンクリートやＵ字溝などの農業用施設の補修用材料

費３００万円を計上しております。 

  次に、１項６目地籍調査事業費でございます。１億３,６０７万４,０００円を計上し

ております。前年度比９,９２４万１,０００円の増額となっております。令和７年度に

つきましては、滝ノ川地区の一部、毛原上地区の一部、長谷宮地区の一部の３地区の現

地調査を実施する必要な経費を計上しております。 

  次に、７２ページ下段を御覧ください。予算説明資料では、８６ページ中段を御覧く

ださい。 

  １項７目農業用施設整備事業費でございます。 

  ８,８１９万８,０００円を計上しております。前年度より７,６１９万８,０００円の

増額となっております。 

主なものといたしましては、１２節委託料については、長谷地区にある防災重点農業

用ため池である大杖上西池、同じ場所に大杖上東池の２池について、洪水吐等の改修を
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行うための測量設計委託料１,０００万円を計上しております。 

  次に、１４節工事請負費につきましては、主なものとして、令和５年６月豪雨災害時

に流出した大角地区の渡瀬橋の代替道路としての大角地区農道新設工事費３,０００万

円などを計上しております。 

  続いて、７３ページ中段を御覧ください。予算説明資料も、同じく８６ページ下段を

御覧ください。 

  ２項１目林業総務費でございます。 

  建設課関係分の主なものとして、１８節負担金、補助及び交付金のうち、県治山林道

協会分担金として１０万円を計上しております。 

  続いて、７５ページ中段を御覧ください。予算説明資料では、８８ページ中段を御覧

ください。 

  ２項２目林道維持費でございます。本年度６２９万円、前年度比３８１万３,０００

円の減額となってございます。減額となっている主な要因といたしましては、道路作業

員さんの人件費の入れ替えに伴うものが主な要因となっております。 

  林道の維持補修に係る工事費５００万円のほか、アスファルト舗装の補修用レミファ

ルトや凍結防止剤の購入など、維持管理に必要な経費２５万円を計上しております。 

  続いて、２項３目林道整備事業費でございます。 

  本年度３００万円、前年度比７６５万円の減額となってございます。減額となった主

なものといたしましては、令和６年度をもって、地方創生道整備交付金事業に伴う林道

毛原勝谷線道路改良事業などが完了したことが主な要因となってございます。 

  １４節工事請負費３００万円につきましては、林道真国野田原線舗装工事を実施する

ための経費を計上しております。 

  以上、簡単ではございますが、５款の中の建設課の関係予算についての御説明とさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

（建設課長 中前貴康 降壇） 

○議長（美野勝男）    長生水道課長。 

（水道課長 長生正信 登壇） 

○水道課長（長生正信）    それでは、水道課関連の予算について御説明をさせてい

ただきます。 

  予算に関する説明書、７０ページを御覧ください。 
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  ５款農林水産業費、１項４目１８節負担金、補助及び交付金で、農業集落排水事業会

計補助金１,０４１万４,０００円につきましては、収益的収支の不足額に対して、一般

会計から補助を行うものでございます。 

  ２３節投資及び出資金で、４８９万７,０００円につきましては、農業集落排水事業

の資本的収支予算の企業債償還等の不足額に対する出資金として計上してございます。 

  以上、簡単ではございますが、御説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

します。 

（水道課長 長生正信 降壇） 

○議長（美野勝男）    米田まちづくり課長。 

（まちづくり課長 米田和弘 登壇） 

○まちづくり課長（米田和弘）    それでは、５款、まちづくり課関連の予算につい

て御説明させていただきます。 

  予算に関する説明書の７６ページから、また、説明資料は８９ページからお願いいた

します。 

  ５款４項１目山村振興総務費でございます。 

  移住・定住促進関連事業や各団体への補助金等、また、地域おこし協力隊や集落支援

員などに係る経費が主なもので、一部、産業課分の補助金等が含まれてございます。本

年度は、１億１,６１４万６,０００円を円を計上しております。前年度より５７１万３,

０００円の減額となっております。 

  減額の主な要因は、人事異動に伴う職員手当等の人件費や、昨年度は、協力隊２名の

卒隊に係る地域おこし協力隊企業支援補助金を計上しておりましたが、令和７年度は対

象がないため、減額したことが主な要因となっております。 

  ２節から４節で、職員５名分の給料や諸手当等を計上しております。 

  なお、３節職員手当等は１,１８９万１,０００円で、前年度比３２７万３,０００円

の減額です。１０節需用費は４０５万５,０００円の計上です。前年度比６１万円の減

額となり、協力隊住宅修繕料等の５８万５,０００円の減額が主なものとなっておりま

す。 

  説明書７７ページ、１１節役務費は１７７万３,０００円の計上で、前年度比４９万

７,０００円の減額となります。地域おこし協力隊募集に係る広告料の減額が主なもの

となります。 
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  １２節委託料は２,８３７万７,０００円の計上で、前年度比８１５万４,０００円の

増額となります。これは、前年度まで１節報酬で会計年度任用職員として計上しており

ました集落支援員３名分を、本年度から集落支援業務委託料として計上したことによる

もので、移住案内や地域活性化事業など、土曜、日曜日などに柔軟に活動ができるよう

雇用型から委託型へ移行させるもので、集落支援業務委託料８９２万８,０００円を計

上してございます。 

  １４節工事請負費は、移住定住推進空き家改修事業の工事費２件分で、前年度と同額

の１,４４０万円の計上となります。 

  次に、説明書７８ページにかけまして、１８節負担金、補助及び交付金で、本年度予

算２,３６０万４,０００円の計上で、前年度比１９５万８,０００円の減額となります。

減額の主なものは、昨年度計上していました協力隊員２名の卒隊に係る地域おこし協力

隊企業支援補助金２００万円の減額で、卒隊見込み者、対象者がないためでございます。 

  ７８ページ、１８節上から７つ目、移住定住推進事業補助金は、従前からのＮＰＯ法

人きみの定住を支援する会への委託料を補助金に移行したもので、５０万円の計上。 

  そこから４つ下の地方就職学生支援金は、東京都内に本部を置く大学の学生が、卒業

時に地方へＵ・Ｉ・Ｊターンすることを促進するため、県内企業においての就職活動に

参加するための交通費への支援等、それを受けた学生が町内に有する際に係る移転費へ

の支援を行う事業で、１２万４,０００円の計上でございます。 

  また、その下のまちづくり推進協議会補助金は、まちづくり部会廃部などによる活動

内容の転換により、前年度比５０万円減額の２００万円を計上、まちづくり支援補助金

は、申請実績からの見込みにより、前年度比５０万円増額の３２０万円を計上してござ

います。 

  以上、簡単ではございますが、まちづくり課関連の御説明とさせていただきます。ど

うかよろしくお願いいたします。 

（まちづくり課長 米田和弘 降壇） 

○議長（美野勝男）    暫時休憩いたします。 

  休 憩 

（午後 ２時３９分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 
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○議長（美野勝男）    休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 ２時５５分） 

  次に、第７款から第８款について説明を求めます。 

  中前建設課長。 

（建設課長 中前貴康 登壇） 

○建設課長（中前貴康）    それでは、私のほうから、建設課関連のものの予算につ

いて御説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書の８１ページをお開きください。説明資料では９４ページからを

お開きください。 

  ７款土木費、１項１目土木総務費でございます。 

  本年度３,２３７万６,０００円、前年度比１,７０７万６,０００円の増額となってご

ざいます。こちらの増額となった主な要因は、職員の人件費の入替えに伴うものが主な

要因となってございます。 

  １３節使用料及び賃借料１６７万４,０００円につきましては、土木積算システムな

どの使用料及び賃借料を計上しております。 

  次に、１８節負担金、補助及び交付金３２７万９,０００円につきましては、研修や

各種協会への負担金、小規模がけ崩れ対策事業に対する負担金を計上しております。 

  次に、８３ページをお開きください。予算説明資料では、９５ページをお開きくださ

い。 

  ２項１目道路橋りょう維持費でございます。 

  本年度１億３,１０２万円、前年度比１,０５５万１,０００円の増額となってござい

ます。こちらは、町道等施設の維持管理に関する予算でございます。増額となった主な

ものといたしましては、町道補修及び舗装や生活関連工事費を２,０００万円増額した

ことが主な要因となってございます。 

  １２節委託料２６３万円につきましては、町道１１路線の雑草等刈取委託料を計上し

ております。 

  次に、１４節工事請負費１億円につきましては、町道施設の維持補修や修繕をするた

めの費用を前年度比２,０００万円増額し、計上しております。 

  次に、１５節原材料費４３０万円につきましては、道路の維持補修に必要な生コンク

リート、アスファルト合剤や路面凍結防止剤などの購入費を計上しております。 
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  次に、８３ページ下段から８５ページを御覧ください。予算説明資料では、９６ペー

ジをお開きください。 

  ２項２目道路橋りょう新設改良費でございます。 

  本年度１１億５,５１０万８,０００円、前年度比１億１,９２８万５,０００円の増額

となってございます。これにつきましては、増額となった主なものとしましては、町道

釜滝柴目線トンネル工事を行うための必要経費を計上したことが主な要因となってござ

います。 

  １２節委託料６,６１５万円につきましては、橋梁の長寿命化を目的とした橋りょう

定期点検業務委託料１,００５万円、橋りょう修繕工事測量設計委託料９０５万円、町

道釜滝柴目線トンネル工事に関連した工事監督支援及び積算技術業務委託料４,０００

万円などを計上しております。 

  次に、１４節工事請負費１０億３,７１９万６,０００円につきましては、町道釜滝柴

目線の改良工事として、現在施工中のトンネル工事を含む道路改良工事費７億９,４４

９万６,０００円、令和３年度から実施しております町道紀州サン・リゾートラインの

舗装補修工事４,０００万円、町道のトンネルの修繕工事２,１６５万円、ロクロシ谷川

の改修工事に６,０００万円などを計上しております。 

  次に、２１節補償、補塡及び賠償金２,５６９万円につきましては、町道釜滝柴目線

道路改良工事に伴い、水道管の移転が必要となったため、移転補償費を計上しておりま

す。 

  次に、８５ページ中段を御覧ください。予算説明資料は９７ページを御覧ください。 

  ３項１目住宅管理費でございます。 

  本年度１,８９３万３,０００円、前年度比３７万９,０００円の減額となってござい

ます。 

２節給料から４節共済費で、職員１名分の給料や各種手当等を計上しております。 

  次に、１０節需用費で、修繕料６００万円を計上しております。これにつきましては、

町営住宅の建物や設備の修繕費用でございます。 

  続いて、１３節使用料及び賃借料でございますが、町営住宅の借地料として４１３万

４,０００円を計上しております。 

  次に、８７ページをお開きください。予算説明資料では９８ページをお開きください。 

  ５項１目建設残土処理費でございます。 
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  本年度４,９７４万４,０００円、前年度比３７１万１,０００円の増額となってござ

います。増額となった主な要因につきましては、人件費の高騰によるものが主な要因と

なってございます。２節給料から４節共済費で、職員１名分の給料や各種手当等を計上

しております。 

  次に、１０節需用費で、建設残土処分場に係る公用車の消耗品など、２０２万６,０

００円を計上しております。 

  次に、１２節委託料でございますが、水質検査委託料や受け入れた建設残土の敷き均

しや転圧、搬入路の埃防止の散水作業など、搬入車両の計測等の管理委託業務などに３,

４５８万９,０００円を計上しております。 

  以上、簡単ではございますが、７款の中の建設課の関係予算についての説明とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

（建設課長 中前貴康 降壇） 

○議長（美野勝男）    東浦教育次長。 

（教育次長 東浦功三 登壇） 

○教育次長（東浦功三）    それでは、教育課関連の予算説明書の８６ページを御覧

ください。説明資料は９８ページです。 

  ７款土木費、４項公園費、１目公園費についてでございます。 

  本年度１７６万円の計上で、前年度比３０万８,０００円の増額となっています。１

０節需用費において、トイレと遊具の修繕料を２０万円増額したことが主な要因です。 

  また、１１節役務費に計上しておりました遊具点検手数料は、１２節委託料において、

遊具点検委託料として１０万４,０００円を計上しております。 

  以上、簡単ですが、公園費の説明といたします。よろしくお願いいたします。 

（教育次長 東浦功三 降壇） 

○議長（美野勝男）    家本消防長。 

（消防長 家本 宏 登壇） 

○消防長（家本 宏）    それでは、令和７年度予算に関する説明書、８８ページか

ら９３ページまでの８款消防費、１項消防費、１目常備消防費と２目非常備消防費、３

目水防費について、前年度当初予算と比較しながら、主立ったもののみ御説明をさせて

いただきます。 

  説明資料は、９９ページから１０６ページとなります。まず、予算に関する説明書８
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８ページをお開きください。 

  １目常備消防費は、７億１,９６５万５,０００円減額の５億５５０万３,０００円で

あります。 

  １節報酬は、パートタイム会計年度任用職員２名分の報酬でございます。 

  ２節給料、３節職員手当等は、職員３７名分となります。 

  ８節旅費が、７２万９,０００円増額の１３２万７,０００円です。救急救命九州研修

所で、新規救急救命士と指導救命士を養成するための研修に要する旅費が増額の主な要

因となります。 

  ８８ページから８９ページにかけて御覧ください。 

  １０節需用費が、１８万７,０００円減額の１,４１３万円です。消耗品費、修繕料が

２１４万６,０００円の減額、一方、ガス料金、電気料が１９７万３,０００円の増額と

なります。 

  １１節役務費が、１０６万２,０００円増額の４１３万９,０００円です。新庁舎の浄

化槽清掃手数料７９万２,０００円が増額の主な要因です。 

  ８９ページから９０ページにかけて御覧ください。 

  １２節委託料が、１,８４０万３,０００円減額の２,０１５万１,０００円です。新消

防庁舎が完成したことに伴い、新築工事監理業務委託料や旧庁舎からの機器移設業務委

託料が不要となったためであります。 

  なお、旧庁舎解体撤去設計監理委託料１,５９６万２,０００円を新たに計上させてい

ただきました。 

  １４節工事請負が、６億１,２１７万８,０００円減額の７,８００万円です。新消防

庁舎の令和６年度分の新築工事費と光ファイバー引込工事費、合わせて６億８,９１７

万８,０００円の減額、新たに、旧庁舎解体撤去工事費７,７００万円を計上させていた

だきました。 

  １５節原材料費は２７万５,０００円です。防火水槽看板作成資材の経費となります。 

  １７節備品購入費が、３,１７６万８,０００円減額の１,２２２万４,０００円となり

ます。減額の主な要因は、新消防庁舎が竣工し、什器類等の関連備品の購入が完了した

ためであります。 

  ９０ページから９１ページにかけて御覧ください。 

  １８節負担金、補助及び交付金は、６,５５１万８,０００円減額の８,１５６万３,０
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００円です。消防指令システムの更新が完了したことから、消防通信指令事務協議会負

担金が１億２,７４７万８,０００円の減額、一方、消防救急デジタル無線推進協議会負

担金が５,９３０万４,０００円の増額、また、新たに新規救急救命士と指導救命士養成

負担金２４３万５,０００円を計上させていただきました。 

  次に、２目非常備消防費でありますが、３,３２７万９,０００円増額の１億１,０５

７万８,０００円です。 

  １節報酬が３７９万９,０００円増額の２,１８０万５,０００円です。増額の主な要

因は、団員階級の報酬を２万４,０００円から３万６,５００円に、班長階級は２万５,

０００円から３万７,０００円に、部長階級は２万７,０００円から３万７,５００円に、

副分団長階級は３万円から３万８,０００円にそれぞれ引き上げるためでございます。 

  ７節報償費が、１７０万円減額の１,９８０万２,０００円です。令和７年度は消防操

法大会が開催されませんので、それに伴う訓練手当と出場報酬が減額の主な要因です。 

  ８節旅費は３４万５,０００円の増額です。消防団幹部研修に要する旅費となります。 

  ９１ページから９２ページにかけて御覧ください。 

  １０節需用費は、２０６万７,０００円減額の３８４万３,０００円です。消防操法大

会出場に伴う訓練用品が不要であるのと、車検対象車両減少に伴う修繕費の減額が主な

要因です。 

  １１節役務費は４３万５,０００円の減額です。車検対象車両の減少に伴うものです。 

  １２節委託料は、４７４万７,０００円増額の５６３万４,０００円です。新たに、第

１３分団庫建設工事設計監理委託料を計上させていただきました。 

  １３節使用料及び賃借料は、１９０万円増額の２８２万９,０００円です。消防団員

の方々の利便性向上に向けた情報伝達ソフト導入費用が増額の主な要因です。 

  １４節工事請負費は、４,０９７万４,０００円増額の４,１４４万１,０００円です。

第１３分団庫建設工事費を計上させていただきました。 

  １７節備品購入費は１,２９５万２,０００円の減額です。小型動力ポンプ積載車の整

備予定がないためでございます。 

  ９３ページを御覧ください。 

  １８節負担金、補助及び交付金は、１２０万５,０００円減額の１,１５７万８,００

０円です。消防団員の定数の変更により、退職報償、公務災害補償、福祉共済の掛金が

減額するものです。 
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  ２６節公課費は１６万４,０００円の減額です。車検対象車両の減少によるものです。 

  次に、３目水防費でありますが、１万５,０００円の増額です。増額の要因は、砂の

単価の高騰に伴うものです。 

  以上、簡単でございますが、御説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

（消防長 家本 宏 降壇） 

○議長（美野勝男）    次に、第９款から最終まで説明を求めます。 

  東浦教育次長。 

（教育次長 東浦功三 登壇） 

○教育次長（東浦功三）    それでは、９款教育費を説明させていただきます。前年

度当初予算と比較して、増減額の多いものを中心に説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書、９３ページからになります。予算説明資料では、１０７ページ

からでございます。 

  ９款教育費、１項１目教育委員会費は本年度１６４万５,０００円で、昨年度とほぼ

同様の予算となっております。 

  ９４ページから９５ページにかけて、２目事務局費は、本年度７,０６２万５,０００

円で、対前年度比１７９万２,０００円の増となっております。職員及び会計年度任用

職員の人件費につきまして、報酬、給料、手当等で１５９万６,０００円の増額となっ

ております。 

  また、９５ページの１３節使用料及び賃借料において、公用車の更新について、リー

ス料として６８万円を計上し、増額となっております。 

  続いて、９８ページにかけて、３目教育諸費では、本年度予算額が１億７,９５６万

５,０００円で、対前年度比９億１,４６８万９,０００円の大幅減となっております。

給食調理場の完成による工事請負費の減、並びに、中学校統合による委託料の減額が主

な要因です。 

  １節から４節においては、給食調理場の稼働に伴い、８月以降の職員及び会計年度任

用職員の給食調理員の人件費を計上しておりますので、１節報酬では１,４５３万８,０

００円の増、２節給料で５６９万９,０００円の増、３節職員手当等で６０２万円の増、

４節共済費で１６２万４,０００円の増となっております。 

  また、９６ページの１０節需用費におきましても、８月以降の給食材料費を計上して
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おりますので、１,８１０万９,０００円の増となっております。 

  しかしながら、９７ページにかけての１２節委託料では、中学校統合に伴う通学支援

バスの廃止及び給食調理場建築工事管理委託料の皆減により、１,５７１万円の減、ま

た、給食調理場建築工事が完了することに伴い、１４節工事請負費において９億５０５

万円の減額、１７節備品購入費において、４,５１８万３,０００円の減額となっており

ます。 

  続きまして、９８ページから１００ページにかけて、２項小学校費、１目学校管理費

です。 

  本年度予算額が８,６８３万３,０００円で、対前年度比３,６６９万４,０００円の減

となっております。給食調理場が本稼働することに伴い、正職員及び会計年度任用職員

の給食調理員の人件費と給食材料費について、８月以降の経費を、先ほどの１項３目教

育諸費に計上したことが減額の主な要因です。 

  給食調理場の稼働に伴い、給食調理に係る職員人件費につきまして、４月から７月ま

での計上となっておりますので、１節報酬で８４３万７,０００円の減、２節給料で７

５０万８,０００円の減、９９ページの３節職員手当等で５２４万円の減、４節共済費

で２０９万４,０００円の減額計上となっております。 

  また、１０節需用費も給食材料費を４月から７月までの３か月間のみの計上となって

おり、２,３６１万７,０００円の減額計上となっております。 

  １００ページの委託料の行政事務等包括業務委託料につきましても、８月以降の給食

配送委託分を１項３目教育諸費に計上しているため、１３０万３,０００円の減額とな

っております。 

  １４節工事請負費については、下神野小学校の遊具設置工事費で１,０００万円、同

校の屋外時計更新工事１００万５,０００円で、８８４万９,０００円の増額となってお

ります。 

  続いて、１０１ページにかけて、２目教育振興費です。 

  本年度予算額が１,１４４万２,０００円で、対前年度比２,５４１万５,０００円の減

となっております。小学校で使用するｉＰａｄの更新について、令和６年度、１６５台

分の購入費用が皆減したことが主な減額の要因です。 

  なお、令和７年度も小学校分、残りの１００台を整備する予定ですが、県の共同調達

事業のリースにより整備する予定でございます。 
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  １０節需用費では、昨年度整備したｉＰａｄの周辺機器消耗品分で、３６５万５,０

００円の減額となっております。 

また、１０１ページの１３節使用料及び賃借料では、本年度整備予定のｉＰａｄ１０

０台分のリース料を計上しております。 

  １７節備品購入費においては、２,３４９万５,０００円の減額で、昨年度購入したｉ

Ｐａｄ１６５台分の購入費用が皆減したことによる減額でございます。 

  続きまして、１０２ページにかけて、３項中学校費、１目学校管理費です。 

  本年度予算額が１,６４１万３,０００円で、対前年度比１億５,４７３万９,０００円

の大幅減となっております。令和６年度に実施の紀美野中学校改修工事及び工事監理委

託分、野上中学校技術室改修工事及び設計監理委託料分が皆減したこと、並びに、中学

校統合により、現在の美里中学校運営経費分が削減されることが減額の主な要因となり

ます。 

  人件費では、統合により、美里中学校の養護、事務補助員２名の会計年度任用職員の

報酬、通勤手当で６２９万５,０００円の減額となっております。 

  １０節需用費は６１５万円で、３５０万５,０００円の減、１０２ページ、１１節役

務費は１１０万４,０００円で、８３万６,０００円の減、いずれも美里中学校分の減額

でございます。 

  １２節委託料は６２６万４,０００円で、５１９万５,０００円の減、主に紀美野中学

校改修工事管理委託料の皆減と野上中学校技術室改修工事設計監理委託料の皆減による

ものでございます。 

  １３節使用料及び賃借料は２０１万６,０００円で、１４７万１,０００円の減です。

美里中学校分の減額によるものでございます。 

  なお、本年度は１４節工事請負費の計上はなく、紀美野中学校改修工事及び野上中学

校技術室改修工事分１億３,６９５万６,０００円が皆減をしております。 

  続いて１０３ページ、２目教育振興費です。 

  本年度予算額が９４４万４,０００円で、対前年度比１,６４５万７,０００円の減と

なっております。中学校で使用するｉＰａｄの更新について、令和６年度１５５台分の

購入費用が皆減したことが主な減額の要因です。 

  １０節需用費は１０５万７,０００円で、昨年度整備したｉＰａｄの周辺機器消耗品

分の減額が大きく、３７１万６,０００円の減額となっております。 
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  １７節備品購入費は、中学校の教科書改訂年度であるため、教員用の指導書等購入費

用等で４３１万９,０００円の計上です。前年度比１,０８２万９,０００円の減額とな

っております。令和６年度整備のｉＰａｄ１５５台分の購入費用が皆減となったためで

ございます。 

  続きまして、１０４ページにかけて、４項社会教育費、１目社会教育総務費です。 

  本年度予算額が２,１３４万円で、対前年度比３８万１,０００円の減額となっており

ます。職員人件費につきまして、会計年度任用職員の人件費が９９万７,０００円増加

しておりますが、旧セミナーハウス管理が企画管財課に移管となったため、需用費、役

務費、委託料、借地料等で１３０万２,０００円の減額となっております。 

  続いて、１０５ページ、２目生涯学習振興費は、例年とほぼ同様の計上となっており

ます。 

  ３目公民館費は、本年度３,５５０万６,０００円で、対前年度比２５９万２,０００

円の増額です。会計年度任用職員の人件費の増額により、１節報酬、３節職員手当等で

２０２万８,０００円の増、中央公民館図書管理システムの更新に伴う保守料と機器等

借上料で、１１８万円の増となっているのが増額の主な要因です。 

  １０７ページの４目人権教育費は、本年度６９５万３,０００円、対前年度比１５４

万４,０００円の減となっております。機構改革により、人権啓発事業が総務課に移管

したため、１２節委託料において、人権啓発事業委託料１５０万円、人権啓発講習委託

料４０万円が皆減となっておるためでございます。 

  １０８ページにかけて、５目文化財保護費です。 

  本年度１８３万７,０００円、対前年度比６０万５,０００円の増です。 

  １４節工事請負費において、動木地内のニホンアカガエル及び菅沢地内の庄屋弥一郎

の碑についての看板設置費用を４７万３,０００円新規計上したことが主な増額の要因

です。 

  ６目放課後子ども総合プラン事業費は、ふれあいルーム及び学習サポート事業に係る

予算で、本年度２０６万１,０００円、対前年度比４４万５,０００円の増額で、ふれあ

いルームにおいて、指導員を１名増員したことによる人件費の増が主な要因です。 

  １１０ページにかけて、７目星の動物園管理運営費は、本年度予算額が６,４７３万

円で、対前年度比４４０万８,０００円の増となっております。主な増額の要因は、１

２節委託料において、警備委託及び雑草刈取り範囲の見直しにより５９３万８,０００
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円の減額とはなっておりますが、１０５センチ大型望遠鏡駆動系の不具合を改善するた

めの修繕が必要になったため、１０節需用費が９０８万３,０００円増額となったこと

によるものでございます。 

  続きまして、１１１ページにかけて、８目文化センター管理運営費は、本年度予算額

が３,２４６万１,０００円で、対前年度比６７万８,０００円の減となっております。

主な要因は、事務員のパートタイム会計年度任用職員が、昨年度末で１名退職されたこ

とによるものでございます。 

  １１１ページ下段から１１２ページにかけて、９目真国区民センター運営費は、本年

度２１４万１,０００円で、前年度とほぼ同様の計上になっています。 

  続いて、１１３ページにかけて、１０目自然体験世代交流センター管理運営費は、本

年度５４２万６,０００円、前年度比３７万１,０００円の増額計上です。主に、会計年

度任用職員の人件費及び電気代の電気料の高騰によるものでございます。 

  続いて、１１４ページにかけて、５項保健体育費、１目保健体育総務費で、本年度予

算額が２,４５３万円で、対前年度比２８６万９,０００円の増となっております。職員

人件費につきまして、人事異動により、給料、職員手当等、共済費において、２７６万

４,０００円の増額となったことが主な要因です。 

  続きまして、１１５ページにかけて、２目体育施設管理運営費は、本年度予算額が４

億７,６３５万２,０００円で、対前年度比１億４,９２４万９,０００円の増となってお

ります。主な要因は、スポーツ公園リニューアル事業に係る予算で、１２節委託料では、

前年度計上の設計業務に係る費用８,６００万円が皆減し、本年度は工事監理に係る費

用２,０１７万３,０００円を計上しており、委託料が６,５９２万７,０００円減となり

ましたが、１４節工事請負費にリニューアル工事に充てるための費用を、前年度比２億

１,５８２万７,０００円増の４億２,９８２万７,０００円を計上したためでございます。 

  以上、簡単でございますが、９款教育費の予算説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

（教育次長 東浦功三 降壇） 

○議長（美野勝男）    中前建設課長。 

（建設課長 中前貴康 登壇） 

○建設課長（中前貴康）    それでは、私のほうから、建設課関連のものの予算につ

いて御説明をさせていただきます。 
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  予算に関する説明書の１１５ページをお開きください。予算説明資料では、１３６ペ

ージをお開きください。 

  １０款災害復旧費、１項１目道路橋りょう災害復旧費でございます。 

  本年度２億１,６４２万円、前年度比１億２,６４０万円の増額となってございます。

これにつきましては、令和５年６月豪雨災害に被災した町道等の道路関係施設９件を復

旧するための工事請負費を計上しております。 

  次に、１１６ページをお開きください。 

  １項２目河川災害復旧費でございます。 

  本年度１億３,２７０万円、前年度比１億３,２７０万円の皆増となってございます。

これにつきましても、同じく、令和５年６月豪雨災害に被災した町管理河川等施設２４

件を復旧するための工事請負費を計上しております。 

  次に、１１７ページを御覧ください。 

  ２項１目農地農業用施設災害復旧費でございます。 

  本年度２５万２,０００円、前年度比１３万２,０００円の増となってございます。こ

ちらにつきましては、災害に備えての科目設定でございます。 

  次に、２項２目林業施設災害復旧費でございます。 

  本年度２５万２,０００円、前年度比１３万２,０００円の増となってございます。こ

れにつきましても、同じく災害に備えての科目設定でございます。 

  以上、簡単ではございますが、１０款の中の建設課の関係予算についての説明とさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

（建設課長 中前貴康 降壇） 

○議長（美野勝男）    曲里総務課長。 

（総務課長 曲里充司 登壇） 

○総務課長（曲里充司）    予算に関する説明書の１１８ページを御覧ください。 

  １１款公債費、１項１目の元金では、前年度と比較して、１億４１５万２,０００円

減額の９億８,８２８万６,０００円の計上となっております。２目の利子では、２,９

９５万１,０００円増額の５,５７３万５,０００円を計上してございます。 

  続きまして、１２款諸支出金です。 

  １項１目の財政調整基金費は、１１２万５,０００円増額の積立金１６４万８,０００

円、２目の減債基金費は９万４,０００円増額の積立金１１万円、３目の土地開発基金
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費は５万９,０００円増額の積立金７万９,０００円、４目の上芝貞夫文化・教育振興基

費は２万５,０００円増額の積立金４万４,０００円、５目の合併振興基金費は３８万３,

０００円増額の積立金７２万９,０００円。 

  １１９ページにわたりまして、６目のふるさとまちづくり応援基金費は、３４万７,

０００円増額の積立金１億３８万６,０００円、７目の福祉基金費は２,０００円増額の

積立金５,０００円、８目の中山間ふるさと・水と土保全対策基金費は、１万２,０００

円増額の積立金１万８,０００円、９目の森林環境譲与税基金費は、９３１万８,０００

円増額の積立金４,６３５万４,０００円、１０目の公共施設等整備基金費は、９９万８,

０００円増額の積立金１３４万４,０００円、１１目の地上デジタル放送中継施設基金

費は、４万円増額の積立金２,００４万円を計上してございます。 

  最後に１３款予備費、１項１目の予備費につきましては、前年度と同額の１,０００

万円を計上としてございます。 

  なお、１２０ページから１２３ページにかけましては給与費明細書を、１２４ページ

から１２５ページにかけましては債務負担行為で、翌年以降に渡るものについての前年

度末までの支出額の見込及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書を、１２６ペー

ジには、地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現

在高の見込に関する調書を掲載してございますので、御高覧賜りたいと存じます。 

  それでは、令和７年度紀美野予算書の７ページをお開きいただきたいと思います。 

  第２表、債務負担行為についてでございます。 

  長期総合計画策定事業で、期間は令和８年度で、限度額が３５４万５,０００円でご

ざいます。 

  次に、男女共同参画基本計画策定事業で、期間は令和８年度で、限度額は２０８万円、

高齢者福祉介護事業計画策定事業で、期間は令和８年度で、限度額は４３４万５,００

０円、移動販売支援事業で、期間は令和８年度から令和１１年度までで、限度額はそれ

ぞれ１２０万円でございます。 

  総合福祉センター空調照明設備更新事業で、期間は令和８年度で、限度額は３９６万

円、３トンダンプ購入事業で、期間は令和８年度で、限度額は１,１００万円でござい

ます。 

  続きまして、第３表、地方債についてでございます。 

  起債の目的欄の辺地対策事業債は、限度額を１,０８０万円、過疎対策事業債は限度



－９３－ 

額を６億５,２７０万円、一般単独事業債では、限度額を６億４,２７０万円、災害復旧

事業債では、限度額を１億９,８３０万円に設定するものでございます。 

  起債の方法につきましては、普通貸借または証券発行でございます。 

  利率につきましては、５.０％以内、ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金

及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後において、当該見直

し後の利率となります。 

  償還の方法は、政府資金についてはその融資条件により、銀行その他の場合には、そ

の債権者と協定する者による。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還期限を

短縮し、または繰上償還、もしくは低利に借り換えすることができるとするものでござ

います。 

  以上で、令和７年度一般会計当初予算の説明とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

（総務課長 曲里充司 降壇） 

○議長（美野勝男）    以上で、一般会計の説明が終わりました。 

◎日程第３７ 議案第３４号 令和７年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算につい 

              て 

◎日程第３８ 議案第３５号 令和７年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算 

              について 

◎日程第３９ 議案第３６号 令和７年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について 

○議長（美野勝男）    日程第３７、議案第３４号、令和７年度紀美野町国民健康保

険事業特別会計予算についてから、日程第３９、議案第３６号、令和７年度紀美野町後

期高齢者医療特別会計予算についてまで、３議案を一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  森谷住民課長。 

（住民課長 森谷克美 登壇） 

○住民課長（森谷克美）    それでは、議案第３４号から議案第３６号の特別会計予

算について御説明させていただきます。 

  令和７年度紀美野町予算書の９ページをお開きください。 

  議案第３４号、令和７年度紀美野国民健康保険事業特別会計予算。 

  令和７年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
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  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１２億４,５６９万１,０００円と

定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

  （歳出予算の流用） 

  第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でこれらの経費の各項の間の流用。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書の１２９ページをお開きください。予算説明資料は１３７ページ

からとなります。 

  歳入でございます。 

  １款国民健康保険税、１項１目一般被保険者国民健康保険税は、本年度予算１億８,

６６１万８,０００円で、１,２６４万３,０００円の減額です。被保険者数の減少によ

るものです。 

  ２款使用料及び手数料、１項１目督促手数料は、本年度予算２万２,０００円で、２,

０００円の増額です。 

  ３款県支出金、１項１目保険給付費等交付金は、本年度予算９億１,３７５万２,００

０円で、３１４万９,０００円の減額です。１節普通交付金の減額が主な要因となりま

す。 

  次のページで、２目財政対策補助金は本年度予算４００万円で、前年度と同額です。

町単独事業影響分として、一般会計から繰り出す分と同額を財政対策補助金として交付

されるものです。 

  ４款財産収入、１項１目利子及び配当金は、本年度予算２９万２,０００円で２２万

円の増額です。財政調整基金の預金利子です。 

  ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、本年度予算１億１,４１９万５,０００円で、

２０２万２,０００円の減額です。１節及び２節保険基盤安定繰入金の減額が主な要因

となります。 
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  次のページ、１３１ページで、２項１目財政調整基金繰入金は本年度予算２,５１６

万円で、２,５０４万３,０００円の増額です。歳出に対する予算不足を補うための繰入

金です。 

  ６款繰越金、１項１目前年度繰越金と７款諸収入、延滞金は、前年度と同額の計上で

す。 

  ７款２項１目第三者納付金は１５０万円で、１５０万円の減額です。実績等を勘案し、

減額しています。 

  ２目返納金は本年度予算１,０００円で、前年度と同額です。 

  歳出でございます。 

  １３２ページをお開きください。予算説明資料は１４０ページからとなります。 

  １款総務費、１項１目一般管理費は、一般事務に係る職員の人件費、委託料、負担金

等が主な内容です。本年度予算２,６０５万６,０００円で、１０万６,０００円の減額

です。前年度実施したマイナ保険証に係る委託料の電算システム改修委託料の減額が主

な要因となります。 

  次のページで、２項１目賦課徴収費は、主に国保税の賦課及び徴収に係る予算です。

本年度予算２５５万７,０００円で、３５万９,０００円の増額です。 

  ３項１目運営協議会費は今年度予算６万５,０００円で、前年度と同額です。 

  ２款保険給付費、１項１目一般被保険者療養給付費は、本年度予算７億５,３００万

円で１００万円の減額です。一般被保険者の疾病・負傷に対する保険者負担費用で、令

和６年度の実績見込みを基に推計しております。 

  ２目一般被保険者療養費は、本年度予算９００万円で５０万円の減額計上です。主に

一般被保険者の柔道整復、マッサージ、鍼灸等に対する負担費用で、令和６年度の実績

見込みを基に推計しております。 

  次のページ、１３４ページで、３目審査支払手数料は、本年度予算２６３万円で１万

８,０００円の減額です。レセプトの審査支払手数料です。 

  ２項１目一般被保険者高額療養費は、限度額を超える一部負担金について、その超え

た分を保険者負担とするものです。本年度予算１億１,６００万円で、１００万円の減

額です。 

  ２目一般被保険者高額介護合算療養費は、本年度予算２５万円で、前年度と同額です。

医療保険と介護保険の両方の自己負担額を合算し、限度額を超えた場合、その超えた分
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を保険者が負担する費用となります。 

  ３項１目一般被保険者移送費は、本年度予算１万円で、前年度と同額です。災害現場

など、特殊な場所から重病人を移送する場合などの保険者負担費用となります。 

  次に、４項１目出産育児一時金です。本年度予算３００万２,０００円で、前年度と

同額です。 

  次のページで、５項１目葬祭費は、本年度予算７５万円で、前年度と同額です。 

  ６項１目傷病手当金は、本年度予算２万円で、２万８,０００円の減額です。給与収

入がある国保被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染し、労務を行うことができな

い場合に支給されるもので、この制度は、令和５年５月７日までに新型コロナウイルス

に感染した方が対象でございましたが、保険給付は２年間遡ることができるため、本年

度も計上しております。 

  ３款国民健康保険事業納付金、１項１目一般被保険者医療給付費分は、本年度予算２

億９０７万１,０００円で、１,６７５万４,０００円の増額です。 

  ２項１目一般被保険者後期高齢者支援金等分は、本年度予算６,１８５万１,０００円

で、４４４万９,０００円の減額です。 

  次のページ、１３６ページで、３項１目介護納付金分につきましても、本年度予算１,

８８７万２,０００円で、１５５万６,０００円の減額です。なお、県納付金の合計額は

２億８,９６９万４,０００円で、１,０７４万９,０００円の増額となっております。増

額の要因は、医療給付費の増額となります。 

  ４款保健事業費、１項１目疾病予防費は、本年度予算１,１７６万７,０００円で、２

２０万２,０００円の減額です。重複・多剤服薬者通知業務委託料が国保連合会に委託

となったことにより、減額となっています。 

  続きまして、２項１目特定健康診査等事業費でございます。 

  本年度予算１,４４８万２,０００円で、３０万６,０００円の減額です。国保保健事

業に係る予算で、保健指導や特定健診受診勧奨等の事業を行います。人件費及び特定健

診等業務委託料が主なものとなります。 

  次のページ、１３７ページで、５款基金積立金、１項１目財政調整基金積立金は、本

年度予算２９万２,０００円で２２万円の増額です。財政調整基金の預金利息を見込ん

でいます。 

  ６款諸支出金、１項１目一般被保険者保険税等還付金及び還付加算金は、本年度予算
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５５万円で、前年度と同額です。 

  次のページで、２項１目繰出金は本年度予算１,４５６万６,０００円で、２１万７,

０００円の減額です。国民健康保険診療所事業特別会計に診療所運営費として繰り出す

もので、令和６年度の特別調整交付金を基に計上しております。 

  ７款予備費、１項１目予備費は本年度予算１００万円で、前年度と同額です。 

  次のページより、本特別会計に係る職員の給与費明細書となります。 

  以上、簡単ではございますが、令和７年度国民健康保険事業特別会計の当初予算につ

いての御説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案第３５号について御説明させていただきます。 

  令和７年度紀美野町予算書の１３ページをお開きください。 

  議案第３５号、令和７年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算。 

  令和７年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出予算それぞれ９,８９０万３,０００円と定

める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  それでは、予算に関する説明書の１４５ページをお開きください。予算説明資料は１

４７ページからとなります。 

  歳入でございます。 

  １款診療収入、１項１目外来収入です。本年度予算３,６０５万４,０００円で、前年

度と同額を計上しています。 

  ２款分担金及び負担金、１項１目診療所費負担金は、診療所送迎タクシー利用負担金

で、前年度と同額の１３万２,０００円を計上しています。 

  ３款使用料及び手数料、１項１目文書料も、前年度と同額の１９万２,０００円を計

上しています。 

  ４款県支出金、１項１目へき地診療所対策費補助金、本年度予算１４９万５,０００

円で、２３万７,０００円の増額です。１節へき地診療所設備整備事業補助金の増額分
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となります。 

  次のページで、２目和歌山県医師少数区域等勤務医支援事業補助金は、令和４年度に

当町診療所医師が医師少数区域経験認定医師に厚生労働大臣から認定されたことに伴い、

研修受講費や専門書購入経費について、和歌山県より医師少数区域等勤務支援事業補助

金の交付を受けるもので、９万９,０００円を計上しています。 

  続きまして、５款繰入金、１項１目一般会計繰入金、本年度予算４,６０３万７,００

０円で、２０４万３,０００円の増額です。人件費及び施設管理等に充当するものです。 

  ２目国民健康保険事業特別会計繰入金は、本年度予算１,４５６万６,０００円で、２

１万７,０００円の減額です。僻地診療所運営に係る調整交付金で、令和６年度の実績

値を基に計上しています。国保特会からの繰入金です。 

  ６款繰越金、１項１目繰越金と、７款諸収入、１項１目雑入は、前年度と同額を計上

しております。 

  続いて、歳出でございます。 

  １４７ページをお開きください。予算説明資料は１４９ページからとなります。 

  １款総務費、１項１目一般管理費です。この予算は、町内４診療所を運営するための

人件費や施設管理運営費、各種業務委託費、関連団体負担金等が主なものでございます。

本年度予算７,００５万５,０００円で、３５１万７,０００円の増額です。人件費の増

額が主な要因です。 

  続きまして、１４９ページの２款医療費、１項１目医療用機械機器費です。本年度予

算５１３万２,０００円で１４６万８,０００円の減額です。 

  １３節使用料及び賃借料で、現在の医療機器等の利用客数に合わせ、１３８万６,０

００円を減額しています。 

  １７節備品購入費は、薬剤の印字機能付き分包機を更新するものとなります。 

  ２目医療用消耗品費、３目医薬品衛生材料費、４目検査費は、前年度と同額を計上し

ております。 

  ５目研究研修費は、本年度予算２２万３,０００円で、８､０００円の増額です。主に

医師少数区域経験認定医師に認定されている診療所医師の研究や研修に係る費用で、医

薬書の購入経費や研修参加負担金、研修旅費などです。１３節使用料及び賃借料を除き、

和歌山県の補助対象経費となっております。 

  次のページ、１５０ページで、３款予備費、１項１目予備費は、前年度と同額の１０
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０万円を計上しております。 

  次のページより、本特別会計に係る職員の給与費明細書となります。 

  以上、簡単ではございますが、令和７年度国民健康保険診療所事業特別会計の当初予

算についての御説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案３６号について御説明させていただきます。 

  令和７年度、紀美野町予算の予算書の１７ページをお開きください。 

  議案第３６号、令和７年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算。 

  令和７年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億３,６９５万３,０００円と定

める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書の１５７ページをお開きください。予算説明資料も１５７ページ

からです。 

  歳入でございます。 

  １款保険料、１項１目後期高齢者医療保険料は、本年度予算１億４,９０１万９,００

０円で、８４１万３,０００円の増額です。１節現年度分において、８３３万８,０００

円の増額を見込んでおります。 

  ２款使用料及び手数料、１項１目督促手数料は５,０００円の計上です。 

  ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、本年度予算２億７,１５２万６,０００円で、

４３５万９,０００円の増額です。療養給付費繰入金の増額が主な要因となります。 

  ４款繰越金、１項１目繰越金は、前年度繰越金として、前年度と同額の１８０万円を

計上しています。 

  ５款諸収入、１項１目延滞金、次のページの２目過料とも、前年度同様１,０００円

ずつ、計２,０００円の計上です。 

  ２項１目総務費受託事業収入は、本年度予算１,４３０万１,０００円で、１８万円の

減額です。令和３年度から和歌山県後期高齢者医療広域連合より委託され、実施してお

ります保健事業と介護予防の一体化事業に係る高齢者保健事業受託料です。 
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  ３項１目保険料還付金は、歳出還付した際の広域連合からの還付金として２９万円、

２目還付加算金は１万円で、いずれも前年度と同額です。 

  歳出へ移ります。 

  １５９ページをお開きください。予算説明資料も１５９ページからです。 

  １款総務費、１項１目一般管理費は本年度予算１,６７５万４,０００円で、２９万９,

０００円の増額です。人件費の増額が主な要因です。 

  ２項１目徴収費は本年度予算１６９万７,０００円で、４２万５,０００円の増額です。 

  次のページで、２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連

合納付金は本年度予算４億２４３万６,０００円で、１,２９２万３,０００円の増額で

す。主に保険料徴収分の増額によるものです。 

  ３款保健事業費、１項１目保健事業と介護予防の一体化事業費は、本年度予算１,４

７６万６,０００円で１０５万４,０００円の減額です。人事異動による減額と消費税納

付金の発生による増額が主な要因となります。 

  次のページ、１６１ページ、４款諸支出金、１項１目保険料等還付金及び還付加算金

は、前年度と同様の３０万円です。 

  次のページで、５款予備費、１項１目予備費につきましても、前年度と同額の１００

万円を計上しております。 

  次のページより、本特別会計に係る職員の給与費明細書となります。 

  以上、簡単ではございますが、令和７年度後期高齢者医療特別会計予算の御説明とさ

せていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（住民課長 森谷克美 降壇） 

◎日程第４０ 議案第３７号 令和７年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

○議長（美野勝男）    日程第４０、議案第３７号、令和 7年度紀美野町介護保険事

業特別会計予算について議題とします。 

  説明を求めます。 

  森谷保健福祉課長。 

（保健福祉課長 森谷善彦 登壇） 

○保健福祉課長（森谷善彦）    それでは、予算書の２１ページをお開きください。 

  議案第３７号、令和７年度紀美野町介護保険事業特別会計。 

  令和７年度紀美野町の介護保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 
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  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７億７,３１０万４,０００円と

定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

  （歳出予算の流用） 

  第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  第２号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における、同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書の１６９ページをお願いします。また、予算説明資料は１６３ペ

ージからとなります。 

  歳入でございます。 

  なお、説明は、項ごとにさせていただきます。 

  １款介護保険料、１項介護保険料は、第１号被保険者保険料２億７,３８６万２,００

０円の計上です。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料は計４,０００円の計上で、証明手数料、督促手

数料でございます。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金は２億９,４６６万１,０００円の計上で、介護給付

費の国負担分です。保険給付費等の減少に伴い、前年度と比較し、４３９万６,０００

円の減額となっております。 

  次に、１７０ページにかけての２項国庫補助金は、計１億８,９２９万９,０００円の

計上です。 

  次に、４款支払基金交付金、１項支払基金交付金は、計４億５,７７６万１,０００円

の計上で、介護給付費及び地域支援事業に係る第２号の被保険者負担分です。 

  次に、５款県支出金、１項県負担金は２億４,７１７万３,０００円で、介護給付費の

県負担分となります。 
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  第２項県補助金は計８３９万円の計上で、各地域支援事業に係る県の負担分となりま

す。 

  １７１ページを御覧ください。 

  ６款財産収入、１項財産運用収入は２６万６,０００円の計上です。介護給付費準備

基金の利子を計上したものでございます。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金は、計２億７,７８９万３,０００円の計上です。介

護給付費、各地域支援事業、事務費、低所得者保険料軽減のための町負担分を繰り入れ

するものでございます。 

  次に、２項基金繰入金は１,４１６万２,０００円の計上です。 

  １７２ページにかけての８款繰越金、１項繰越金は、昨年度同額の１,０００円を計

上しております。 

  ９款諸収入、１項延滞金加算及び過料についても、昨年度同額の計１万１,０００円

の計上です。 

  ２項雑入は計９６２万１,０００円の計上で、滞納繰越分、第三者納付金、返納金、

各介護予防のケアプランの作成報酬によるものでございます。 

  続きまして、歳出でございます。目ごとに説明させていただきます。 

  １７３ページから１７４ページにかけての１款総務費、１項１目一般管理費は３,６

７６万１,０００円で、前年度と比較し、１３８万円の増額です。人事院勧告に伴う人

件費の増額が主な要因でございます。 

  ２項１目賦課徴収費は、１４４万５,０００円の計上です。 

  次に、１７５ページにかけての３項１目介護認定審査会費は３０１万５,０００円、

２目認定調査等費は９４２万６,０００円の計上です。 

  続いて、１７６ページにかけての２款保険給付費、１項介護サービス等諸費は計１４

億９,５０３万２,０００円の計上で、対前年度と比較し、１,３９８万１,０００円の減

額となっています。 

 ３目施設介護サービス給付費は増額見込みですが、１目の居宅介護サービス給付費では、

訪問介護、通所介護の利用が減少しており、減額の主な要因となっています。 

  次に、１７７ページにかけての２項介護予防サービス等諸費は計６,５４２万４,００

０円の計上で、前年度から比較し、４９２万７,０００円の増額となっています。 

  １目の介護予防サービス給付費では、訪問リハビリや福祉用具の貸与などのサービス
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の利用者が増加しており、増額の主な要因となっています。 

  続いて、３項１目審査支払手数料は１２９万６,０００円、４項１目高額介護サービ

ス費は４,３１０万４,０００円、５項１目高額医療合算介護サービス費は４８８万４,

０００円の計上です。 

  １７８ページの６項特定入所者介護サービス等費は計５,７４４万４,０００円の計上

です。所得の低い方が施設入所する場合、食事や部屋代の負担の軽減を図るものですが、

対象者の減少により、前年度より８０４万９,０００円の減額となっています。 

  ３款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費は計１,８１２万円の計

上で、給付実績を踏まえ、３５７万１,０００円の減額としております。 

  １７９ページにかけての２項１目一般介護予防事業費は１,００１万３,０００円の計

上で、前年度と比較し、３５４万５,０００円の増額です。保健師１名の人件費のほか、

いきいき百歳体操などを実施するための費用を計上しておりますが、職員の異動に伴う

人件費の増額が主な要因となっています。 

  次に、１８０ページにかけての３項 1目総合相談事業費は８０６万円の計上です。社

会福祉士の職員１名の人件費が主なもので、包括的な相談窓口として各種サービスにつ

ないでいるところです。 

  ２目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費は５８６万６,０００円の計上で、

主任ケアマネ資格のある職員を置き、介護支援専門員の支援や関係機関や多職種との連

携を図っています。 

  次に、１８１ページにかけての３目任意事業は７８８万２,０００円の計上で、前年

度と比較し、３５６万２,０００円の増額です。緊急通報システム保守管理委託料を一

般会計から移行し、より有利な国・県の補助を受け、実施するものです。また、緊急時

の通報は押しボタン式の装置を貸与するだけでしたが、その方の心身の状態に応じ、人

感センサーでの通報も選択できるようにします。 

  ４目在宅医療・介護連携推進事業費は２２９万６,０００円の計上で、海南市と共同

で医療法人に委託し、在宅医療・介護を提供するための体制づくりに努めます。 

  ５目生活支援体制整備事業費は４６万７,０００円の計上。 

  次に、１８２ページの６目認知症総合支援事業費は３６万６,０００円、７目地域ケ

ア会議推進事業費は３１万円１,０００円の計上です。 

  ４項１目審査支払手数料は１１万８,０００円の計上です。 
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  １８３ページにかけての４款基金積立金、１項１目介護給付費準備基金積立金は２６

万６,０００円の計上で、基金利息分の再積み分でございます。 

  ５款諸支出金、１項１目保険料等還付金及び還付加算金は５０万円、６款１項１目予

備費は１００万円で、昨年度と同額を計上しています。 

  なお、１８４ページから１８７ページにかけて給与費明細書をつけておりますので、

御高覧ください。 

  以上、簡単ですが、議案第３７号、令和７年度紀美野町介護保険事業特別会計予算の

説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

（保健福祉課長 森谷善彦 降壇） 

◎日程第４１ 議案第３８号 令和７年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計 

              予算について 

○議長（美野勝男）    日程第４１、議案第３８号、令和７年度紀美野町のかみふれ

あい公園運営事業特別会計予算についてを議題とします。 

  説明を求めます。 

  吉見産業課長。 

（産業課長 吉見將人 登壇） 

○産業課長（吉見將人）    私のほうからは、令和７年度紀美野町のかみふれあい公

園運営事業特別会計予算について説明させていただきます。 

  それでは、予算書の２５ページをお開きください。 

  議案第３８号、令和７年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予算。 

  令和７年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,７８３万５,０００円と定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  申し訳ございませんが、予算に関する説明書の１９１ページをお開きください。説明

資料は１７９ページからとなりますので、併せて御覧ください。 

  なお、説明につきましては、各目単位で説明させていただきますので、よろしくお願
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いいたします。 

  ２、歳入でございます。 

  １款１項１目観光施設等使用料は、オートキャンプ場、パークゴルフ場、バーベキュ

ーサイトなどの使用料で、昨年度より２４０万円減額の２,５００万円を計上してござ

います。これは、パークゴルフの利用者等が他の市町村の施設に分散していることや、

猛暑による利用控えによる当初比較で減額を見込んでございます。 

  続きまして、１款２目の農林業施設使用料の９０万円は、ふれあい館の農林産物等の

販売コーナー、食堂コーナーの施設のテナント料でございます。 

  次に、２款１項１目一般会計繰入金２,０５４万１,０００円を計上してございまして、

施設使用料の収入の減及び人件費の増により、昨年度より４６５万１,０００円を増額

してございます。 

  続きまして、３款１項１目繰越金、本年度の１０万円は、昨年度からの繰越金でござ

います。 

  ４款１項１目施設管理受託事業収入の９万９,０００円は、県と町で共通管理する上

水道の受水槽管理の費用に対し、県から受託金を頂くものでございます。 

  続きまして、４款２項１目雑入の１１９万５,０００円は、１０８万９,０００円の増

額を見込んでございます。これは、昨年度補正予算でお認めいただきました遊具の修理

に係る支援で、子ども活動支援金を昨年度に引き続き申請するものでございます。 

  以上、収入の説明とさせていただきます。 

  続きまして、１９２ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  １款１項１目一般管理費の４,６６９万６,０００円は、ふれあい公園に関する運営管

理費の全般の経費でございます。前年度より３３６万円の増額となってございまして、

主な増減理由についてのみ説明させていただきます。 

  人件費で２０１万１,０００円増額してございまして、１節の報酬、３節の職員手当、

４節の共済費でそれぞれ増額となってございます。 

  次に、１０節の需用費の中の修繕費で２１５万円でございますが、このうち１００万

円につきましては遊具の部分改修費で、歳入で説明させていただきました子ども活動支

援金の事業でございます。 

  続きまして、１９３ページの下段、２款１項１目の元金で１３万８,０００円、２目
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で利子として１,０００円を計上しています。これは、平成３０年の台風で破損したパ

ークゴルフ場の料金所の屋根を改修するために借り入れた地方債の償還金と支払利息で

ございます。 

  続きまして、１９４ページをお開きください。 

  ３款１項１目の予備費でございます。昨年度と同様に１００万円を計上してございま

す。 

  次の１９５ページには、ふれあい公園会計の職員の給与明細書、次の２００ページに

は、地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高

の見込に関する調書を添付してございますので、御高覧いただければと思います。 

  以上、簡単ではございますが、令和７年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別

会計予算の説明とさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

（産業課長 吉見將人 降壇） 

◎日程第４２ 議案第３９号 令和７年度紀美野町農業集落排水事業会計予算について 

◎日程第４３ 議案第４０号 令和７年度紀美野町東部簡易水道事業会計予算について 

◎日程第４４ 議案第４１号 令和７年度紀美野町西部簡易水道事業会計予算について 

○議長（美野勝男）    日程第４２、議案第３９号、令和７年度紀美野町農業集落排

水事業会計予算についてから、日程第４４、議案第４１号、令和７年度紀美野町西部簡

易水道事業会計予算についてまで、３議案を一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  長生水道課長。 

（水道課長 長生正信 登壇） 

○水道課長（長生正信）    それでは、予算書２９ページをお開きください。 

  議案第３９号、令和７年度紀美野町農業集落排水事業会計予算について説明させてい

ただきます。 

  第１条は総則でございます。 

  第２条は、主な業務の予定量を定めており、接続戸数は２０９戸、年間排水量は４万

８,７００立方メートル、１日平均排水量は１３３立方メートルを予定しております。

主な工事につきましては、県道奥佐々阪井線道路改良に伴い、ＶＵ管１５０ミリを２０

メートル布設替えを行うもので、５００万円を予定しております。 

  次に、第３条、収益的収入及び支出でございます。 
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  主な内容について説明させていただきますので、予算説明書の１９９ページを参照い

ただければと思います。説明資料につきましては、１８３ページからとなっております。 

  なお、今年度は公営企業法適用後初めての決算でもあることから、支援業務委託費を

計上しております。財源につきましては、条文により定めることになっており、公営企

業会計適用債１１０万円を借り入れるものでございます。 

  それでは、収入でございます。 

  第１款は、農業集落排水事業の収益の総額を２,９４２万５,０００円と定めるもので

ございます。 

  第１項営業収益は主に施設使用料で、８２４万２,０００円で、ほぼ横ばいの状況に

あります。 

  第２項営業外収益は２,１１８万３,０００円で、一般会計補助金や現金の収入はござ

いませんが、長期前受金戻入等で、今年度は支出で御説明いたしますが、国から策定を

求められている適正化計画の業務委託に対する交付金７００万円を計上してございます。   

また、今年度は建設改良工事があることから、消費税の還付を見込んでおります。 

  次に、支出として、農業集落排水事業費用の総額を３,７８３万１,０００円と定め、

第１項営業費用は３,７０８万６,０００円でございます。営業活動に係る費用として、

１目管渠費で１４６万８,０００円で４２万円の増、管路の維持管理や修繕、ポンプの

動力費を計上してございます。 

  修繕費は昨年度、２目処理場費に一括計上していたため、適正科目への振分けによる

増となっております。 

  ２目処理場費は８１３万５,０００円で、３３万７,０００円の増、施設の動力費、維

持管理費、水質検査委託料などを計上してございます。 

  ３目業務及び総係費は１,６７６万円で、６０６万７,０００円の増、人件費、保険や

会計・料金システムのリースや保守などの事務費用でございます。昨年度と比較して増

額となっておりますのは、１１節委託料で維持管理適正化計画策定業務委託料の７００

万円の計上です。財源につきましては、収入の国庫補助金、農山漁村地域整備交付金が

全額充当されております。 

  この計画は、全国的にも平成初期に建設された施設が非常に多く、一定の経過年数を

経て、人口減少などの社会情勢から、統廃合などを含め、維持管理の効率や機能強化を

実施し、安定した施設運営を行うための計画で、本来は令和４年度と令和５年度で施行
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した機能強化工事の採択要件にもなっているものでございますが、前倒しでの事業採択

が認められたため事業完了後となりますが、必須要件であることから作成するものでご

ざいます。 

  ４目は減価償却費で、１,０４２万６,０００円の計上です。現金の支出はないもので

ございます。 

  ５目資産減耗費の固定資産除却費２９万７,０００円につきましては、県道の改良に

伴う排水管の更新により、既設管の除却費を計上してございます。こちらも現金の支出

はありません。 

  第２項営業外費用は４４万５,０００円で、主には企業債利息を計上してございます。 

  第３項は、予備費３０万円を計上してございます。 

  第４条、資本的収入及び支出でございます。 

  収入の第１款は、資本的収入の総額を９７９万７,０００円と定めるものでございま

す。 

  第１項企業債、１５０万円の計上です。今年度工事の起債対象額を計上してございま

す。 

  第２項出資金４８９万７,０００円につきましては、建設改良工事の町単独分及び企

業債償還金に対する一般会計からの繰入れでございます。 

  第３項工事負担金３４０万円につきましては、支障下水道管の移設補償金でございま

す。 

  支出の第１款は、資本的支出の総額を９７９万７,０００円と定めるものでございま

す。 

  第１項建設改良費は、県道奥佐々阪井線道路改良に伴う工事で、５００万円でござい

ます。 

  第２項は、企業債償還金として４７９万７,０００円の計上でございます。 

  第５条は企業債について定めたもので、建設改良費の財源として、公営企業債で１５

０万円、公営企業法適用支援業務の財源として、公営企業会計適用債１１０万円を限度

額と定めるものでございます。起債の方法、利率、償還による方法については、記載の

とおりでございます。 

  第６条は、一時借入金の限度額を１,０００万円と定め、第７条では、予定支出の各

項の経費の金額の流用について、第８条では、議会の議決を経なければ流用することが
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できない経費として、職員給与費７０４万５,０００円と定めるものであります。 

  また、第９条では、一般会計から受ける補助金として、経常経費に対する補助として

１,０４１万４,０００円と定めるものでございます。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  説明書２０３ページからは、参考資料としてキャッシュ・フロー、財務諸表を添付さ

せていただいております。後ほど御高覧賜りたいと思います。 

  以上、簡単ではございますが、令和７年度農業集落排水事業会計予算の説明とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いします。 

  続きまして、予算書３３ページをお開きください。 

  議案第４０号、令和７年度紀美野町東部簡易水道事業会計予算について説明させてい

ただきます。 

  第１条は総則でございます。 

  第２条は主な業務の予定量を定めており、全体の給水栓数は２,５８０水栓、年間給

水量は４０万６,０００立方メートル、１日平均給水量は１,１１２立方メートルを予定

しており、人口減少や水需要の減少により、前年度比で日平均１０７立方メートル、年

間で３万９,０００立方メートルの減少の見込みとなっております。 

  主な工事につきましては、町道釜滝柴目線道路改良に伴うもので、主に口径７５ミリ

から１００ミリの配水用ポリエチレン管で、延長４００メートルの布設替えで４,００

０万円、国道３７０号の道路改良に伴い、毛原下地区一ノ瀬橋の架け替え工事により、

口径７５ミリの配水用ポリエチレン管で延長８２メートルの布設替え工事で２,５００

万円、同じく毛原下地区滝宮橋の架け替え工事ですが、新橋が完成するまで口径５０ミ

リメートルの配水用ポリエチレン管で延長７５メートルの仮設配管を行うこととなり１,

４００万円。 

  また、毛原浄水場の水源につきましては、河川の増水や暴風雪により度々被災を受け

ている状況から、住民の皆様方が安心して水道が利用できるよう、令和６年度に新水源

の認可を取得し、今年度で新水源の取水口及び導水管２９７メートル、口径７５ミリメ

ートルの配水用ポリエチレン管により新設を行うため、４,０００万円の予算計上でご

ざいます。 

  次に、第３条収益的収入及び支出でございます。 

  主な内容について説明させていただきますので、予算説明書２２０ページを参照いた
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だければと思います。説明資料は１９１ページからでございます。 

  集落排水と同様に、公営企業会計移行後の業務支援を予算計上しております。財源と

して、公営企業会計適用債で２６０万円を借り入れることと定めております。 

  収入でございます。 

  第１款は、水道事業収益の総額を２億１,７８３万２,０００円と定めるものでござい

ます。 

  第１項事業収益は７,７２７万８,０００円で、１,０８１万５,０００円の減となって

おります。こちらは主に水道料金でございますが、人口減少及び水需要の減少による減

収もございますが、今回、物価高騰により影響を受ける住民や事業者の負担軽減を図る

ため、重点地方交付金を活用し、４月使用分から３か月間、基本料金の減免による減収

がございます。 

  第２項営業外収益は１億４,０５５万４,０００円で、８７４万１,０００円の増です

が、一般会計補助金には、先ほど申し上げた水道料金減免分として９７１万１,０００

円が含まれております。また、今年度は工事費等も多いことから、２００万円の消費税

の還付を見込んでおります。 

  次に、支出として、水道事業費用の総額を２億４,５１７万円と定め、第１項営業費

用は２億３,４７８万３,０００円で、７６６万円の増でございます。営業活動に係る費

用として、１目原水及び浄水費は３,３２９万２,０００円で、５６５万５,０００円の

増、原水の取水、浄水施設の維持等に要する経費で、水質検査や修繕費、動力費を計上

してございます。 

  今年度では、各浄水場の緩速ろ過池の砂が少なくなってきていることから、砂の補充

を行うため、６節材料費にろ過砂購入費用５００万円を計上し、４７０万円の増でござ

います。 

  また、１０節雑費で浄水場施設の除草作業については、昨年度は配水及び給水費に一

括計上されていましたので、施設ごとに計上しております。 

  ２目配水及び給水費は４,５８９万６,０００円で、７７３万円７,０００円の減で、

人件費や漏水修繕等、排水施設の維持、動力費や漏水調査、検針等の委託料でございま

す。減額といたしまして、職員１名減により、６６８万９,０００円の減額となってお

ります。 

  ９節通信運搬費で、各施設ごとの専用回線単価が毎年段階的に値上げされることとな



－１１１－ 

っており、１１９万７,０００円の増、１０節修繕費は１３２万１,０００円の減、今年

度は減圧弁等の定期修繕の予定がないためで、１７節雑費では先ほど申しました除草作

業について、適切な科目振り分けで１３４万５,０００円の減でございます。 

  ４目業務及び総係費は３,４８８万６,０００円で、１,０６０万３,０００円の減で、

人件費、保険や会計・料金システムのリースや保守などの事務費用でございます。昨年

度と比較して減額の主なものは、毛原新水源の変更認可業務が完了となったことで、８

００万円の減となっております。 

  また、下佐々浄水場の常駐警備業務委託は西部簡易水道と６か月分の費用負担をして

おりますが、本年６月が更新時期となっております。しかし、委託料が非常に高額とな

ってきていることから、下佐々浄水場の更新に伴い、紀美野町全域の水道施設の遠隔監

視システムの再構築を行い、職員がいつでもどこでも浄水場の施設の状況が把握できる

ようにいたしました。 

  また、設備アラートの通報システムを調査・検討し、異常発生時は職員に電話通報が

行えるようにいたしました。こうしたことで、これまでは有人でなければ施設管理がで

きない状況でしたが、更新したメリットを最大限に活用し、今後は機械警備による実施

に切り替え、年間１,０００万円以上の経費削減となっております。 

  ５目は減価償却費で、１億１,８０５万円の計上です。現金の支出はないものでござ

います。 

  ６目資産減耗費の固定資産除却費２６３万８,０００円につきましては、配水管の更

新により、既設管の除却費を計上してございます。こちらも現金の支出はありません。 

  第２項営業外費用は９３８万７,０００円で、主には企業債利息を計上してございま

す。 

  第３項は、予備費１００万円を計上してございます。 

  第４条資本的収入及び支出でございます。 

  収入の第１款資本的収入の総額を、１億５,２５７万３,０００円と定めるものでござ

います。 

  第１項企業債６,３１０万円の計上です。今年度工事の起債対象額を計上してござい

ます。 

  第２項他会計出資金３,３７０万９,０００円につきましては、建設改良工事の町単独

分及び企業債償還金に対する一般会計からの繰入れでございます。 
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  第３項工事負担金５,５７６万４,０００円につきましては、支障水道管の移設に対す

る補償金でございます。 

  支出の第１款は、資本的支出の総額を１億５,２５７万３,０００円と定めるものでご

ざいます。 

  第１項建設改良費は、先ほど申し上げました４か所の工事費１億１,９００万円でご

ざいます。 

  第２項は、企業債償還金として３,３５７万３,０００円の計上でございます。 

  第５条は企業債について定めたもので、建設改良費の財源として６,３１０万円を借

り入れる予定となっており、その限度額を公営企業債で３,１６０万円、過疎対策事業

債で３,１５０万円、公営企業会計支援業務の財源として、公営企業会計適用債で２６

０万円と定めるものでございます。起債の方法、利率、償還の方法については、記載の

とおりでございます。 

  第６条は一時借入金の限度額を１億円と定め、第７条では、予定支出の各項の経費の

金額の流用、第８条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、

職員給与費３,６０９万４,０００円と定めるものであります。 

  また、第９条では、一般会計から受ける補助金として、水道料金の減免に要する経費、

児童手当、企業債利息及び経常経費に対する補助として４,２３２万５,０００円と定め、

第１０条では、棚卸資産の購入限度額を１,２６５万円と定めるものでございます。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  説明書２２６ページからは、参考資料としてキャッシュ・フロー及び財務諸表を添付

してございます。後ほど御高覧賜りたいと思います。 

  以上、簡単ではございますが、令和７年度紀美野町東部簡易水道事業会計予算の説明

とさせていただきます。 

  続きまして、予算書３７ページをお開きください。 

  議案第４１号、令和７年度紀美野町西部簡易水道事業会計予算について説明させてい

ただきます。 

  第１条は総則でございます。 

  第２条は主な業務の予定量を定めており、全体の給水栓数は２,５２０水栓、年間給

水量は４５万２,０００立方メートル、１日平均給水量は１,２３８立方メートルを予定

しており、人口減少や水需要の減少により、前年度比で日平均９９立方メートル、年間
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で３万６，０００立方メートルの減少見込みとなっております。 

  主な工事につきましては、下佐々地内の国道３７０号歩道整備事業に伴うもので、配

水用ポリエチレン管で口径７５ミリメートル、延長２００メートルの布設替えで５００

万円を計上しております。 

  次に、第３条収益的収入及び支出でございます。 

  主な内容について説明させていただきますので、予算説明書の２４２ページを参照い

ただければと思います。説明資料は２０１ページからとなっています。 

  収入でございます。 

  第１款は、水道事業収益の総額を１億４７２万円と定めるものでございます。 

  第１項営業収益は７,７４７万８,０００円で、１,１７２万２,０００円の減となって

おります。主に水道料金でございますが、人口減少等の影響もございますが、東部簡易

水道と同様に、４月使用分から３か月間、基本料金の減免を行うためでございます。 

  第２項営業外収益は２,７２４万２,０００円で、一般会計の補助金には、先ほど申し

上げました水道料金減免分として９４３万８,０００円の計上が増加しておりますが、

下佐々浄水場更新工事が完成したことにより、消費税の還付がなくなり、２,６４８万

９,０００円の減少となっております。 

  次に、支出として、水道事業費用の総額を１億８,７００万７,０００円と定め、第１

項営業費用は１億５,２５５万円でございます。 

  営業活動に係る費用として、１目原水及び浄水費は２,４６２万５,０００円で、３６

８万６,０００円の減で、原水の取水、浄水施設の維持等に要する経費で、水質検査や

修繕費、動力費を計上してございます。 

  減額の主なもので、動力費で３６０万円の減額、電気料金の高騰は先が見えない状況

でもございますが、令和６年度は、年度途中まで旧施設と新施設を併用して運用を行っ

ておりました。現在は新施設で運用を行っており、電気料金は値上がりしておりますが、

新施設の省エネ効果といたしまして、電力使用量としては３７％の削減ができているも

のでございます。 

  ２目配水及び給水費は３,０９６万１,０００円で、７６万８,０００円の増、人件費

や漏水修繕等、排水施設の維持、動力費や漏水調査、検診等の委託料でございます。 

  ４目業務及び総係費は１,９０４万９,０００円で、２６６万３,０００円の減、人件

費、保険や会計・料金システムのリースや保守などの事務費用でございます。東部簡易
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水道と同様に、施設の警備委託を見直したことで減額となっております。 

  ５目は減価償却費で７,２８４万７,０００円の計上で、５,４６９万２,０００円の増、

下佐々浄水場が完成したことにより、今年度から減価償却費が発生することによるもの

で、現金の支出はないものでございます。 

  ６目資産減耗費の固定資産除却費５０５万７,０００円につきましては、配水管の更

新により、既設管の除却費を計上してございます。また、前年度比で８,０３９万８,０

００円の減となっておりますのは、昨年度は下佐々浄水場の旧施設の全てを、新施設完

成に伴い除却を行ったためでございます。こちらも現金の支出はありません。 

  第２項営業外費用は２,８４５万７,０００円で、５４４万７,０００円の増、事業実

施による企業債の増加により、支払い利息で２８８万２,０００円の増加、大規模事業

が完了したことで、今年度からは消費税の納付が発生する見込みで、２５１万５,００

０円を計上してございます。 

  第３項は、予備費６００万円を計上してございます。 

  第４条、資本的収入及び支出でございます。 

  資本的収入額の不足額１,３６９万３,０００円につきましては、過年度分損益勘定留

保資金１,３２３万８,０００円及び、消費税及び地方消費税資本的収支調整額４５万５,

０００円で補塡するものでございます。 

  収入の第１款は、資本的収入の総額を５００万円と定めるものでございます。 

  第１項企業債、５００万円の計上です。今年度工事の起債対象額を計上してございま

す。 

  支出の第１款は、資本的支出の総額を１,８６９万３,０００円と定めるものでござい

ます。 

  第１項は、建設改良費として５００万円の計上です。 

  第２項は、企業債償還金として１,３６９万３,０００円の計上でございます。 

  第５条は企業債について定めたもので、建設改良費の財源として５００万円を借り入

れる予定となっており、その限度額を公営企業債で５００万円と定めるものでございま

す。起債の方法、利率、償還の方法については、記載のとおりでございます。 

  第６条は、一時借入金の限度額を１億円と定め、第７条では、予定支出の各項の経費

の金額の流用、第８条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費とし

て、職員給与費２,５２１万７,０００円と定めるものであります。 
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  また、第９条では、一般会計から受ける補助金として、水道料金の減免に要する経費、

児童手当、企業債の利息の交付税算入分として２,３００万円と定め、第１０条では、

棚卸資産の購入限度額を７３６万７,０００円と定めるものでございます。 

                  令和７年２月２６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  説明書２４７ページからは、参考資料としてキャッシュ・フロー及び財務諸表を添付

してございます。後ほど御高覧賜りたいと思います。 

  以上、簡単ではございますが、令和７年度紀美野町西部簡易水道事業会計予算の説明

とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

（水道課長 長生正信 降壇） 

○議長（美野勝男）    以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  お諮りします。 

  明日２７日から３月４日までの６日間、議案精読のため休会し、３月５日午前９時か

ら会議を開きたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男）    異議なしと認めます。 

  よって、そのように決しました。 

 散 会 

○議長（美野勝男）    本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 ４時５３分） 

 

 


